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「パクチッ！」

　というような奇き音おんが後方から聞こえたので、俺は急いで振ふり返かえった。

　すると、暫ざん定てい的てきパートナーの細さい剣けん使つかいが、小ぶりな鼻に両手を当てているのが見えた。数秒後、軽く上体を仰のけ反ぞらせつつ、再び──。

「ぱくちっ！」

「……それはくしゃみ？　それとも明日の朝メシにパクチーが食いたいという意思表示？」

　思わずそう訊たずねると、鼻を押さえたままの細剣使いにジロリと睨にらまれる。

「わたし、パクチー苦手」

「じゃあコリアンダーは？」

「苦手」

「じゃあシャンツァイは？」

「苦手……ってそれ全部同じ草でしょ！」

　律りち儀ぎにノリツッコミを完かん遂すいしてから、レベル18細剣使いフエンサーアスナは、ため息混じりに続けた。

「くしゃみ……だと思うわ。確信ないけど」

「へ？　ど、どういうこと？　くしゃみかそうじゃないかくらい解わかるんじゃ……」

　今度こそ本格的な疑問を感じ、俺は道の真ん中で足を止める。

　つい一、二時間前までは大変な人出だったアインクラッド第五層主街区カルルインのメインストリートは、噓うそのように閑かん散さんとしている。二〇二三年の到とう来らいを祝う花火つきのカウントダウン・パーティーが終しゆう了りようし、プレイヤーたちがそれぞれの宿屋へ──あるいは狩かり場ばへと引っ込んだからだ。

　街外れの古城遺い跡せきで花火を見物した俺とアスナは、街が静かになるまで待ってから城を出た。理由は、城で予期せざる危険な出会いがあったからだ。人混みの中では、索さく敵てきスキルを上げている俺でも尾び行こうに気付くのが難しくなる。

　それとなく後方に視線を走らせながら答えを待っていると、アスナは意外とマジメな答えを返してきた。

「くしゃみって、寒い時に体温を上げるためか、鼻に入った異物を排はい出しゆつするための不ふ随ずい意い運うん動どうでしょ？　どっちもアバターには必要ないわ」

「ははあ、それはまあ、確かに……」

「つまり、ＳＡＯのシステムがわざわざ擬ぎ似じ的てきなくしゃみ機能を再現しているなら、それは本物のくしゃみと呼べるかどうか微び妙みよう……ってコトよ」

「なるほどね……」

　感心しつつ頷うなずいた途と端たん、俺の鼻も急にムズムズしてくる。寒いせいか、あるいはくしゃみという単語を聞かされまくったせいかは不明だが、どうにも堪こらえきれず──。

「ぶるすっ！」

　と一発炸さく裂れつさせてしまった途と端たん、アスナがにんまり笑う。

「あら、明日の朝ご飯にブルスケッタが食べたいの？」

「……ブルスケッタって何？」

「イタリアのカナッペみたいな料理」

「それは普ふ通つうに美お味いしそうだな……」

　脳のう裏りにブルスケッタなるものの想像図を展開しながら、無意識のうちにロングコートの襟えりをかき合わせて、ようやく気付く。

「……ていうか、なんか寒くないか？」

「……確かに、寒いわね……」

　頷うなずく細さい剣けん使つかいは、上半身こそフードつきのウールケープを羽織っているが、下はミニスカートなので耐たい寒かん性能は低そうだ。こんな時、できる男なら無言で自分のコートを着せかけてやったりするのかもしれないが、廃はい人じんゲーマーの中二男子にそんなシステム外スキルがあるはずもない。

　幸いアスナは俺が何かをしたり言ったりする前にメニューを開き、装備フィギュアを手早く操作した。レザースカートから露ろ出しゆつする生足をライトエフェクトが包み、白いタイツが出現する。

　この世界に合成繊せん維いはないはずだが、ぴったりしたタイツは淡あわい光こう沢たくを帯びていて、思わずまじまじと眺ながめてしまう。以前だったらすかさずつんけんした視線と言葉、場合によっては物理攻こう撃げきまで飛んできたものだが、幸い軽く咳せき払ばらいしただけで、アスナは闇やみに沈しずむ上層の底を見上げた。

「……まあ、お正月なんだし寒くて当然かもしれないけど……そのわりには、ついこのあいだまでいた四層はあったかかったわよね。アインクラッドの季節感ってどうなってるの？」

「え、ええと……ベータテストは八月だったんだけど、昼間の日なたとか、確かに暑いなーと思うことはあっても不快な感じじゃなかったな。現実世界の真夏の蒸むし暑あつさとは、体感的にはぜんぜん違ちがったよ」

「ふうん……。まあ、本気で暑かったらフルプレート・アーマーなんて着てられないものね」

「確かに。昔のヨーロッパの騎士とか、夏はどうしてたんだろうな……」

「エルサレム王国のテンプル騎士団は、暑さで動けなくなってサラディンの軍隊に負けたのよ」

「な、なるほど」

　相変わらずの博識ぶりを披ひ露ろうするアスナに、いつかはアインクラッド豆知識でも負けてしまいそうな予感を抱いだきつつ、俺は話題を戻もどした。

「……ともかく、アインクラッドの気候は、それなりに季節感を出しつつも本当に辛つらいレベルで暑くなったり寒くなったりはしない、ってことだと思う。いまだって、現実世界の真冬に比べればぜんぜんマシだろ？」

「まあ、この格好でもせいぜいくしゃみが出る程度よね」

「ただ、それにも例外があって、一年中真冬だったり真夏だったりするフロアもある……って雑誌か何かで読んだ記き憶おくがあるな……」

「ふうん……」

　もういちど視線を上に向けてから、アスナはふと思いついたように言った。

「ベータテストの時は、その常とこ夏なつフロアは見つからなかったの？」

「うーん、何せ実際に夏だったから……。でも、確か七層の南側にはビーチがあったよ。真っ白い砂すな浜はまに椰や子しの木が生えてて、水着でサマー・バケーションしてる連中もけっこういたなあ」

「その言い方じゃ、キリト君は完全スルーだったんでしょ」

　見事に言い当てられれば、頷うなずくしかない。

「そりゃあ、だって、男一人でバケショっても空むなしいだろ……。いいんだよ、俺は攻こう略りやく一直線だったんだから」

　精せい一いつ杯ぱいの強がりを聞いたアスナは、すっかり寒さも忘れた様子でにまにま笑いながら、なぜか俺の背中をぽんと叩たたいた。

「七層の南側ね、覚えておくわ。もしそこが常とこ夏なつエリアだったら……」

「……だったら？」

「んー、その時までナイショ。さあ、早いところ次の主街区まで行きましょ。明日……じゃなくて今日から六層の攻こう略りやくを始めないと」

　そう言ってすたすた歩き始める細さい剣けん使つかいを、俺は首を傾かしげつつ追いかけた。暫ざん定てい的てきパートナーとなって約一ヶ月が経過するが、相変わらず思考が読めない。

　──でもまあ、そこがこのヒトの魅み力りよく、なんだろうな。

　などとらしくもない感想が脳のう裏りに浮うかび、ぶんぶん頭を振っていると、再び鼻がむずむずしてくる。街中ならさして問題ないが、ダンジョンでハイディング中にくしゃみしてしまったら大だい惨さん事じなので、我が慢まんする方法を研究しなければならない。

　鼻をつまんだり、息を止めたりしてみるが効果はなく、やがてむずむずエネルギーが限界値を超こえ──。

「ばけっしょ！」

　と怪かい音おんを炸さく裂れつさせると、前を歩くアスナが振り向き、呆あきれ成分六割、謎なぞのスマイル四割な顔で言った。

「そんなにサマー・バケーションが楽しみなの？」

「ちっ、ちがっ……」

「なら、六層はさくさく突とつ破ぱしないとね」

「だから、違ちがうって！」

　どんなに抗こう弁べんしても細さい剣けん使つかいのにやにや笑いは消えず、七層が常とこ夏なつフロアであってほしいようなほしくないような気分に陥おちいる俺だった。
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　転移門から出ても、空気は相変わらず冷ひえ込こんでいた。

　アインクラッド第六層の主街区《スタキオン》は、古代遺い跡せきを再利用しているという設定の五層主街区《カルルイン》と異なり、隅すみ々ずみまできっちりと整った清潔な街だ。メインの建材は花か崗こう岩がんのような艶つやのある灰色の石で、しかもありとあらゆる建物が、ぴったり二十センチ角のブロックを通し目地、つまり縦も横も直線が通った単純なパターンで積み上げて作られている。それゆえに、ベータテストの時に初めてこの街を見た時は──

「うわあ……なんだかゲームの中の街みたいだね……」

　というアスナの感想とまったく同じことを、俺も思ったものだ。

「まあ、ゲームの中だけどな」

　スタキオンの街の定番ジョークで返すと、冷たい眼まな差ざしでじろりと睨にらまれてしまって体感温度が更さらに下がる。思わずロングコートの襟えりをかき合わせるが、それだけで寒さを遠ざけられるはずもない。現実世界の真冬と比べればぜんぜんマシとは言ったものの、いったん暑さ寒さが気になるとその感覚を消すにはシステム的な理り屈くつが必要になるのが仮想世界の厄やつ介かいなところだ。

　二〇二三年一月一日、午前三時。

　最前線の正月気分は花火イベントの終しゆう了りようとともに燃もえ尽つきてしまったようで、スタキオンの転移門広場に人ひと影かげはほとんどない。縦横五十メートルもある空間は乾かわいた北風が吹ふきっさらしで、ミニスカート姿のアスナも寒かろうと思うのだが、ボアつきのウールケープと白タイツで耐たい寒かん装備は足りているようだ。

　──いや、あるいは俺が感じている寒さの原因は、ナーヴギアが発生させる仮想の冷感だけではないのかもしれない。

　アスナと二人きりで花火を見るために訪おとずれた、カルルインの街の東にそびえる古城遺い跡せきで、俺は一人で食料を仕入れに行こうとしたところを正体不明の《黒ポンチョの男》に襲しゆう撃げきされた。もちろん古城は犯罪防止コード圏けん内ないだったのだが、男は言葉巧たくみにそこが圏けん外がいだと信じさせ、本当に圏けん外がいである城の地下フロアまで誘さそい込こもうとしたのだ。

　索さく敵てきスキルを上げている俺にまるで気付かせずにすぐ後ろまで忍しのび寄よった黒ポンチョの男は、背中にナイフを突つき付つけながら「イッツ・ショウ・タイム」と囁ささやいた。あの声の冷ややかさ……歌うように抑よく揚よう豊かなのに、一いつ切さいの感情が読み取れない無機質さが、まだ耳の奥おくにこびりついている気がする。

　危あやういところで男の言葉がブラフだと気付いた俺は、圏けん内ないソードスキルの連打で疑ぎ似じスタンに追い込もうとしたのだが、男は俺も知らない煙えん幕まくアイテムを使って姿を消した。全速力でアスナがいる部屋に引き返した俺は、暫ざん定ていパートナーが無事だったことに安あん堵どしたあまり抱だきついてしまい、右の脇わき腹ばらに切れ味鋭するどいショートフックを貰もらったりもしたのだが、問題が解決したわけではまったくない。

　黒ポンチョの男は恐おそらく、俺をデュエルＰＫで殺そうとした斧おの使つかいモルテのボス的な存在だ。小規模ギルド《レジェンド・ブレイブス》に装備強化詐さ欺ぎを唆そそのかしたり、攻こう略りやくギルド《ドラゴンＤナイツ・ＫブリゲードＢ》と《アインクラッド解放隊ＡＬＳ》を争わせようとしたりした煽せん動どうＰＫ集団のリーダー。

　強化詐さ欺ぎ事件も、二大ギルドの衝しよう突とつも、俺とアスナの介かい入にゆうによって大ごとには至らなかった。ゆえに黒ポンチョの男が自ら俺を排はい除じよしに来たのだと思われるが、一度の失敗で断念するほど諦あきらめのいい連中ではあるまい。今後は常に身辺を警けい戒かいしなくてはならないということだ。

　そして、より大きな問題がもう一つ。

　奴やつらは俺と同様にアスナをも狙ねらおうとする可能性が高い。それだけは何が何でも防がなくてはならないのだが、俺はまだ黒ポンチョの男に襲しゆう撃げきされたことをアスナに話していないのだ。

　もちろん、このまま秘密にするつもりはない。遅おそくとも今夜の宿に入るまでには、男の言動の全てを仔し細さいに伝え、改めて対人戦の要点を教示しておく必要がある。しかし俺の脳のう裏りには、五層に上がった直後の出来事がまだ鮮せん明めいに焼き付いているのだ。

　対人戦──デュエルともＰｖＰとも呼ぶが、ともかく対プレイヤー戦せん闘とうについてレクチャーしてくれと言い出したのはアスナのほうだ。四層でのモルテとの戦いを経て俺もその必要性を感じていたので即そく座ざに了りよう承しようし、フィールド遺い跡せきの片かた隅すみで、まずは実際にデュエルしてみることになった。

　だが、お互たがいに剣を向け合ってもアスナはまるで動こうとせず、そのうち泣きそうな顔になって剣を下ろし、言ったのだ。こんなの嫌いや、と。

　アスナにＰｖＰの才能がないとはまったく思わない。五層の遺跡ダンジョンで愛剣シバルリック・レイピアをＰＫ集団の一人に奪うばわれそうになった時、ルーターＭｏｂを利用して取り返した手しゆ腕わんは見事なものだった。あの発想力に知識と経験が加われば、本来の抜きん出た才能は対人戦でもいかんなく発揮されるだろう。

　しかし、ＳＡＯでの──ことに死んだら終わりのデスゲームと化してしまった現在のアインクラッドでの対人戦は、本質的には殺し合いだ。双そう方ほうの実力が伯はく仲ちゆうしていれば、相手の命を奪うばうことに躊ちゆう躇ちよのないほうが勝つ。逆に言えば、それができる冷れい酷こくさを持てなければ、ギリギリの局面で勝勢を逆転されることにもなりかねない。

　アスナに対人戦のレクチャーをするならば、俺は小手先のテクニックなどよりもまず、冷れい酷こくになることを教えなくてはならない。もちろん俺だって実際にプレイヤーを殺したことはないが、自分やパートナーを守るためにどうしても必要とあらばできるだろうと思う。いや、それを躊躇ためらうほどの善よい人間ではない、と言うべきか。

　しかしアスナは違ちがう。俺よりもずっと優やさしくて、遥はるかに正しい魂たましいを持っている。そんな人に、人を殺せる冷れい酷こくさを持てなどとは言いたくない……。

「……ねえ、キリト君」

　いつしか俯うつむけていた顔を持ち上げると、すぐ目の前でパートナーが怪け訝げんな表情を浮うかべていた。

「いきなり黙だまり込こんで、どうしたの？　まさか、もうお腹なかが空すいたんじゃないでしょうね」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

「なら、六層最初の質問、いい？」

「は、はい、どうぞ」

　即そく座ざに頷うなずくが、ベータテストは十層の途と中ちゆうで終わってしまったので、アスナの質問に答えられるのも、このフロアを入れてあと四層と半分だけだ。そうか、色々あったけど六層まで来たんだなあ……と今いま更さらな感かん慨がいを抱いだく俺に、細さい剣けん使つかいは至し極ごくシンプルな問いをぶつけてきた。

「これ、なに？」

「へ？」

　アスナが指さしているのは、向き合って立つ二人の足あし許もと。ほっそりした人差し指に従って真下を見ると、転移門広場を舗ほ装そうする灰色のタイルが目に入る。建物に使われているブロックと同じ、二十センチ角のタイルそのものは何なんの変へん哲てつもない石材だが、だいたい四つに一つくらいの割合で、１から９までのアラビア数字が刻まれている。

「あ……ああ、これね……」

　俺は二歩後退し、アスナと同じように足あし許もとを指さした。

「ほら、ここのラインがちょっと太くなってるだろ」

「ほんとだ……」

「この太いラインで、タイルが九かける九の八十一マスずつに区切られてるんだ。こういうの、向こうで見たことないか？」

「九かける九……」

　呟つぶやいたアスナは、両目を三回瞬しばたたかせてから顔を上げ、にこっと笑った。

「あー、そっか。これ、ナンバープレイスね。わたし、けっこう得意だったよ。へえー、広場のタイルがパズルになって……るん…………」

　その言葉が減速したのは、改めて転移門広場を見回したからだろう。

　縦横だいたい五十メートルずつの広大な平面には、転移門のある中央部だけを除いて、二十センチ角のタイルがびっしりと敷しき詰つめられている。そしてナンバープレイスパズル、いわゆるナンプレのヒント数字もまた、端はしから端はしまで続いている。

「……これ、パズル幾いくつ並んでるの？」

「ベータの時と変わってなければ、八十一マスのセットが縦横二十七個ずつ。真ん中だけが転移門で欠けてるから、二十七の二乗から一を引いて、七百二十八個」

「ななひゃく……」

　小声で繰くり返かえすと、アスナは足あし許もとの数字からぷいっと視線を逸そらせた。

「一いつ瞬しゆん全部やったろうって思ったけど、やったりたくなくなった」

「それがよい……」

　なぜか長老ＮＰＣふうの口調で応じる俺。

「ベータテストの時は、ここのナンプレに囚とらわれてフロア攻こう略りやくを断念した連中が、敬意を込めて《ナンプラー》と呼ばれたものじゃ……」

「……五層の遺物拾いにハマっちゃった《ヒロワー》さんたちより更さらに悲しい称しよう号ごうね。──でもさ、これだけ大がかりなパズルなんだから、全部解けば何かすごいご褒ほう美びがあるんじゃないの？」

「まあ、そう思うよな」

　口調を戻もどし、深々と頷うなずく。

「俺もベータの時はそう思ったし、ナンプラーたちは確信してたと思うよ。でも、これが実にイヤらしい仕組みでさ……毎日午前零れい時じに、ヒント数字が全部変へん更こうされるんだ」

「えええ!?　ってことは……全部解こうと思ったら、二十四時間で七百二十八個も解かなきゃいけないわけ？」

　驚おどろき顔がおになったアスナが、指折り計算する。

「えっと……これ、ぱっと見で難易度マックスな感じだから、どんなに慣れてる人でもいっこ解くのに二十分はかかるよ。てことはかける七百二十八で、一万四千五百六十分……を六十で割って、二百四十二時間と四十分……」

　その暗算の速さに、さすが「けっこう得意」と豪ごう語ごするだけのことはあると俺はいたく感心したのだが、アスナは驚おどろき顔がおを呆あきれ顔がおに変えて叫さけんだ。

「十日以上かかるじゃない！　絶対ムリよ、わたしやらないからねこんなの！」

「だ、誰だれもやれなんて言ってないし……。──ともかく、当時のナンプラーたちも最後のほうは手分けして挑ちよう戦せんしてたんだけどそれでも零れい時じに間に合わなくて、ベータテストの最終日にはとうとう禁じ手を使ったらしいよ」

「禁じ手……？」

「うん。テストの時はもちろんログイン・ログアウトが自由だったから、ヒント数字の配列を暗記して、ログアウトして外部のプログラムに解かせて……」

「あー、なるほどね……」

　苦く笑しようするアスナに、俺は勇者たちの物語の結末を告げた。

「んで、テスト終しゆう了りようの一時間前に全クリしてさ。ほら、よく見ると、八十一マスの中で一つだけ、タイルの色が濃こくなってるだろ？」

「あ、ほんとね」

「そこに入る数字が、たぶん何かのキーなんだ。戦いの果てにナンプラーたちは七百二十八個のキーナンバーを手にして……」

「ふむふむ」

「おしまい」

「へっ？」

「その数字をどうすればいいのか、誰だれも解わからなかったんだ。テスト終しゆう了りようまでの一時間、この広場にはパンツ一枚で数字を叫さけびながら踊おどり狂くるうナンプラーたちの悲しい姿があったと言うよ」

「…………」

　呆あきれ顔がおを憐あわれみの表情に変え、アスナは月明かりに寂せき寞ばくと照らされる石と数字の平面を見み渡わたした。それ以上は何も言わず、一いつ瞬しゆん瞑めい目もくしてから右手を振ってウインドウを出す。

「わあ、もう三時過ぎなのね。そろそろ宿屋に行きましょ、今日はＤＫＢもＡＬＳも寝ね坊ぼうするでしょうけど、十時には攻こう略りやくに出発したいわ」

「そうだな……」

　頷うなずきつつ、先刻の葛かつ藤とうを再発させる俺に、アスナは屈くつ託たく無ない笑え顔がおを向けてきた。

「じゃあ、質問その二ね。スタキオンのおすすめ宿屋、どこ？」




　広場と同じ大きさのタイルで舗ほ装そうされた道を、東に歩くこと三分。

　俺がアスナを案内したのは、見た目にはさして特とく徴ちようのない中規模の宿屋だった。もっとも、端はしから端はしまで同一サイズのブロック積みで作られているスタキオンでは、建物の個性など有って無いようなものだが。

　さすがにこれだけは木製の扉とびらを開け、カウンターで順番にチェックイン。並びの二部屋を取り、二階に上がる。二十センチブロック十個分、つまり二メートル幅はばの廊ろう下かは無人で、身を潜ひそめられそうな場所はない。

　俺は六層に転移した瞬しゆん間かんからこの宿屋に移動するまで、常に周囲を警けい戒かいしていたのだが尾び行こうや監かん視しのたぐいはなかった──はずだ。断言できないのは、五層で襲しゆう撃げきしてきた黒ポンチョの男が俺の索さく敵てきスキルに対たい抗こうできるレベルの隠いん蔽ぺいスキル持ちだと推測されるからで、今後は自分の目や耳を過信はできない。

　狙ねらわれる身の厄やつ介かいさをひしひしと感じながら、廊ろう下かの突つき当あたりまで歩く。アスナの二〇一号室が奥おくの角部屋で、俺の二〇二号室はその手前。

　扉とびらの前で上品なあくびをした細さい剣けん使つかいは、ちらりと俺を見て言った。

「えっと……朝は八、じゃなくて九時に下のレストラン集合でいい？」

「それでいいよ」

「じゃあ、おやすみ、キリト君」

　ひらっと振った右手でドアハンドルを摑つかむ。しかし、押おし下さげようとしたハンドルは硬かたい音を響ひびかせてアスナの手を拒こばむ。

「あ……あれ？　わたしの部屋、そっちだっけ……」

　眠ねむそうに目をしょぼしょぼさせながらこちらに移動しかけたアスナを、俺は両手で押しとどめた。

「いや、そっちで合ってるよ」

「え……じゃあ、なんで開かないの？」

　アスナの疑問はもっともだ。アインクラッドの宿屋には基本的にルームキーというものは存在せず、部屋の借り主（とそのフレンドもしくはパーティーメンバー）だけがドアを開け閉めできるというプレイアビリティ優先の設定になっている。俺とアスナはパーティーを組みっぱなしなので、たとえ部屋を間ま違ちがえていたとしてもドアは開くはずなのだ。

　眠ねむさ半分、訝いぶかしさ半分という顔のアスナに歩み寄ると、俺は扉とびらに据すえ付つけられているルームナンバーのプレートを指さした。【２０１】という数字が刻まれた正方形のプレートは、よく見ると四かける四の十六マスに分ぶん割かつされていて、それ以外のマスにも薄うすく他の数字が刻まれ、右下のマスだけがブランクスペースになっている。

「ほら、これも向こうで見たことあるだろ？」

　俺の言葉に、アスナは瞬まばたきを五回繰くり返かえしてから言った。

「あ……これ、フィフティーン・パズル……？」

「そそ。でも数字は、この部屋の場合は０から14までだけどな」

「…………もしかして、このパズルをクリアしないと、ドアが開かないとか？」

「イエス」

「………………」

　眠ねむさ二割、訝いぶかしさ二割、げんなり六割の顔になるアスナに、俺は慌あわてて言葉を添そえた。

「へ、平気平気。これは攻こう略りやく法ほうがあるんだよ……」

　プレートに手を伸ばし、２０１の並び以外はランダムに配置された木製のコマをぱちぱちスライドさせていく。

「ほら、上二列の０から７までは簡単に並べられるだろ？　あとは左下に８と12を縦に並べて、その隣となりに９と13を縦に並べれば、残りは自然に……」

　14のコマを定位置に動かした瞬しゆん間かん、がちんという解かい錠じよう音おんが響ひびいた。ハンドルを押おし下さげると、今度こそドアが奥おくに動く。

　それを見たアスナは、

「……ありがと」

　と口では言ったものの、表情はさして感謝しているふうではない。この宿屋に連れてきたのは俺なのだから当然かもしれないが、これでもスタキオンに数ある《パズルロック・ドア》の中ではかなりマシな部類なのだ。

　しかしいまは、この街の──いや、このフロアの真実よりも先に説明しておくべきことがある。アスナはかなりおねむのようだし、俺だって疲ひ労ろう度どは限界に近いが、「明日でいいや」という判断を後こう悔かいするのだけは絶対に御ご免めんだ。

「じゃあ、お休み……」

　今度こそ部屋の中に姿を消そうとしたアスナに、俺は五パーセントほど音量を上げた声で呼びかけた。

「……アスナ！」

「なにー？」

　とろーんとした視線に罪悪感を覚えるが、今いま更さら中断はできない。

「だ……大事な話があるんだ。ちょっとだけ部屋にお邪じや魔ましていいか？」

「ん……どうぞ……」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単にＯＫを出すと、アスナはふわふわした足取りで扉とびらの中に消えた。ドアが自動施せ錠じようされる前に、急いで追いかける。

　角部屋の二〇一号室は、東と南の壁かべに大きな窓があったが、この時間では夜景らしい夜景は見えない。広さは十畳じようほどで、セミダブルのベッドが一つとソファーセット、ライティングデスクという定番の家具が揃そろっている。床ゆかは暗い茶色のフローリングだが、パターンは二十センチ角の市いち松まつ貼ばりという徹てつ底ていぶりだ。

　無重力感のある歩行でベッドに向かったアスナは、ぽふんと音を立てて側面に座すわり、一いつ瞬しゆんそのまま倒たおれ込こみそうになったもののどうにか持ちこたえて俺を見た。

「で、何よ、大事な話って…………。────大事な、話？」

　自分の言葉を繰くり返かえし、瞬まばたきを三回。

　突とつ然ぜんその目がいっぱいに見開かれ、細さい剣けん使つかいは素す早ばやく室内を見回してから再び俺を凝ぎよう視しした。なぜか左手を大きな枕まくらに伸ばし、体の前でぎゅっと抱かかえながら小刻みな言葉を連射する。

「え……ちょっ……大事な、って……ま、待ってよ、わたし、まだ、ええと、準備が」

　アスナが何を想像しているのかは定さだかでないが、眠ねむ気けが吹ふき飛とんだらしいのをこれ幸いと一歩近づく。

「いいか、アスナ」

「やっ、まっ、待って待って、ちょっと待って」

「いや、待てない」

「ええっ」
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　枕まくらを破は裂れつ寸前まで変形させるアスナに、もう一歩近づくと俺は言った。

「アスナ……朝になったら、俺と対人戦の訓練をしてくれ」

「………………はぇ？」

「ＰｖＰが嫌きらいなのは解わかってる。でも、そうも言っていられない状じよう況きようになりつつあるんだ。この層の攻こう略りやくに乗り出す前に、半日でいいから特訓を……」

「ストップ」

　電光のような速さで右手を伸ばし、俺の言葉を遮さえぎると、アスナは何度か深呼吸を繰くり返かえした。やがて、左手に枕まくらを抱かかえたまま立ち上がり、頷うなずく。

「…………わたしも、いつまでも逃げてはいられないって思ってたとこだから、特訓に関しては了りよう解かいよ。こちらこそ、よろしくお願いします」

「あ……う、うん」

「でも、その前に、これだけ言わせて」

　にっこりと優やさしく微ほほ笑えんだ細さい剣けん使つかいは、枕まくらを右手に持もち替かえると、思いきり振りかぶり──。

「色々……紛まぎらわしいのよ[image: かんたんふ]」

　と絶ぜつ叫きようしつつ、メジャーリーガーばりに横回転の利きいたオーバースローで投とう擲てきした。唸うなりを上げて飛来した枕まくらは、その柔やわらかさにもかかわらず、俺の顔面に激げき突とつすると紫むらさき色いろの障しよう壁へきエフェクトを輝かがやかせた。




　冷たい水を一口飲んで落ち着きを取とり戻もどしたアスナに、俺はカルルイン古城遺い跡せきでの出来事を手短に説明した。黒ポンチョの男への激しい憤いきどおり、そして俺への気き遣づかいを見せたものの、アスナはおおむね冷静に状じよう況きようを受け止め、改めて対人戦の訓練を了りよう承しようした。

　そこで時刻は三時四十分になってしまったので、翌朝の集合を九時半に変更すると、俺は二〇一号室を辞去した。

　途と端たん、いままで意志力で抑え込んでいた睡すい魔まがずしりと瞼まぶたを重くする。しかし、自分の部屋を開ける前にもう一仕事しなくてはならない。

　二〇一号室と違ちがって、二〇二号室のフィフティーン・パズルには２が二つあり、最後のコマが13になっている。おかげで何度かミスりはしたものの、どうにか三十秒ほどでクリアし、ドアを開けて室内へ。ふらふら前進しながら武器防具を除装し、顔からベッドに突っ込む。

　眠ねむりに落ちるまでの三秒間で、俺はぼんやりと考えた。

　──そういえば、アスナにこの層のテーマが《パズル》だって言い忘れたな。

　──ていうか、紛まぎらわしいって何がだ。










　　　２




　起き床しようアラームを設定し忘れたにもかかわらず、待ち合わせ時間の三分前に目が醒さめた。

　現実世界なら絶対に間に合わないギリギリ起床だが、この世界では顔を洗ったり髪かみを整えたり着るものに迷ったりする必要はない。転がり落ちるようにベッドから出ると、シャツの上にコートだけを装備し、部屋から飛び出す。

　ガチャバタン、という開閉音がなぜか重なって聞こえて、まだ寝ぼけているのかと思ったがそうではなかった。まったく同じタイミングで、隣となりの二〇一号室からも宿しゆく泊はく客きやくが出てきたのだ。

　俺とアスナは、二秒ほど顔を見合わせた。どうやら向こうも起きたばかりらしく、まだ脳のクロックが上がりきっていないようだ。静せい寂じやくの中、二枚の扉とびらのルームナンバーが、かちゃかちゃ音を立てて勝手にシャッフルされていく。

「お……」

　とりあえず朝の挨あい拶さつを口にしかけた、その途と端たん。

　アスナがケープの裾すそを翻ひるがえし、猛もう然ぜんとダッシュした。俺の左横をすり抜け、階段方面へと走っていく。

　──なぜ逃とう走そう!?

　と一いつ瞬しゆん仰ぎよう天てんしてから、そうではないと気付く。彼女は俺より先に一階レストランに到とう着ちやくし、こちらを寝ぼすけ扱あつかいするつもりなのだ。

「ず、ずるいぞ！」

　叫さけびながら慌あわてて走り始めるが、恐おそらく俺より敏びん捷しよう力りよくが高いであろうアスナのフルスピードにはまったく追いつけない。朝の光を受けてきらきら輝かがやくロングヘアが、廊ろう下かの突つき当あたりを左に曲がって見えなくなる。

　このままでは負ける。

　俺は多少のマナー違い反はんを覚かく悟ごし、床ゆかを蹴けった。垂直の壁へき面めんに靴くつ底ぞこのコバを引っかけるイメージで、一歩、二歩、三歩まで右の壁かべを走る。システム外スキル《ウォールラン》──いまは装備ボーナスなしでは三歩が限界だが、敏びん捷しよう全振りのアルゴあたりならもっと長く走れるだろう。

　それでもぎりぎりで廊下のコーナーに到とう達たつしたので、三歩目を強く蹴けって曲がった先の壁かべに飛び移り、もう一回壁かべを蹴けって下り階段の手すりを飛とび越こす。廊下と階段の踊おどり場ばでのターンでタイムロスしたアスナの真後ろに着地し、次の大ジャンプで追い抜いて一階ロビーに突とつ入にゆうする。

「あっ、ずるい！」

　背後で細さい剣けん使つかいが叫さけぶが、勝負は非情なものだ。レストランの入り口は、受付カウンターの前を通とおり抜ぬけた先。最後の十五メートルを全速力で突とつ破ぱするべく、姿勢を限界まで低くした、その時。

「うりゃっ！」

　背後で不ふ穏おんな掛かけ声ごえが聞こえ、体が後ろに引っ張られた。靴くつ底ぞこがグリップを失い、磨みがき上あげられた床ゆか板いたの上でつるっと滑すべる。アスナが、俺のコートの裾すそを摑つかんだのだ。

「ふぁ……ファウルファウル！」

　見事な尻しり餅もちをつきながら喚わめいたが、審しん判ぱんの笛は聞こえない。顔のすぐ右を、

「おっさきー！」

　という声とともに白しろ革かわのブーツが駆かけ抜ぬけていく。

　そう──この戦いにルールはないし審しん判ぱんもいない。行こう為いを規制するのは双そう方ほうの良識のみ。そして俺は、良識などという言葉からは最も遠い人種──中二男子の元ベータテスターなのだ。

　無言で突き出した右手が、アスナの左足首をむんずと摑つかむ。

「ちょなすっ！」

　ちょっとなにすんのよの略であろう怪かい音おんを発しながら、細さい剣けん使つかいもバランスを崩くずす。

　プレイヤー二名が折り重なるようにすっ転がったその一秒後、カウンターの奥おくから、ＮＰＣのお姉さんの「宿の中ではお静かに願います」という声が心なしか冷ややかに響ひびいた。




　レストランの奥おくまったテーブルにつき、モーニングプレートとコーヒーのセットを注文すると、アスナは長々と息を吐はいた。

「は──……朝から疲つかれさせないでよね……」

「さ、先にダッシュしたのそっちだろ」

「ちょっと早足になっただけよ」

　絶対噓うそだーいと思ったが、更さらなる抗こう弁べんを試みる前に早々と料理が届く。朝のセットメニューは街や店によって様々に変わるが、ここのプレートはバターロールっぽいパン二つとグリーンサラダ、チーズ、ハムと卵の盛り合わせというオーソドックスなものだ。

　四角くカットされたチーズを律りち儀ぎにナイフで三角に切りながら、アスナが呟つぶやいた。

「ご飯にはパズル要素はないのね」

「あ、そういうのが良かった？　じゃあ昼メシは、からくり箱入りの弁当を売ってる店に……」

「結構です」

　あっさり拒きよ否ひされてしまい、硬かたいチーズを指でつまんでもそもそ囓かじる。しばし静かな食事タイムが続き、どちらの皿も半分ほど空いた頃ころ、再びアスナが口を開いた。

「……それで、そもそもこのスタキオンて、どうしてこうもパズル尽づくしなの？」

「あー、それはつまり、このフロアのテーマが《パズル》だから」

　昨夜言い忘れたことをようやく説明すると、細剣使いがぱちくりと目を瞬しばたたかせた。

「え……主街区だけじゃなくて、フロア全体がこうなわけ？」

「そそ。ほとんどのダンジョンがパズルギミック満まん載さいで、ベータの時もプレイヤーによって好すき嫌きらいがむちゃくちゃハッキリしてたよ」

「ふ、ふうん……」

　と頷うなずくアスナの顔には何やら微び妙みような表情が浮うかんでいて、コミュニケーションスキルの低い俺には即そく座ざに読み取れない。

「……その顔はどっちなんだ？」

　切れ目を入れたパンにハムを挟はさみながらストレートに訊たずねると、アスナは軽く肩かたをすくめた。

「うーん、パズルそのものは嫌きらいじゃないよ……広場にあったナンプレみたいな数字系も、ジグソーパズルとか知ち恵えの輪わみたいなやつも。けど……五層のフロアボスを思い出すと、ちょっとね……」

「ああ、なるほど……」

　それを聞いてようやく、浮うかない顔の理由を悟さとる。

　昨日倒たおしたばかりの第五層フロアボス──《フスクス・ザ・ヴェイカントコロッサス》は、ＲＰＧでは定番のゴーレム型モンスターと思いきや広大な部屋と融ゆう合ごうしているといういままでにないパターンのボスで、複雑なフロアギミックを次々に繰くり出だしてレイドパーティーを大いに苦しめた。

「フロアのテーマがパズルってことは、ボスもそんな感じなんでしょ？」

　アスナの問いに、こっくりと頷うなずく。

「まあな……ベータの時は、手足が生えたルービックキューブみたいな奴やつでさ。攻こう撃げきを当てた列が回転して、全面揃そろえたらキューブの装そう甲こうが剝はげるんだけど、みんな闇やみ雲くもに殴なぐるもんだから揃そろうどころかどんどん色がバラバラになっていって……」

「…………」

　キュウリっぽい野菜が刺さったフォークを空中で止め、アスナは深々とため息をついた。

「それ、ＤＫＢのリンドさんとＡＬＳのキバオウさんのどっちが戦せん闘とうを指揮するかで絶対モメるわね。いっそ、また五層と同じメンバーだけで攻こう略りやくしちゃったほうがマシなんじゃないの？」

　その過激な意見には、小刻みにかぶりを振るしかない。

「いやいやいや、あれはＡＬＳの抜ぬけ駆がけを防ぐために仕方なくしたことだからさ……やっぱりボス戦は、ちゃんとフルレイドを組んで、万ばん全ぜんの態勢で挑いどむのが本道だよ。それに、ベータからごそっと変へん更こうされてる可能性もあるしさ」

「その場合は、よりめんどくさい方向に、よね」

　今度は、首を縦に動かす。ルービックキューブより面めん倒どうなギミックなど想像したくもないが、ベータの時より楽になっているということは絶対にない。

　加えて俺は、パズルギミックとは別に、ボス戦に関連する面めん倒どうごとをもう一つ背せ負おい込こんでしまっているのだ。

　表情から察したのか、アスナはキュウリをぽりぽり囓かじってから、そのフォークを旗のように振ってみせた。

「そう言えば……キリト君が預かったままのアレ、結局どうするつもりなの？」

「さあ」

　という俺の答えを聞いた途と端たん、アスナがやっぱりねという顔になる。

　アレとは、五層ボスからドロップした激レアアイテム、《フラッグ・オブ・ヴァラー》──通つう称しようギルドフラッグのことだ。

　旗にギルド名を登録し、床ゆかに突つき立たてると、その旗の半径十五メートル以内にいるギルドメンバー全員に四種類ものバフがかかるという凄すさまじい特とく殊しゆ効果を持っている。ＡＬＳを率いるキバオウが五層ボスの抜ぬけ駆がけ攻こう略りやくを狙ねらったのは、ギルドフラッグをＤＫＢに獲とられまいとしたからだ。

　しかし五層ボスは、俺とアスナがかき集めた急造レイドパーティーに倒たおされ、問題の旗は俺の預かりとなった。ＤＫＢのリンドはまだギルドフラッグの存在そのものを知らないはずなので、今日の昼にＤＫＢの幹部メンバーも交えて説明の席を設けることになっているが、プライドの高いあの男がどういう反応をするかは正直読めない。

　フスクスが倒たおされた直後にボス部屋に乗のり込こんできたＡＬＳのキバオウに、俺はギルドフラッグを譲じよう渡とするための条件を示した。

　一つは、今後同じアイテムが出現するまで俺が預かり続け、二本揃そろったところで片方をＡＬＳ、片方をＤＫＢの所有にする、ということ。

　もう一つは、ＡＬＳとＤＫＢが合がつ併ぺいすれば、即そく座ざに旗を譲じよう渡とすること──。

　もちろんこの二つはＯオＲア条件だが、どちらも現実的ではないことは言い出しっぺの俺もよく解わかっている。あれほどの、いわゆる《ぶっ壊こわれ》アイテムがそうそう何度もドロップするはずがない──事実、ベータテストの時は五層で一本出現しただけだった──し、イデオロギーが真逆のＤＫＢとＡＬＳの合がつ併ぺいはいっそう非現実的だ。

「……どっちかのギルドに旗を譲ゆずれば、いまのバランスは絶対に崩くずれる。ＤＫＢとＡＬＳの不和は決定的なものになるだろうし、最悪の場合は攻こう略りやく集団の戦力半減……みたいなことにもなりかねない」

　皿に残ったパセリっぽい葉っぱを凝ぎよう視ししながら俺が呟つぶやくと、アスナが無言で頷うなずく気配がした。葉っぱをつまみ上げ、指先でくるくる回しつつ言葉を続ける。

「でも、ストレージで腐くさらせておくのももったいなさすぎる性能なんだよな……。現状、まだ戦せん闘とう用ようバフをかける手段がほとんどないのに、旗を立てておくだけで四種類もバフがかかるんだからさ……」

「四種類って、具体的には何なの？」

「攻こう撃げき力りよく上じよう昇しよう、防ぼう御ぎよ力りよく上じよう昇しよう、ＣＴクールタイム短縮、全デバフ耐たい性せい上じよう昇しよう」

「うわあ……」

　という声には畏い怖ふの響ひびきがある。ＲＰＧに関してはまだまだ初心者なところの残るアスナにさえもそう感じさせるほどの凄すさまじい性能、ということだ。

「まあ、もちろん数値的にはどれも微び々びたる感じなんだけど、対象の人数がある意味無制限、時間も無制限だし……いっそうヤバいのは、ギルドフラッグがカテゴリ的にはポールアーム扱あつかいで、強化試行回数が設定されてることなんだよな……」

「え……な、何回？」

「十回」

　再びアスナが言いがたい表情を浮うかべる。

「……それ、強化したら、たぶん武器としての性能だけじゃなくて……」

「バフのパーセンテージも上がる……んだろうな。＋10まで成功したらどんなことになっちゃうのか、想像するのも怖こわいよ」

「ふんむー」

　普ふ段だんあまりしない感じの唸うなり声ごえを響ひびかせると、細さい剣けん使つかいはフォークとナイフで俺をポイントした。

「じゃあ、こういうのは？」

「どういうの？」

「キリト君が新しいギルド立ち上げて、フラッグを登録して、ＤＫＢとＡＬＳを吸収合がつ併ぺいしちゃうの」

　ぶるむっふぉ、というようなサウンドが俺の口から発生した。咀そ嚼しやく中ちゆうのパセリを緑の毒どく霧ぎりと化してアスナの顔に噴ふん射しやすることは危あやうく避さけられたが、食感エミュレータがバグりでもしたのか、口の中がやたらとモゾモゾする。コーヒーを飲み干してリセットし、何度か呼吸を繰くり返かえしてから、改めて否定の意思を示す。

「絶対ない、ヒャクパーない、いや一兆パーセントない！」

「…………」

　小学生か、と言わんがばかりの目つきで俺を見てから、アスナも上品にコーヒーを啜すすった。

「言ってみただけよ。君がそういうの好きじゃないことぐらい解わかってるし、わたしもギルドのサブリーダーなんて真っ平御ご免めんだしね。現実的には、エギルさんあたりに頼たのむとかでしょうけど……それも望のぞみ薄うすかな……」

　真しん剣けんに考かんがえ込こむ風ふ情ぜいのアスナを見ながら、少なくとも俺がギルドを作ったらサブリーダーを引き受けてくれるのかと念押ししていいものかどうかしばし迷い、いまは心のストレージに保管しておくことにする。

「……まあ、エギルならすでにギルドリーダーやってるわけだしな……でも、アニキ軍団を拡張するとなったら、全員に両手武器を強制したりしそうだなあ……」

「あはは、まさか」

　と笑ってから真顔になるアスナ。恐おそらくアニキ軍団で両手用ハンマー使いになった自分を想像したのだろう、ふるふる顔を振ふり動うごかす。

「と……ともかく、どうにかしてギルドフラッグを有効利用する方法も考えないとね。リンドさんが、何か建設的な意見を出してくれるといいけど……」

「まったくだな……」

　二人頷うなずき合あったところで、時刻は午前十時になった。

　ＤＫＢとの会合は十二時三十分から、場所はこのスタキオンのどこかで……ということになっているので、移動時間を抜いて二時間ほど何かをする余よ裕ゆうがある。皿に残ったパンの欠片かけらを口に放ほうり込こみ、ごちそうさまを言ってから、暫ざん定ていパートナーに今後の計画を提案する。

「えーっと、午前中のタスクだけど、スタキオンを回って受けられるクエストを全部受けて、簡単なのを一つ二つこなすのと……それとも昨日言った対人戦の訓練するのと、どっちがいい？」

「んー……」

　一いつ瞬しゆん首を傾かしげたものの、アスナはほぼ即そく答とうした。

「訓練がいいな。後回しにして、後こう悔かいしたくないから」

「そ……そっか」

　予想が外れて、二、三度瞬まばたきしてから頷うなずく。

「じゃあ、ひと目につかない場所に行こう。訓練を盗ぬすみ見みとか盗ぬすみ聞ぎきされたら逆効果になりかねないからな」

「それはいいけど……どこか、あてがあるの？」

「まあね」

　にやっと笑い、俺は勢いよく立ち上がった。




　転移門広場は、昨夜とは打って変わって大勢のプレイヤーで賑にぎわっていた。その中に、羊皮紙と羽根ペンを手に数字タイルを睨にらんでいる者が少なからず存在する。彼らが新たなナンプラーになってしまうのかどうかは定さだかでないが、心の中でエールを送りつつ、広場の真ん中で青く輝かがやくゲートに飛とび込こむ。

　行き先は三層主街区ズムフト。しかし、この街に用があるわけではない。三本の巨きよ大だいバオバブを素す通どおりしてフィールドに出ると、いったん道から外れて尾び行こう者しやがいないことを確かめ、深い森の中を南西方向にひた走る。

　時々モンスターにターゲットされたが、いまの俺とアスナの戦力を考えれば、この《迷まよい霧ぎりの森》に出現する小型トレントや大グモ複ふく数すう匹ひきに囲まれてもソードスキル二発で一いつ掃そうできるはずだ。無視してダッシュを継けい続ぞくし、全て振ふり切きる。

　やがて前方に、ひときわ濃こい霧きりがたなびく谷が出現した。マップを開いたままその中に飛とび込こみ、更さらに走ること数十秒。

　突とつ然ぜん噓うそのように霧きりが晴れ、高々と掲かかげられた漆しつ黒こくの旗が視界に飛とび込こんだ。

　曲きよく刀とうと角つの笛ぶえが染そめ抜ぬかれた旗の向こうには谷あいの窪くぼ地ちが広がり、黒くろ紫むらさき色いろの天幕が大小二十近くも張られているが、ここは通常の村ではない。フロアをまたいで展開する《エルフ戦争キャンペーン・クエスト》をダークエルフ側で進行させているプレイヤーだけが立ち入れる、黒エルフ戦士たちの野営地だ。しかもパーティーごとに生成されるインスタンス・マップなので、俺とアスナ以外のプレイヤーはシステム的に侵しん入にゆう──どころか発見することすらできない。

　無表情な衛兵の横を、ぺこりと会え釈しやくしながら通り過ぎたアスナは、小声で訊きいてきた。

「……ここに来るのは十日以上ぶりだし、また来られて嬉うれしいけど……どうしていまなの？　ひと目につかない場所なら、スタキオンやカルルインにだってあるでしょ？」

「まあ、あるけどな……用事をもう一つ済ませたくて」

「用事……？　でも、エルフ戦争クエストの次の目的地は、六層の砦とりでだよね」

　俺は無言で頷うなずく。

　ここ三層で始まったキャンペーン・クエストは、おおまかに言えばアインクラッドのどこかにあるという《聖堂》の扉とびらを開くための六本の《秘ひ鍵けん》を、黒エルフと森エルフが奪うばい合あうというストーリーになっている。しかしその構図の裏には第三勢力であるフォールン・エルフが暗あん躍やくしていて、彼らもまた秘鍵を狙ねらっているらしい。

　三層で手に入れた《翡ひ翠すいの秘鍵》、四層で手に入れた《瑠る璃りの秘鍵》、そして五層で手に入れた《琥こ珀はくの秘鍵》の三本は、黒エルフのエリート騎士キズメルが、エルフ専用の転移装置である《霊れい樹じゆ》を使って六層の北西にある砦とりでに運び、現在もそこに保管されている。俺たちが砦とりでを訪おとずれた時点でキャンペーン・クエスト六層編が開始されるはずだが、その前に色々と済ませておくべきことがあるのだ。

「ここの用事は、クエストとは関係ないよ。そろそろコイツを強化したくて」

　そう言いながら右手で背中の剣の柄つかに触ふれると、アスナがなるほどという顔をした。

　細長い窪くぼ地ちの中央には巨きよ大だいな食堂天幕がそびえ、その手前がささやかな商業エリアになっている。道沿いに連なるのは道具屋、裁さい縫ほう屋や、革かわ細ざい工く屋や、そして鍛か冶じ屋や。風景は前に訪おとずれた時と同じだが、一つだけ異なるのは、以前はまったくもって素っ気ない態度だった通りすがりのエルフ兵士たちが、こちらに気付くと「よう」だの「元気だったか」だのと声を掛かけてくることだ。予想外の変化に、俺は無言の会え釈しやくを返すのが精せい一いつ杯ぱいだったが、アスナのほうはにこやかな笑え顔がおで「こんにちは！」と挨あい拶さつしている。

　恐おそらく、キャンペーン・クエストが進むに従って黒エルフサイドでの貢こう献けん度ど的てきなものが上じよう昇しようしてきた結果なのだろうが、だとすると敵対する森エルフサイドではお尋たずね者もの度どが上がってしまっていると推測される。五層では彼らと絡からむことはなかったので、六層でもその流れが続くことを祈いのりながら商店の前を通り過ぎ、四軒目で足を止める。

　小型の天幕の前では、長い髪かみを後ろでくくり、黒革の前まえ掛かけと長手袋を身につけた精せい悍かんな顔立ちのお兄さんが、鉄かな床とこに載のせた真っ赤な金属をリズミカルに叩たたいている。エルフ兵士たちが挨あい拶さつしてくれるようになったのだから、この鍛か冶じ師しの態度も変化しているに違ちがいないと思いながら、作業が一段落するまで待って声をかける。

「こ……こんちはー」

　するとお兄さんはじろりと俺たちを見上げ、「フン」と鼻を鳴らし、作業に戻もどった。

「……まったく変わってないね」

　アスナが笑いを堪こらえるような顔で囁ささやくが、ここで挫くじけてはいられない。背中の長剣を鞘さやごと外しながら、再び話しかける。

「あの、剣の強化を頼たのみたいんですが」

　答えは、二度目の「フン」。それが拒きよ絶ぜつの意思表示ではないことを証明するのは、俺の目の前に出現したＮＰＣ鍛か冶じ師し専用のメニューウインドウだけだ。

　──きっといつか、この兄ちゃんの好感度も上げてみせる！

　と心に誓ちかいながら、メニューに依い頼らい内容を入力していく。

　デスゲームの開始直後から俺の頼たのもしい相棒であり続けた《アニール・ブレード＋８》は、四層ヨフェル城での森エルフ指揮官との死し闘とうで、刀身が半分砕くだけてしまった。現在使っているのは、その戦いを勝利に導いた報ほう酬しゆうとして手に入れた《ソード・オブ・イヴェンタイド》──日本語にすれば《夕暮れの剣》とでもなるのであろう片手用直剣だ。基本スペックもさることながら、敏びん捷しよう力りよく＋７という大おお盤ばん振ぶる舞まいなマジック効果がついていて、これを装備していれば素では三歩が限界のウォールランが十歩近くまで伸びる。

　しかし、強力な武器の常として、強化難易度は高い──はずだ。それゆえ五層ではずっと未強化のまま使い続けてきたが、六層の攻こう略りやくを始める前に、せめて＋３ぐらいにはしたい。そう考えた俺は、知る限りでは最高の腕うでを持つＮＰＣ鍛か冶じ師しであるこのお兄さんに剣を託たくすことにしたわけだ。技ぎ倆りようさえ確かなら、無愛想さなど些さ細さいな問題だ……多分。

　メニュー窓に、武器の種類に対応した基材アイテムをセットし、次の添てん加か材ざい入力欄で少し考える。

　ＳＡＯの武器強化システムでは、鋭するどさ、重さ、速さ、正確さ、丈じよう夫ぶさの五パラメータを選んで強化することになる。鋭するどさ（打だ撃げき武器では硬かたさに変わる）を上げれば単純に与よダメージが増えるし、重さを上げれば武器破は壊かい、装そう甲こう破壊に成功する確率が上昇する。速さを上げると通常攻こう撃げきやソードスキルの出が速くなり、正確さを上げればクリティカル率が上昇し、丈じよう夫ぶさを上げれば武器の耐たい久きゆう力りよくが上昇する。どれを上げても損はないのだが、やはり武器の種類や持ち主の戦せん闘とうスタイルに合ったパラメータを選ぶのがセオリーで、俺はシステムアシストの介かい在ざいしない鋭するどさと丈じよう夫ぶさを強化することが多い。

　今回も、鋭するどさを二回、丈じよう夫ぶさを一回強化して＋３にしようと決めて、俺はまず鋭するどさに対応した添てん加か材ざいを上限までセットするとウインドウ下部のＯＫボタンを押した。プレイヤー鍛か冶じ師し相手だとこのメニュー窓が使えないので必要な基材や添てん加か材ざいを自分でストレージから選び出す必要があるが、ＮＰＣ鍛か冶じ師しの時はそのへんは全てオートだ。ウインドウの上に出現した素材アイテム入りの小こ袋ぶくろと、左手に持ったままだった愛あい剣けんをお兄さんに「お願いします」と両手で差し出す。

　しかしエルフ鍛か冶じ師しは、俺の右手に載った小こ袋ぶくろを無視して剣だけを受け取った。無造作に鞘さやから抜き、刀身を朝の光にかざす。途と端たん、眉み間けんに小さな谷が刻まれる。

「……リュースラの刀とう匠しようの作か？」

　いきなりの質問に、えっ何かイベント始まったの!?　と内心慌あわてるが、もはや正直に答えるしかない。リュースラ王国というのは、アインクラッドができる前の大地に存在していたというダークエルフの国で、彼らはいまも《リュースラの民たみ》と自じ称しようしている。

「は……はい、四層にあるヨフェル城で、城主様から貰もらいました」

「ほう、レーシュレンの家に伝わる品か」

　どこかで聞いたような気のする名前に、アスナに顔を寄せて囁ささやく。

「……誰だれだっけ？」

「ちゃんと覚えときなさいよ、ヨフィリス子し爵しやくの名前でしょ」

「あ、そっか」

　と頷うなずいてから、んん？　と再び首を傾かしげる。つまり眼前の鍛か冶じ師しは、ダークエルフの貴族様の名前を呼び捨てにしたわけだが、それが特とく殊しゆな事象なのかエルフ文化では普ふ通つうのことなのかが咄とつ嗟さに判断できない。

　しかしお兄さんは俺たちのひそひそ話など気にした様子もなく、優美な細工が施ほどこされた長剣をなおも検分しながら言った。

「注文は、鋭するどさの強化だったな」

「はい、最初はそれで」

「やめておけ」

「…………は？」

　今度こそ仰ぎよう天てんし、俺は目と口をぽかーんと全開きにする。四層でゴンドラを作ってくれた船せん匠しようのロモロ老人も、ＮＰＣとしては相当に偏へん屈くつだったがこちらの注文を拒きよ否ひするようなことはなかった。しかしエルフ鍛か冶じ師しは、俺がメニューウインドウを介かいして行ったオーダーを拒きよ絶ぜつするつもりらしい。アニール・ブレードの鋭するどさを強化した時は何も言わなかったのに……と思いながら、理由を訊たずねる。

「あ、あの……なぜです？」

　すると鍛か冶じ師しは、面めん倒どうくさそうに「フン」と鼻を鳴らしたものの、説明の言葉を口にした。

「この剣はすでに充じゆう分ぶん鋭するどい。これ以上鍛きたえても、さしたる向上は望めまい」

「は、はあ……」

　つまり、鋭するどさを＋１しても、アニール・ブレードと比べてＡＴＫの上じよう昇しよう幅はばが少ない……という意味だろうか。

　確かに、武器の種類に適した強化というものはある。巨きよ大だいな両手用ハンマーの速さを一つ二つ強化したところで体感できるほどの差は生まれないし、逆に速さが身上のレイピアやダガーの重さを強化しても、性能を殺してしまうだけで武器防具破は壊かい率りつはさほど上がらない。

　だが、同じ片手直剣で強化の向き不向きに差があるなどとはついぞ思っていなかった俺は、啞あ然ぜんとしながら問いを重ねた。

「なら、何の強化がおすすめなんですか？」

「鋭するどさ以外ならなんでも好きに選べ……と言いたいところだが、レーシュレンが世話になったなら無下にもできんな」

　さも面めん倒どうくさそうにそう言うと、鍛か冶じ師しは再びソード・オブ・イヴェンタイドの刀身を眺ながめ、言った。

「この剣ならば、正確さがいいだろう」

「えぇー……」

　と、聞き分けのない子供じみた反応をしてしまう俺。

　正確さアキユラシーの強化によって、武器のクリティカル率が上がる。それは間ま違ちがいのない事実だ。しかしそもそもＳＡＯでは、クリティカル・ヒットとは何ぞやという議論にまだ決着がついていないのだ。

　多くのモンスターには弱点ポイントが設定されていて、攻こう撃げきがそこにクリーンヒットすると大ダメージを与あたえられる。ほとんどのプレイヤーは、それがクリティカル・ヒットだと認にん識しきしているはずだ。

　だがそれとは別に、弱点以外の場所に命中した時でも、ごくまれだがヒット・エフェクトが少しばかり派手になり、ダメージが幾いく分ぶん増えることがある。この現象は通常攻こう撃げきよりもソードスキルで起こりやすいが、システムアシストに踏ふみ込こみと腕うでの振りを重ねるシステム外スキル《威い力りよくブースト》ともまた違ちがう。敵のまったく同じ場所に、まったく同じようにソードスキルを当てたつもりでも、現象が起きる起きないは完全にランダムなのだ。

　ベータ時代からクリティカル・ヒットの探究を続けているクリティカル原理主義者、通つう称しよう《クリラー》たちに言わせれば、敵の弱点にヒットさせるのは技術であり、技術で与あたえられる大ダメージなどクリティカルではない、らしい。彼らが追い求めるのは出るか出ないか解わからない、古き良き《会かい心しんの一いち撃げき》であって、小手先の技わざが介かい入にゆうする余地はない……というわけだ。

　ここから先はもう、データとロマンとオカルトが入り混じる底無し沼ぬまで、いちど囚とらわれたら脱だつ出しゆつは難しい。クリラーたち曰いわく、《真クリティカル》はナーヴギアがプレイヤーの気合いを読み取って判定している、木製部分が多い武器ほど発生しやすくなる、ＨＰが減れば減るほど発生確率が上がる、満月の夜に起こりやすい等々……それらの噂うわさを本気で検証しようとしたら、時間と命が幾いくらあっても足りない。

　俺は正直、そんな沼には近寄りたくないのだが、困ったことに《弱点クリティカル》とは異なる《真クリティカル》が存在することだけは事実なのだ。派手さが二割増しのエフェクトとともに大ダメージを与あたえる快感は、ハマればやみつきになってしまうのも無理はない。決してクリラーではない俺が、片手直剣スキルの熟練度が１５０に上じよう昇しようした時のＭｏｄ取得を五日も保留しているのは、堅けん実じつに《技後硬直スキルデイレイ短縮》あたりを取るか、あるいは真クリティカルの発生確率に影えい響きようすると思われる《クリティカル率上じよう昇しよう》を取るか迷っているからだ。

　そこで迷うくらいなら、武器のクリティカル率のほうを上げればよさそうなものだが、問題は、正確さの強化が影えい響きようするのは真クリティカルではなく弱点クリティカルのほうということなのだ。

　武器の正確さを強化すると、敵の弱点を狙ねらった時に、照準補正のシステムアシストが働く。それを上う手まく使いこなせるプレイヤー、たとえばアスナのような弱点クリティカルの名手ならまったく問題ないのだが、俺は自分の意思で制せい御ぎよできないアシストがいまいち性しように合あわない。ベータテストの時に、正確さを＋８まで強化したアニール・ブレードを試ためし斬ぎりさせて貰もらったことがあるが、剣けん先さきがモンスターの弱点めがけてぐいっと曲がる感覚には、何やら生きた武器リビング・ウエポンを使っているような気にさせられたものだ。

　──というような、実利ではなく好みの問題を、ダークエルフ鍛か冶じ師しにどう説明したものか俺は迷った。単に「いや鋭するどさ強化でお願いします」と突つっ張ぱれば済む話かもしれないが、このＮＰＣに限っては「なら強化してやらん」と言われる可能性が万に……いや十に一つくらいはある。剣とお兄さんの顔に視線を往復させつつ苦く慮りよしていると、隣となりのアスナが実にシンプルかつ最適な応答を口にした。

「どうして正確さがいいんですか？」

　すると鍛か冶じ師しは、うむと軽く頷うなずいてから答えた。

「この剣はリュースラの業わざ物ものの中でもことに鋭するどく、それゆえに華きや奢しやな一振りだ。剣をいたわるためには、できる限り少ない手数で敵を倒たおすのが一番。まずは正確さ、その次に丈じよう夫ぶさを強化していくのがよかろう」

「あー、なるほど……効率よく戦うための正確さってわけなんですね」

　アスナと同時に、俺もなるほどねと納なつ得とくする。

　スペック上は決して耐たい久きゆう度どが低いわけではないのだが、その減りがちょっとばかり早いな、という印象は五層で戦っている頃ころからあった。このソード・オブ・イヴェンタイドは、防具や装そう甲こうの上から叩たたき付つけるように使うのではなく、防ぼう御ぎよ力りよくの弱い部分を狙ねらって切きり裂さく使い方が適しているのだろう。最初から弱点狙ねらいに徹てつするなら、システムアシストが働いてもさほど違い和わ感かんを抱いだかずに済むかもしれない。

　全ての躊躇ためらいが消えたわけではないが、ダークエルフが鍛きたえた剣ならば、ダークエルフ鍛か冶じ師しの助言に従うのもいいだろう。そう決意し、俺は言った。

「……解わかりました、じゃあ正確さの強化をお願いします」

「承知した」

　鍛か冶じ師しが頷うなずくと同時に、再びメニューウインドウが開く。内容をセットし直し、改めてＯＫボタンを押すと、出現した素材アイテムの小袋を預ける。

　鍛か冶じ師しは小袋の中身を、木製のように見える炉ろの中にざらっと放ほうり込こんだ。素材は一いつ瞬しゆんで溶よう解かいし、オレンジ色の炎ほのおが青く輝かがやき始はじめる。すかさずソード・オブ・イヴェンタイドを差し入れると、青い光が刀身に移る。

　俺には解わからないタイミングで剣を鉄かな床とこに移動させ、ハンマーで音高く叩たたき始はじめる。こちらに緊きん張ちようする暇ひまも与あたえずさっさと十回叩たたき終おえると、剣が一いつ瞬しゆん鮮あざやかに光った。

「できたぞ」

　無造作に差し出された剣を受け取らずに、俺は言った。

「えっと……正確さの強化をもう一回と、丈じよう夫ぶさの強化も一回お願いします」




　素材をフルに使っても成功率九十五パーセントの強化を、鍛か冶じ師しは呆あつ気けなく三回連続で成功させた。こうなるともっと上げたくなるのが人情だが、残念ながら素材が品切れだ。一つ使うだけで上限まで確率ブーストできる《牛印の金属片モーモープランク》があと三つ残っているが、何かのために取っておくことにして今日はここで我が慢まんする。

　代わりにアスナがシバルリック・レイピアを＋７まで強化し──それでも試行回数があと八回も残っているのだから恐おそろしい──二人同時に礼を言うと、鍛か冶じ師しはもうこちらに興味を失ったかのように「フン」と答え、仕事に戻もどった。なぜヨフィリス子し爵しやくを「レーシュレン」と名前で呼ぶのか訊ききたい気もしたが、今日は時間がないので次の機会を待つことにして、天幕から離はなれる。

　ついでに隣となりの革かわ細ざい工く屋やと裁さい縫ほう屋やで防具もある程度強化し──店主は両方とも女性で、鍛か冶じ師しの五倍くらい愛あい想そが良かった──、俺とアスナは野営地の西の端はしにある屋外修練場に移動した。時刻は午前十時四十分、移動時間を考えても一時間は訓練できる。

　もちろん俺が培つちかった対人戦の技わざやらコツやらを全部教えようと思ったらとても足りないが、恐おそらくアスナには逆効果だろう。もっと根源的な、心構えの部分だけを伝授するほうが、持ち前の発想力と瞬しゆん発ぱつ力りよくが十全に発揮されるはずだ。

　と言っても、メンタル面のレクチャーは、テクニック面の何倍も難しい。教師役が、俺のような伝達力不足の中二男子ではなおさら。

　無人の修練場の入り口で立ち止まり、隣となりのアスナを三十度ぐらいの角度で見ながら、俺は最初の一言にいきなり詰つまった。四層で対人戦の訓練をしようとした時の、アスナの「こんなの嫌いや」という言葉が再び脳のう裏りに甦よみがえる。

「え──……っとぉ……」

　どんな入り方をしたものか、あれこれくよくよ考えていると。

　突とつ然ぜんアスナがくすっと笑い、言った。

「あのね、キリト君」

「は……はい」

「わたし、五層のシヤーヤの村で、アルゴさんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったんだけどね」

「は……はい？」

　確かにそんなことがあった気もするが、なにゆえいまその話を持ち出すのか。アスナの真意を量れぬまま、微び妙みような角度で頷うなずく。

「そ、そう言えばそうだったっけ。確か、アスナとアルゴがお風ふ呂ろでガールズトークを……」

「そんなものしてません！」

　一いつ瞬しゆんぷくっと頰ほおを膨ふくらませてから、アスナは再び微ほほ笑えんだ。

「──あのね、わたし、アルゴさんとデュエルしたの」

「…………へ？　お、お風ふ呂ろで？」

「お風ふ呂ろで」

「…………の、ノー装備で？」

「水着で……って、そこはどうでもいいのよ！」

　左手の人差し指と中指を揃そろえ、俺の脇わき腹ばらをぐりっと一いち撃げき。そういえばここは圏けん内ないじゃないぞ……といまさらのように気付くが、幸さいわいそれ以上の突っ込みは入らなかった。

「……まあ、デュエルって言っても、お風ふ呂ろに浮うかんでたハーブの束で軽くぺちってやるだけだったんだけどね。その時、アルゴさんに訊きかれたのよ……アーちゃんはデュエルが怖こわいのか、って」

「……そ、それで……？」

「正直に怖こわいって答えたんだけど、考えてみれば、ＡＧＩ一極型のアルゴさんはわたしよりもＨＰが低いはずなのよね。なのにアルゴさんは、武器は葉っぱだけど本気のデュエルにまるで緊きん張ちようしてなかったし、一人で最前線のダンジョンに潜もぐることも躊躇ためらわない……。だからわたし、逆に訊きいたの。アルゴさんこそ怖こわくないの、って」

「…………そそ、それで……？」

「この先は、タダじゃ教えられないナー」

　意外と器用に《鼠ねずみ》の口くち真ま似ねをすると、アスナは修練場の奥おくへとすたすた歩き始めた。その背中に、大声で呼びかける。

「あ、あの、いまの話、なんだったの？」

　すると細さい剣けん使つかいは長い髪かみをふわりとなびかせて振り向き、悪戯いたずらっぽく笑った。

「さあ、なんでしょー」

　──どゆこっちゃねん！

　と内心で叫さけばざるを得ないが、恐おそらくアスナは俺に、もう大だい丈じよう夫ぶだと伝えたかったのだろう。ならば俺も、時間が許す限り、伝えるべきことを伝えるだけだ。対人戦の恐きよう怖ふさえ乗のり越こえれば、アスナの才能とシバルリック・レイピア＋７の剣けん先さきを縛しばるものはもう何もない。

　野営地の外に広がる森をちらりと見上げ、いまもアインクラッドのどこかに潜ひそんでいるはずの黒ポンチョ男とその仲間たちに向かって、ごく小さな声で囁ささやく。

「次は、絶対とっ捕つかまえてやるからな」

「えー？　何か言ったー？」

　訝いぶかしげな声を出すアスナに、

「なんでも！」

　と叫さけび返かえし、俺も短い芝しば生ふを踏ふんでパートナーのところへ急いだ。










　　　３




　六層スタキオンに戻もどると、転移門広場はたくさんのプレイヤーで賑にぎわっていた。半分以上が一層からの観光客だと思われるが、それなりの武器防具を装備している《追いかけ組》たちも着実に増えつつある。

　現在の攻こう略りやく集団よりもスタートが一ヶ月、二ヶ月遅おくれている彼らはまだ最前線のフィールドで戦えるほどのレベルではないが、主街区での買い物だけなら安全に行える。そして武器屋、防具屋の品しな揃ぞろえは先の街に行くほど強力になるのがＲＰＧの常識なのだから、街開きのたびにより強い装備に買かい替かえられるわけだ──財さい布ふが許せば、だが。

　そういう意味では、キバオウ率いるアインクラッド解放隊が提唱する、金やアイテムや情報といったリソースを最大限広く分配するべしという理念は決して間ま違ちがっていない。攻こう略りやく集団が稼かせぐコルで追いかけ組の装備を更こう新しんできれば、彼らはより安全に経験値稼かせぎができるし、最前線に追いついてくるペースも上がるはずだ。

　しかし、肝かん心じんの分配方法がなかなか難しい。攻こう略りやく集団も金が余っているわけではないのだから、真しんに最前線を目指すプレイヤーだけに分配しなくてはならないが、それを確かく認にんしようと思ったら一人ひとり時間をかけて身元調査やら技能検定みたいなことをする必要がある。そこまでの余よ裕ゆうは大所帯のＡＬＳにもないだろうし、仮に可能でもそんな警察、いや軍隊じみた真ま似ねをすれば逆に反感を抱いだかれてしまいかねない。

　抜ぬけ駆がけで五層ボスを倒たおし、ギルドフラッグをかっ攫さらった俺に、キバオウは小声で「おおきにな」と言った。俺たちが攻こう略りやく集団の崩ほう壊かいを防ぐために、そうしなければならなかったことを理解していたのだろう。言葉は乱暴だが、決して悪い人間ではないのだ……だからこそ、リソース分配主義という気高い理念をどうにかして実行するべく奮ふん闘とうしている。

　いっぽう、ドラゴンナイツ・ブリゲードを率いるリンドは、キバオウとはまったく正反対のリソース集中主義を掲かかげる男だ。限られた数の精せい鋭えいプレイヤーに金も装備も経験値も集中させ、最前線に雄お々おしく立つ英えい雄ゆう集団を作り上げる。その姿を見せれば、分配などせずとも下層のプレイヤーたちは奮ふん起きし、集団に加わるべく努力するだろうという、こちらもなかなかに理想と現実がバッティングしそうな話である。

　しかし一つだけ確かなのは、ギルドフラッグというユニークアイテムが、キバオウのＡＬＳとリンドのＤＫＢのどちらに馴な染じむかと言えば、明らかに後者だということだ。俺とアスナはこれからリンドと仲間たちに、フラッグのぶっ飛んだ性能とその譲じよう渡と条件について説明しなくてはならない。

「……あと五分か……。場所は決まったの？」

　転移門広場から出たアスナに訊たずねられ、俺は届いたばかりのインスタント・メッセージを一いち瞥べつした。

「《天てん馬まのひづめ亭てい》っていう宿屋だとさ。ほら、あれ」

　ベータ時代の記き憶おくを掘ほり起おこしつつ俺が指さしたのは、広場の北側にちらりと見える純白の建物だった。俺たちが泊とまっている《十五の数すう字じ亭てい》よりかなり大きい。

　スタキオンの街は、北が高く南が低い、緩ゆるやかな階段状になっている。丘おかではなく階段という表現になるのは、地面が全て例の二十センチ角タイルに覆おおわれ、自然の斜しや面めんが存在しないからだ。もちろん、一直線の段差が平行して並ぶだけの単純な作りではないが、南北方向に移動しようとすれば必ず階段を上り下りする必要がある。

　宿屋目指して歩きながら、アスナが街の北部を見上げて言った。

「……あの、いちばん北に立ってるでっかい建物には誰だれが住んでるの？」

「あれは領主の屋や敷しき。えーっと確か、サイロンっていうヒゲのおっさんで、クエストいっぱいくれるから何度か通うことになるぜ。あそこまで階段上るのはなかなかウンザリするけどな……フィールドの丘とかと違ちがって、階段ってなんか精神的に疲つかれるんだよな」

　という俺の感想にはコメントせず、アスナは眉まゆを寄せながら呟つぶやいた。

「サイロン……どっかで聞いたような……」

「『指輪物語』のラスボスがそんなんじゃなかったっけ？」

「それはサウロンでしょ。……まあいいわ、それよりあと何分？」

「えっと……一分二十二秒」

「遅ち刻こくしたら絶対イヤミ言われるわ、走ろ！」

　そう言うや、タイルの目地に沿ってダッシュする細さい剣けん使つかいを、俺は慌あわてて追いかけた。

　天てん馬まのひづめ亭ていの大きな扉とびらを潜くぐったのは十二時三十分の七秒前だったが、ロビーのソファーに座すわっていた藍あい色いろの髪かみの男は、俺たちを見た途と端たんによく通る声で言った。

「遅おそいぞ。約束の五分前には到とう着ちやくしておくのが常識だろう」

　どうせイヤミを言われるなら五分遅ち刻こくしてやるんだった……と思いながら、俺は攻こう略りやくギルド《ドラゴンナイツ・ブリゲード》のリーダーであるリンドと、その後ろに立つ幹部のシヴァタ、ハフナーに向けて軽く右手を挙げた。

「うっす。お三方はもうメシ食った？」

　リンドたちはどんなに若く見積もっても高校生以上だと思われるので、中学生の俺は現実世界なら「皆みなさんはもう昼食はお済みですか？」とでも言わねばならない場面だろうが、ここは無法の荒こう野やアインクラッドだ。しかも俺はどうやら歳が二つ三つ、ことによると四つ五つぐらい上に見られているようなので、ですますござるという迂う遠えんな言い回しは回線を行き来する音声データを重くするだけと割り切っている。

　リンドもそこを気にする様子はなかったが、内容には引っかかったらしく、眉み間けんに皺しわを寄せて答えた。

「こちらは十五分前から待機していたんだ、そんな時間などあるわけないだろう」

　わけないということもなかろうと思うが、俺はあくまでフレンドリーに提案した。

「なら、話はメシ食いながらにしないか？　どうせそっちも午後は攻こう略りやくに出るんだろ？」

　これは、旨うまいものを食べていればリンドの態度も軟なん化かするのではないかという深遠なる戦略だったのだが、藍あい髪がみのギルドリーダーはつれなくかぶりを振った。

「いや、万が一にも盗ぬすみ聞ぎきされたくないからな……。話はこちらが借りている部屋でさせてもらう」

「……了りよう解かい」

　一いつ瞬しゆん考えてから頷うなずく。リンドが借りている、つまり彼以外には解かい錠じようできない部屋でも中から出ることは可能だし、圏けん内ないなのだから実力で譲じよう渡とを強要するような真ま似ねも不可能。仮にも攻こう略りやく集団のトップがそこまでするとは思っていないが、ギルドフラッグにはそれこそ《一つの指輪》のような魔ま力りよくがある。

　ソファーから立ち上がったリンドは、俺がひそかに《陸上部員》とあだ名しているシヴァタ、同じく《サッカー部員》のハフナーを引き連れ、ロビー奥おくの階段へと向かった。リンド当人には書道部員っぽいイメージを抱いだいているが、それはもしかしたら後ろに結ゆわえた髪が筆の穂ほ先さきのような形をしているからかもしれない。

　何かを羊皮紙に記さなくてはならないが、インクだけあって羽根ペンがないという状じよう況きようでは、あのシッポを使って字が書けるのだろうか……などと益体もないことを考えながら三人を追いかける。

　案内されたのは、《天てん馬まのひづめ亭てい》三階のスイートルームだった。さすが大ギルドは金回りがいいな……と思ってから、ひとつの疑問を抱いだく。

「なあ、あんたら、事前に部屋の中に入ったのか？」

　訊たずねると、ドアに歩み寄ろうとしていたリンドが振り向き、怪け訝げんそうに答えた。

「いや、さっきフロントで部屋を取ったばかりだが」

「そうか……なら、そのパズルは未経験だよな」

　俺が指さしたのは、ドアのすぐ隣となりの窪くぼみに設置された、ごちゃごちゃした金属オブジェクト。

「なんだそりゃ？」

　太めの眉まゆを寄せるハフナーに、オブジェクトの正体を察したらしいアスナが問いかける。

「ＤＫＢの皆みなさんは、ゆうべはどこに泊とまったんですか？」

「昨日はみんな年とし越こしパーティーで羽目を外しちまったからな……会場になったカルルインの宿屋で、そのまま沈ちん没ぼつだよ。六層に上がったのは今朝だ」

「そうですか」

　アスナがちらりと俺を見る。どうやら説明役を押しつけられたようなので、咳せき払ばらいして話し始める。

「あのさ、もうこの街、っていうかこの層がパズルだらけなのは気付いてるだろうけど……宿屋もそうなんだ。ほぼ全ての宿屋は、客室のドアを開ける前に何かパズルをクリアする必要がある。種類は宿屋によって変わるけど、この《天馬のひづめ亭》はいわゆるキャストパズル……ごつい知ち恵えの輪わみたいなもんだな。しかも、一番安い部屋はまあまあ簡単な蹄てい鉄てつパズルだけど、高い部屋になるほど難易度も上がるという……」

「………………」

　無言で説明を聞いた陸上部員とサッカー部員と書道部員は、しばし壁龕ニツチの中の金属オブジェクトを眺ながめた。牽けん制せいするような視線のやり取りがあった後、まずシヴァタが手を伸ばす。

　パズルは、あたかも鹿しかの角のような突とつ起きのあるＵ字型のパーツが三つガッチリと絡からみ合あったもので、そのうち二つが壁かべに鎖くさりで繫つながれ、残る一つに部屋の鍵かぎがくっついている。正しい位置と角度で滑すべらせないと決して外れないのだが、ここまで複雑なパズルを３Ｄオブジェクトで再現するにはとんでもない精度と情報量が必要だろう。

　シヴァタは三十秒ほどガチャガチャ動かしてから、お手上げのジェスチャーとともに下がった。二番手のハフナーも二十秒でギブアップ。三人目のリンドが、ギルドの誇ほこりにかけて……！　的なオーラを放ちつつ進み出る。

　男たちの戦いを二メートル離はなれた場所から眺ながめながら、アスナが囁ささやいた。

「天てん馬まのひづめ亭ていって名前、蹄てい鉄てつパズルから来てたのね」

「俺たちが泊とまった宿屋のフィフティーン・パズルはマシなほうだろ？」

「コツさえ解わかってればね……」

　短い会話のあいだにも、リンドは果か敢かんな挑ちよう戦せんを続けていたが、一分ほど頑がん張ばってから手を止めた。

「……外れんぞこれ。絶対どこかが引っかかる」

「いやいやリンさん、外れなきゃパズルにならないっすよ」

「ならハフ、お前に任せた」

「いやー、オレこういうの苦手で……」

　日ひ頃ごろなかなか目もく撃げきできない素す顔がおのＤＫＢメンたちをもうしばらく観察していたい気もしたが、このあとの話し合いもそう簡単には終わらないだろうし、ここは出しゃばらせてもらうことにする。

「ちょっと失礼……」

　手刀を切りつつリンドの前に割わり込こみ、絡からみ合あった金属に手を伸ばす。ベータ時代にこの街のパズルと格かく闘とうしたのは四ヶ月も昔の話だが、キャストパズルのコツはまだ手が覚えている……はずだ。

　当時は、宿屋のベッドで眠ねむってしまってもナーヴギアが自動的にフルダイブを終しゆう了りようさせ、目覚めるのは現実世界の自分の部屋だった。その通つう称しよう《寝ね落おち》は、ログアウト直後の酩めい酊てい感かんを回かい避ひできるのでベータテスターのあいだで流行しかけたのだが、俺も何度と試ためす機会がないままテストが終しゆう了りようしてしまった。

　そんなことを考えながら手を動かしていると、一つ一つ突とつ起きが外れていき、やがて鍵かぎのついたパーツが分ぶん離りした。

「ほら」

　差し出したそれを、リンドが複雑そうな表情で受け取る。鍵かぎ穴あなに差さし込こみ、左に半回転させると重々しい解かい錠じよう音おんが響ひびく。

「……で、こいつはどうすれば」

　振り向いたリンドがそこまで言いかけた時、右手から鍵かぎが浮うき上あがり、ふよふよ空中を漂ただよって壁かべのニッチに吸い込まれた。鎖くさりで繫つながれた２パーツと勝手にがちゃがちゃ嚙かみ合あい、元の塊かたまりに戻もどる。

「…………なんだ、いまの」

　啞あ然ぜんとした様子のシヴァタに、

「魔ま法ほうというか呪のろいというか……詳くわしいことは領主が教えてくれるよ」

　と答え、リンドの肩かたを叩たたく。

「さ、とっとと話し合いを始めようぜ。そっちも忙いそがしい身だろうし」




　天てん馬まのひづめ亭ていのスイートルームは、広大なリビングルームにベッドルームが二つ、簡単なキッチンにバスルームまでついているというさすがの豪ごう華かさだった。マニアの血が騒さわいだのかアスナがちらりと浴室の扉とびらを見たが、ダークエルフ野営地で自分だけ入浴してきたのでいまはまだ風ふ呂ろゲージが落ち着いているらしく、澄すまし顔がおで素す通どおりする。

「……なんでこんな高い部屋借りたんだ？」

　大きな窓いっぱいに広がるスタキオンの南市街を眺ながめながら訊たずねると、リンドではなくハフナーが答えた。

「セキュリティの問題だ。万が一誰だれかがドアの外で聞き耳スキルを使っても、部屋が広ければ俺たちが有効範はん囲いに入らない可能性が高いだろ？」

「あー、なるほどね……」

　頷うなずきながら、つまりそれだけＤＫＢもこの話し合いを重要視しているのだ、と再さい認にん識しきする。

　リビングルームの中央には豪ごう華かなソファーセットがあったが、万ばん全ぜんを期きすつもりかシヴァタとハフナーはそれを南の窓まど際ぎわまで移動させ、ドアからの距きよ離りを最大にした。ここまでするなら外に歩ほ哨しようも立てればいいのにと言いかけたが、ロビーに他のギルメンが潜ひそんでいたに決まっていると気付く。

　ソファーセットは三人掛がけの長なが椅い子すが一つ、一人用の肘ひじ掛かけ椅い子すが二つという構成で、当然俺とアスナが一人用に座すわるのだろうと思ったがリンドが有う無むを言いわせぬ手て振ぶりで長なが椅い子すを勧すすめてくるのでやむなく従う。

　肘ひじ掛かけ椅い子すにはリンドとハフナーが腰こし掛かけ、シヴァタは窓側に立ったままだ。俺とアスナを上座に座すわらせ、更さらに一人が立つことでプレッシャーを与あたえてくる作戦なのか、単なる成り行きなのか──と考えていると。

「五層のボス攻こう略りやく戦せんのあらましは、オレとシヴァタからリンドさんに説明してある。あんたが抜ぬけ駆がけ攻こう略りやく作戦を立てた理由も、オレたちがそれに参加した理由もな」

　アスナの向かいに座すわるハフナーがいきなり本題を切り出し、俺は二回瞬まばたきしてから「そうなの？」と少々間の抜けた答えを返した。

　急造のレイドパーティーに参加してくれたシヴァタとハフナーは、その時点ではギルドマスターのリンドに何も言っていなかったはずだ。今日の話し合いでもそこは伏ふせたままにしておかねばならないのか、あるいはそこから始めることになるのかと思っていたが、すでに説明済みなら話が早い。

　じゃあさっそくこっちも本題に、と思ったところで右に座すわるアスナがちらりとシヴァタに視線を送った。俺もそれを追いかけると、短たん髪ぱつの片かた手て剣けん使つかいは何やら奇き妙みような表情でぎこちない目め配くばせを返してくる。

　何のこっちゃ、と眉まゆを寄せる俺の表情を訝いぶかしく思ったのか、リンドが右後方のシヴァタへと振り向きかけた。しかしすかさずアスナが口を開く。

「それなら、リンドさんももうギルドフラッグのことをご存じなんですね」

　いきなり核かく心しん的てきなアイテム名をぶつけられ、リンドは体の向きを戻もどすと頷うなずいた。

「……ああ、概がい要ようだけだがな。しかしまだ半信半疑というのが正直なところだ。交こう渉しようを始める前に、まずは実物を見せてほしいんだが」

《話し合い》ではなく《交渉》という言葉選びに不ふ穏おんなものを感じるが、この段階で要よう請せいを断るほどの理由にはならない。

「解わかった」

　頷うなずき、俺はメニューウインドウを開いた。しかしオブジェクト化の前に、一つだけ安全策を講じておくことにする。

　まず装備フィギュア画面に移動し、右手スロットに表示されているソード・オブ・イヴェンタイド＋３のアイコンをストレージにドロップ。宿屋に入る前に武装解除しているので、外見上は何の変化もないはずだ。

　次にストレージの武ぶ器き欄らんから問題のフラッグ・オブ・ヴァラーを選び、フィギュアにドロップする。両手用武器なので右手と左手のスロットに槍やりアイコンが出現し、俺の手て許もとにライトエフェクトが凝ぎよう集しゆうして細長い武器、いや旗を実体化させる。

　ストレージから武器を取り出す際、単にオブジェクト化を選んだだけならウインドウ上に出現するが、装備した場合は出現位置が二箇か所しよに分かれる。

　事前に装備位置──ポールアームはほぼ背中一いつ択たくだが──を設定してあればそこにダイレクトで出現する。しかし装備位置が未設定の場合、あるいは武器が実体化する物理的スペースがない場合は手て許もとに現れる。今回俺は両手をウインドウの上に置いていたため、リンドたちには俺がギルドフラッグを単純にオブジェクト化したのか、それとも装備したのかは判別できないはずだ。

　実体化した、長さ三メートルにも達する白銀の長なが槍やりを見た瞬しゆん間かん、リンドが大きく目を見開いた。

　槍やりの石いし突づきは窓のすぐ近くまで達し、穂ほ先さきはアスナの膝ひざ上うえを横切ってソファーからはみ出している。上から四分の一ぐらいのところまで白い布が巻き付けられ、それを留とめる紐ひももやはり銀色。武器としてのスペックは正直大したものではないが、柄つかに施ほどこされた細かい彫ちよう刻こくや旗地の華か麗れいな縁ふち飾かざり、すなわちオブジェクトデータとしての《重さ》がタダモノではないことを伝えてくる。

「どうぞ」

　俺が右手で差し出したフラッグを、リンドは両手で受け取った。

　もし俺が単にフラッグをオブジェクト化しただけなら、ここでリンドが室外に猛もうダッシュして五分間逃にげ切きれば──そしてその間シヴァタとハフナーが俺の《所有アイテム完全オブジェクト化》を妨ぼう害がいし続つづけられれば、アイテムの所有権はリンドのものとなる。しかし装備してから渡わたせば、所有権の持続時間が一時間に伸びる。

　〇・一パーセントぐらいはそんな展開もあるかと思っていたのだが、リンドは旗はた竿ざおをタップしてプロパティ・ウインドウを出すと、それを熟読してため息をひとつついただけで大人しく返して寄よ越こした。俺がストレージに再収納するまで待ってから、背もたれに寄より掛かかって低く唸うなる。

「うーん、なるほどな……。たかが五層で、そんなバランス・ブレイカーじみたアイテムが出現するとはな……」

「実際の使い勝手は、運用してみないと解わからないけどな」

　俺の言葉に、ギルドマスターは軽く肩かたをすくめた。

「プロパティは噓うそをつかないだろう。効果範はん囲いは直径三十メートル、バフは四種類……それだけで強力すぎるほど強力だ。キバオウさんが抜ぬけ駆がけでゲットしようとしたのも無理はないな。もちろん腹は立つが」

　その口ぶりには、言うほどの怒いかりは感じられない。同じ印象を受けたのか、アスナが訊たずねる。

「ＡＬＳとはもう話し合ったんですか？」

「いや、何も。昨夜のパーティーでキバオウさんと乾かん杯ぱいはしたが、その段階ではオレはギルドフラッグの存在すら知らなかったからな」

　口くちの端はしに皮肉げな笑えみを滲にじませたリンドがちらりと隣となりを見ると、ハフナーがバツの悪い顔で頭を搔かく。

　つまりリンドが二人から説明を受けたのは、ほんの数時間前なのだろう。なのにこうも落ち着いているのは、彼もキバオウ同様に、フラッグがＡＬＳの手に渡わたらなければそれで良しと考えているから……なのだろうか。

　そうであることを祈いのりつつ、俺は本題の本題へと踏ふみ込こんだ。

「じゃあ、現物を見みて貰もらったところで、譲じよう渡との条件を説明するよ。当然、ＡＬＳに提示したのとまったく同じだ。──条件その一は、もう一つギルドフラッグがドロップすること。たぶん次こそはＡＬＳかＤＫＢが手に入れるだろうから、そうなったら俺が預かってるフラッグを、入手できなかったほうのギルドに無む償しよう譲じよう渡とする。条件その二は、ＡＬＳとＤＫＢが合がつ併ぺいすること。それが達成されたら、無条件でフラッグを渡わたす」

　五層のボス部屋で、ＡＬＳメンバーたちにこの条件を提示した時は、「できるわけねえだろ」「冗じよう談だんじゃねえぞ」という怒ど号ごうが飛とび交かったものだ。しかしリンドはこれもすでに知っていたのか、顔色を変えることなく頷うなずき、予想外の質問を投げてきた。

「キリトさん、確かベータテストでは、十層のボスは倒たおせなかったんだよな？」

「あ……ああ、そうだ。迷めい宮きゆう区くが《千せん蛇だ城じよう》っていう和風のお城になってて、そこの途と中ちゆうまでしか行けなかった」

「で、それまでのボスからはギルドフラッグは出なかった？」

「出なかった……はずだ」

「なるほど。──つまり、条件その一は、少なくとも十層までは満たせない可能性が高いわけだな……」

　リンドの言葉に、俺は無言で頷うなずく。

　五層で出たなら十層でも出そうな気はするが、こればかりはいい加減なことは言えない。こんなことならベータの時にもう少し頑がん張ばって、せめて十層ボスは倒たおしておくんだったと思うが後の祭りというものだ。それに、千せん蛇だ城じように出現するモンスター──ことにヘビ侍ざむらいの《オロチ・エリートガード》やヘビ忍にん者じやの《クチナ・エリートアサシン》という連中が絶望的に強く、このまま攻こう略りやくが進めばいずれ再び戦うことになると考えただけで背中がひんやりするほどなのだ。奴やつらの頭目であるフロアボスのことなど、正直想像もしたくない。

　あー、熱い日本茶が飲みてー……と思いながら、次の言葉を待っていると。

　リンドは条件その二の実現可能性については言げん及きゆうせず、ウインドウを開いた。いくらか警けい戒かいレベルを上げつつ手て許もとを注視したが、オブジェクト化されたのは武器の類たぐいではなく、むやみと大きな革袋だった。

　リンドがウインドウ上からそれを摑つかみ上あげ、ローテーブルに置いた途と端たん、じゃりっと重々しい金属音が響ひびく。

「──三十万コル入っている」

　啞あ然ぜんとする俺とアスナに、リンドは至って真面目な顔で告げた。

「いまのＤＫＢが出せる限界の額だ。これで、ギルドフラッグを売る気はあるか？」

　後に──本当にずっとずっと後になって、アスナは言ったものだ。『あの時キリトくんが二つ返事で売るって言ってたら、お金の袋を宿屋の窓から放り投げてたよー』と、ほわんほわん笑いながら。

　しかしこの時の俺は、卓たく上じようの革袋をまじまじと見つめたまま、しばらく反応できなかった。

　別にオブジェクト化された三百Ｋコルの存在感に圧あつ倒とうされていたわけでも、売るか売らぬか迷っていたわけでもない。突とつ如じよ甦よみがえった過去の情景に、思考を持っていかれてしまったのだ。

　あれは確か、ほぼ一ヶ月前──二〇二二年十二月二日の夕方のことだ。日付まで覚えているのはその日が第一層トールバーナの街で初めてのボス攻こう略りやく会議が開かれた日、そして俺が迷めい宮きゆう区くの深部で初めてアスナと遭そう遇ぐうした日だからなのだが、甦よみがえった記き憶おくはそのどちらとも関係がない。

　その日俺は、情報屋のアルゴを仲ちゆう介かい人にんとして、当時の愛あい剣けんアニール・ブレード＋６を買い取りたいという申し出を受けたのだ。金額は二万九千八百コルニーキユツパで、数時間後に三万九千八百コルサンキユツパまで上がった。

　試行回数を二つ残して──つまり失敗なしで＋６まで強化したアニールは、当時では確かに相当な貴重品だったが、それでも相場はせいぜい三万五千というところだろう。訝いぶかしんだ俺は、アルゴが受け取っている千コルの口止め料に五百コルを上積みし、依い頼らい者しやの名前を聞き出した。明かされた名前はまさかのキバオウで、俺の疑問はますます深まってしまったのだが、キバオウもまた仲ちゆう介かい者しやだったのだと気付いたのは一層ボス攻こう略りやく戦せんの最中だった。

　俺のアニール・ブレードを買い取ろうとしたのは、ＳＡＯ初のレイドパーティーを率いた男、《騎士》ディアベル。その動機は己おのれの戦力強化ではなく俺の戦力ダウン──自分が確実にＬＡボーナスを獲かく得とくし、リーダーとしての地位を盤ばん石じやくにするためだった。

　しかし、一層ボス《イルファング・ザ・コボルドロード》の攻こう撃げきパターンはベータ時代とはがらりと変わっていて、ディアベルは俺と同じ元ベータテスターだったがゆえに自分の知識に裏切られ、命を落とした。

　ディアベルと表面的には距きよ離りを置きながらも、武器の買い取りという裏仕事を引き受けるほど心しん酔すいしていたキバオウと、ディアベルの忠実なパーティーメンバーだったリンドは、どちらも騎士の後こう継けい者しやを目指しながらも信条の違ちがいによって袂たもとを分かち、それぞれＡＬＳとＤＫＢという二大ギルドのリーダーとなっていまに至るわけだ。

　リンドがテーブルに積んだ三十万コルは、ディアベルがアニール・ブレード＋６の代金として最初に提示した約三万コルの十倍。もちろんただの偶ぐう然ぜんだろう……リンドは、ディアベルの裏の顔などまったく知らなかったのだろうから。いつかキバオウと二人で吞のむような場面があったら、なぜディアベルの代理人を引き受けたのか、あの一件をどう思っているのか訊きいてみよう……。

　刹せつ那なの追想から醒さめた俺は、視線をリンドの顔に移し、小さくかぶりを振った。

「……いや、この十倍積まれても金で売るわけにはいかないよ。ＡＬＳに比ひ喩ゆじゃなく吊つるし上あげられちゃうからな……。──というか、あんたも俺がうんと言うとは最初から思ってないんだろ？」

　するとギルドリーダーは再び肩かたをすくめ、平静な声で応じた。

「まあな。それでも手続きは踏ふんでおく必要がある。万が一売る気になってくれれば儲もうけものだし、断られても《金じゃ動かない》っていう言げん質ちを取れるからな」

「なるほどね。けど、百倍……三十Ｍさんぜんまんコル積まれたら解わからないんホッ」

　語ご尾びが謎なぞの亜あ人じん種しゆふうになったのは、アスナが澄すまし顔がおで左手を伸ばし、俺の脇わき腹ばらに一本貫ぬき手てを決めたからだ。リンドは無反応だったが、ハフナーとシヴァタが同時にぐるりと瞳ひとみを一回転させる。

　軽く咳せき払ばらいしてから、俺は話し合いを終えるべく言った。

「ともかく、ＤＫＢも譲じよう渡との条件については了りよう承しよう……ということでいいんだな？」

「ああ……現時点ではそこを妥だ協きよう点てんとするしかないだろう。オレとしても、ＡＬＳとの対立がこれ以上深刻化するのは望まない。──とはいえ、この目で性能を見てしまうと、次のボス戦でギルドフラッグが使えないのは何とも残念だがな」

「それは同感。なんとか使う方法がないか俺たちも考えるし、アイデアは常時募ぼ集しゆう中ちゆうだから何か思いついたらメッセージくれ」

「了りよう解かいだ」

　その言葉を合図に、リンドとハフナーが同時に立ち上がった。つい見送る態勢になってしまってから、この部屋を借りているのはＤＫＢなのだと思い出し、こちらも急いで立つ。

　一列になって部屋を出たところで、リンドが思い出したように振り向いた。

「そう言えば……この厄やつ介かいなパズルは、他の宿屋にも仕し掛かけられているのか？」

「半分イエス、半分ノー」

　怪け訝げんな顔になるリンドに、にやりと笑いかける。

「宿屋だけじゃないよ。ＮＰＣショップも、民家も、その他施し設せつも……建物のメイン玄げん関かんを除く、ありとあらゆる《部屋の扉とびら》に仕掛けられてる。ま、楽しんでくれ」

　立たち尽つくす書道部員の肩かたをぽんと叩たたき、俺は階段へと急いだ。
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「……意外にさらっと終わっちゃったわね」

　天てん馬まのひづめ亭ていから充じゆう分ぶんに離はなれたところで、隣となりのアスナが言った。その口くち振ぶりに不満そうなものを感じて、思わず訊たずねる。

「それは、もっとモメたほうが面おも白しろかったという……？」

「バカね、そんなわけないでしょ」

　軽く拳こぶしを振り上げ、細さい剣けん使つかいはちらりと周囲を確かく認にんしてから小声で続けた。

「──もうちょっと踏ふみ込こんだ反応があるのを期待してたのよ。そう簡単に二本目がドロップするわけないんだから、あれをこの層から役立てるためには条件その二……合がつ併ぺいの方向に進むしかないのは、誰だれだって解わかるでしょ。で、合がつ併ぺいに向けて最初に歩み寄れるとしたら、ＡＬＳよりＤＫＢかな……って思ってたの」

「へえ？　それはなぜ？」

《合がつ併ぺいするぐらいなら戦争したほうがマシと思っている度》ではどちらも大差ない気がしていた俺の問いかけに、アスナは真顔で答えた。

「ＡＬＳは理想を追求する集団で、ＤＫＢは実利を追求する集団だからよ。たぶん合がつ併ぺいするとなったら最低限、看板の掛かけ替かえが必要になるでしょうけど、拒きよ否ひ反応はＤＫＢメンバーのほうが小さそうだと思わない？　自分たちこそ攻こう略りやく集団の本流だっていう自負があるからこその余よ裕ゆうって言うか……」

「あー……それはまあ、確かに……」

　百メートル上空に立たち塞ふさがる七層の底を見上げ、頷うなずく。

《アインクラッド解放隊》というギルド名はもちろん、この浮ふ遊ゆう城じように囚とらわれた一万人──いや、すでに八千人にまで減ってしまった生存者プレイヤーを解放するという最終目標を表しているのだろうが、その奥おくにもう一つ……わずか五、六十人の攻こう略りやく集団によるリソース独どく占せん構造からの解放という意味も含ふくまれている気がする。

　いっぽう、《ドラゴンナイツ・ブリゲード》──日本語にすれば《竜りゆう騎き士し旅団》とでもなるのであろうギルド名が誰だれの発案なのかは知らないが、そこにはさしたる意味があるとは思えない。言ってしまえば、オンラインＲＰＧにありがちな雰ふん囲い気き先行のネーミングだ。合がつ併ぺいに際してギルド名の変へん更こうが必要ということになれば、アスナの言うとおりＤＫＢメンバーたちはそう強くは抵てい抗こうしない気がする。

　だからこそ、ＤＫＢが最初に何らかの譲じよう歩ほ姿勢を示すことで、ギルド合がつ併ぺいの端たん緒しよを開いてくれるのでは……とアスナは期待したのだろう。しかし──。

「……ＳＡＯのシステムでは、ギルドリーダーになれるのは一人だけだ」

　俺が呟つぶやくように言うと、右みぎ隣どなりの足音が一いつ瞬しゆんだけ止まった。俺も歩くスピードを落とし、思考の続きを言葉にする。

「仮に合がつ併ぺい交こう渉しようのテーブルにつくことができても、最終的にはリンドもキバオウも、リーダーの座は絶対に譲ゆずらないだろう。なぜなら彼らは、自分こそがディアベルの後こう継けい者しやだと思っているからだ」

「…………なら！」

　その声の激しさに、俺は驚おどろいて隣となりを見た。

　すると再び立ち止まったアスナは、両手を強く握にぎり締しめ、足あし許もとの二十センチタイルをじっと睨にらんでいた。

「……ならあの人たちは、どうしてキリト君にだけ危ない役目を押しつけるの。理念だとかプライドだとかどうでもいいもののために好き勝手にいがみ合って、そのツケだけはキリト君に払はらわせるなんて、リーダーのすることじゃないわ」

　それは昨日、五層のボス部屋で聞いた言葉ととてもよく似ていた。そして俺は、今度も同じような反応しかできなかった。

「……別に、押しつけられたわけじゃないさ。ギルドフラッグを預かることになったのも、俺が出しゃばった結果だし……むしろアスナを巻まき込こむことになっちゃうのが申し訳ないというか……」

　昨日はこのあと、アスナは涙なみだを見せた。

　しかし今日は違ちがった。さっと顔を上げると、ヘイゼルブラウンの瞳ひとみに強い光を宿し、音量は控ひかえめながらも芯しんのある声で囁ささやく。

「もう、そんな吞のん気きなこと言ってられないわよ。ゆうべ、《黒ポンチョの男》がキリト君を襲おそったのは、ＡＬＳとＤＫＢを争わせるのに邪じや魔まだからでしょ。ううん、それだけじゃない……たぶんその男は、キリト君からギルドフラッグを奪うばおうとしたんだと思うわ。あれは、攻こう略りやく集団を内うち輪わ揉もめさせるための絶好の道具だもの」

「ええ……？　でも、それはちょっと情報が早すぎないか？　あの時点だと、俺がギルドフラッグを持ってることを知ってるのは、ボス攻こう略りやくに参加してくれた連中とＡＬＳの主力ぐらいのもん……」

　そこまで言ってから、自分でも気付く。そもそもＡＬＳには、三層で俺と戦った斧おの使つかいモルテ以外にもまだ、黒ポンチョの男率いる煽せん動どうＰＫ集団の手先が入はいり込こんでいる可能性が高いのだ。だとすれば、ギルドフラッグの情報など筒つつ抜ぬけだろう。

　メンバーの平均レベルや装備のスペックでＤＫＢにやや後おくれを取っているＡＬＳは、陣じん容ようの拡かく充じゆうでその差を埋うめようとしている。リクルート専従班を置き、攻略集団を目指すプレイヤーを積極的に勧かん誘ゆうしようとするその姿勢は天あつ晴ぱれだが、それは同時に悪意ある者の浸しん透とうを防ぎにくいということでもあるのだ。

　そろそろ両ギルドの幹部を集めて、ＰＫ集団の存在に関してしっかり情報共有しておかないと……と考えながら、俺は横に振りかけた首を縦に動かした。

「いや、確かにその可能性はあるな。でも、だとしたらなおさらフラッグを誰だれかに押しつけるわけにはいかないよ。俺はもうあいつらの手口をある程度知ってるし、ベータ時代に対人戦を何度も経験してるしな……」

　するとアスナは鋭するどく空気を吸い込み、しかし一秒ほど胸に溜ためただけで細長く吐はき出だした。ふいっと顔を背そむけると、左腰に吊つった白銀のレイピアに指先を触ふれさせ──

「……なら、君から対人戦の要点を教わったわたしにも、あいつらと戦う義務があるよね」

「ええ!?　い、いや、俺は別にそんなつもりじゃ……」

「もう決めたの！」

　きっぱりと言い切ると、レイピアから離はなした左手の人差し指を俺の右胸に突つき立たて、暫ざん定ていパートナーはほとんど命令のように続けた。

「いい、これからは四層でアルゴさんを探しに行った時みたいに、わたしに何も言わずに一人でどっかに行ったりしないこと！　二十四時間、必ずわたしの目が届く場所にいるのよ、解わかったわね！」
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「ういぃ!?」

　幼よう稚ち園えん児じじゃあるまいしと思ったが、アスナの顔に冗じよう談だんを言っている気配はない。何度か口を開閉してから、ささやかな抵てい抗こうを試みる。

「で、でも、宿屋に泊とまる時とかどうすんの……？」

　しかし何たることか、アスナはすでにそこまで検討済みらしかった。いままでなら顔を赤くして物理攻こう撃げきに出るところだが、動どう揺ようするどころか即そく座ざに切り返してくる。

「さっきのスイートみたいなツーベッドルームの部屋を借りればいいでしょ。割わり勘かんにすれば、宿代もそこまで高くならないわ」

「…………そ、そっスね……」

　と頷うなずく以外の選せん択たく肢しは、俺にはもうなかった。

「よし！」

　とアスナが学校の先生みたいな声を出し、くるりと体を反転させると、タイルを音高く踏ふみながら歩き始める。しかしわずか三歩で立ち止まり、再び振り向いて言う。

「それで……わたしたち、どこに向かってるの？」

「えーと……」

　改めて周囲を見回す。現在位置は、転移門広場から南北に伸びるスタキオンのメインストリートから少し東にずれた裏道だ。と言っても道みち幅はばは広く、道路の右側は細長い緑地、左側には小規模な店てん舗ぽが軒のきを連ねている。並びにはレストランも何なん軒けんかあるようで、何やら香こうばしい匂においが嗅きゆう覚かくをくすぐる。

「…………まずは昼メシにして、そのあと領主の館に行くのはどうだ？」

　俺の提案に、アスナはこっくり頷うなずくと、ようやく笑え顔がおを見せた。

「そうね。わたし、お正月っぽいものが食べたいな」

「そ、それは難しいだろ……」

　そう答えつつも、正月感のあるメニューがどこかになかったか、記き憶おくを検けん索さくしてしまう俺だった。




　ミートローフと海え老びのフリットがついたランチプレートという、強ごう引いんに解かい釈しやくすれば洋風おせち感がなくもないメニューで昼飯を済ませた俺たちは、緩ゆるやかな上り階段状になっている裏道をひたすら北上し、スタキオンの街を見下ろす高台に立つ領主の館へとやってきた。

　館の裏はもうそのままアインクラッドの外周部になっていて、薄うす青あおい空が間近に広がる。大きな門の前で百八十度回転すると、長方形の主街区と、その彼方かなたに広がる六層のフィールドが一望できる。

「……こうして眺ながめると、直径十キロって言っても広いわね……」

　アスナの感想に、アインクラッドは先細りだから一層で七十メートルぐらいずつ狭せまくなってるはずと言いかけたが、そんなの誤差みたいなもんだと思い直して頷うなずく。

「一いつ般ぱん的てきなオープンワールドＲＰＧのマップがだいたい十キロから二十キロ四方ぐらいらしいから、その手のゲームが何タイトルも積み重なってるみたいなもんだよな。キズメルが言ってた《大だい地ち切せつ断だん》の伝承によれば、アインクラッドは大陸のあちこちをほんのちょっとずつ切きり抜ぬいて作られたって話だから、もとになったマップはどんだけ広いんだって話だな……」

「……確か、森エルフの伝承だと、六本の秘ひ鍵けんを集めて聖堂を開けば、アインクラッドはまた大地に戻もどるのよね」

　アスナの言葉に、脳内に保存してあるエルフ戦争クエストの設定を掘ほり返かえす。

「で、黒エルフの伝承だと、聖堂が開くとアインクラッドが崩ほう壊かいする……だったよな。崩ほう壊かいは絶対回かい避ひしたいけど、大地に戻もどるのもちょっと勘かん弁べんだな……このマップがいきなり何十倍とか何百倍とかまで広くなったら、攻こう略りやくする気が失うせまくるよ」

「でも、そしたらわざわざ迷めい宮きゆう区くを一つずつ攻略しなくても、いきなりラスボスがいるダンジョンまで行けるんじゃない？」

「あー、なるほど……って、絶対勝てるわけないし……」

　一いつ瞬しゆん、デスゲーム初日に茅かや場ば晶あき彦ひこが言っていた《第百層に待つ最終ボス》の姿を想像しそうになり、ぷるぷる頭を振ってから俺は言った。

「さ、中に入ろうぜ。領主にクエスト貰もらって、今日中にこの街にあるぶんはクリアしちゃいたいな」




　スタキオンの領主サイロンは、立派なヒゲと派手なトーガがどうにも似合っていない瘦やせた小男だった。しかし態度に偉えらぶったところはなく、突とつ然ぜん屋や敷しきを訪問した風ふう来らい坊ぼうである俺たちを快く迎むかえ入いれ──部屋の前にプレイヤーが三組並んでいて少し待たされたが、それは領主の責任ではない──お茶まで振ふる舞まってくれた。

　サイロンの外見も、話の内容もベータ時代とまったく同じだったが、記き憶おくをあらたにするためにもちゃんと聞いておくことにする。

　領主曰いわく、この街がパズルだらけになったのは、先代の領主が呪のろわれてしまった結果なのだそうだ。

　前領主パイサーグルスは、数字とパズルをこよなく愛する男だった。自分に解けないパズルはないと常々豪ごう語ごしていた彼は、ある日、館を訪おとずれた旅人に複雑極きわまる数字パズルを出題され、それを解くことができなかった。怒いかりのあまりパイサーグルスは手て許もとにあった黄金のキューブでその旅人を殴なぐり殺ころしてしまった。旅人は呪のろいの言葉を残して息絶え、その日からスタキオンの街はありとあらゆるパズルに取とり憑つかれてしまったのだ……。

「……パイサーグルス様も気が狂ふれたようになり、血に染まった黄金のキューブだけを持ったままスタキオンから姿を消してしまいました。あれから早十年……恐おそらくもう生きてはおりますまい……」

　サイロンが、悄しよう然ぜんとした顔でお茶を啜すする。

「……パイサーグルス様の一番弟で子しであった私が領主の責を引ひき継つぎ、どうにか殺された旅人の呪のろいを解こうと努力してきたのですが、いまだにパズルは毎日一つずつ増え続けております。すでに街の家々にあるほとんどの内うち扉とびらや収納箱はパズルに呪のろわれ、このままではいずれ外そと扉とびらにも現れるでしょう。そうなったらもう、我々はこの街で暮らしていくことはできません……。──剣士どの、どうかパイサーグルス様が領主館から持ち去った黄金のキューブを探し出し、届けてくださりませぬか。キューブを旅人の墓に供え、手厚く弔とむらえば、きっとパズルの呪のろいも解けるはず……どうか、どうか、スタキオンの街を救ってくだされ……！」

　サイロンが頭を下げると、その頭上に金色の《！》マークが出現した。ちらりと俺を見たアスナが、

「解わかりました、お引き受けします」

　と答えると、マークが《？》に変化する。

　ここからしばらくは質問受け付けタイムなのだが、俺たちのあとにもクエストを受けようとするプレイヤーが数組並んでいたので最低限のことだけ聞き出し、そそくさと応接室から出た。造りや装そう飾しよくは豪ごう華かだが、やはりあらゆる部分が二十センチ角のブロックとタイルで作られているのでゲーム感のある館を一通り見物し、最後に裏庭へ回って、先代領主に撲ぼく殺さつされたという旅人の墓に手を合わせてから外へ出る。

「はー……ああいう豪ごう邸ていに入ると、戸と棚だなとか引き出しとかツボとか片かたっ端ぱしから漁あさりたくなって困るよな……」

　大きく伸びをしながらそんな感想を口にすると、アスナが大げさに上体を引く。

「えぇー……キリト君ってそーゆー性せい癖へきのヒトだったの……？」

「はい!?　い、いや、性せい癖へきとかじゃなくて、ＲＰＧだと他人の家の収納を開けまくるのはお約束なんだよ！　まあ、海外のタイトルには怒おこられるやつもけっこうあるけど……」

　俺の懸けん命めいな抗こう弁べんに、なおも猜さい疑ぎ心しんあらわな表情を三秒ほども続けてから、アスナはくすっと笑った。

「まあ、キリト君はこそこそ隠かくれて漁あさるんじゃなくて、持ち主の前でストレージを丸ごとひっくり返したいタイプだもんね」

「そ、そんなことした憶おぼえは……」

　と言いかけて、二層でアスナの所有物を全て完全オブジェクト化させた時のことを思い出し、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。

「……なくもないけど、それより早いとこクエストに取りかかろうぜ。いま受けた《スタキオンの呪のろい》はめっちゃ長い連続クエストだから、さくさく進めないとフロアボス攻こう略りやく戦せんまでに終わらないぞ。俺たちはその他に、エルフ戦争キャンペーン六層編もあるんだし」

「わたし的にはそっちのほうが楽しみだなー。さっきのクエストは、旅人を殺しちゃったとか、領主が失しつ踪そうしちゃったとか、話が暗そうなんだもん」

「ＲＰＧのクエストって、基本あんまり明るくはないと思うよ……」

　苦く笑しようしつつそう返しはしたが、本心では俺もいますぐキズメルに会いに行きたい。しかし、連続クエストは、長ければ長いほどクリアした時のボーナス経験値が増える。ハイリスクハイリターンの経験値稼かせぎがやりづらい──もちろん死んだら死んでしまうからだ──現状では、クエストを地道にクリアしていくのが結局はレベルアップの早道ということになる。

　気合いを入れたのか、ラジオ体操のように振り上げた両りよう腕うでをぐいっと曲げ伸ばししてから、アスナが元気よく言った。

「よし、頑がん張ばろう！　最初はどこに行くの？」

「十年前に先代領主の執しつ事じをしてたお爺じいさんに聞きき込こみ」

　と答えた途と端たん、アスナのやる気メーターが急減少する。

「うわぁ、地味……しかもそれ、また入り口で待つやつでしょ……」

「待ってる間の暇ひまつぶしに、知ち恵えの輪わでも買ってく？」

「結構です」

　すげなくかぶりを振ってすたすた歩き始める細さい剣けん使つかいを、俺は小走りに追いかけた。




　元執しつ事じの家は、領主の館から遠く離はなれたスタキオンの南の端はしにあった。

　北部が緑の多い高級住宅街だとすると、南部は文字通りの下町という感じで、細い路地の両側に小さな家が密集している。建物もほとんどが木造なのだが、柱と板いた壁かべではなく二十センチ角のウッドブロックで組まれているので、原寸大の積み木の街という印象だ。

　幸い目的地に他のプレイヤーの姿はなく、俺たちは十分少々で老人の話を聞き終えると外に出た。

　話の内容は、今回もベータ時代と同じ。元執しつ事じの老人は、十年前の旅人殺しの現場は見ていないが、悲鳴を聞いて領主の部屋に駆かけつけると凄せい惨さんな死体が転がっていたのだという。頭をめちゃくちゃに叩たたき潰つぶされ、粗そ末まつな旅装が血で真っ赤に染まり……と死体の様子を事細かに話すので、ベータの時も「このクエストはＲ18だろ」と話題になったものだ。

　執しつ事じもパイサーグルスと黄金のキューブの行ゆく方えは知らないが、当時の召めし使つかいなら何か知っているかも……といういかにもな手がかりを与あたえられたので、次はその召めし使つかいの家を目指す。

　狭せまい道を歩きながら、アスナが至し極ごくもっともな疑問を口にした。

「ねえ……キリト君は、このクエストで最後に行くべき場所を知ってるんでしょ？　途と中ちゆうをすっ飛ばして、いきなりそこに行くわけにはいかないの？」

「いかないんだな、これが……。ちゃんと手順を踏ふまないと、話をして貰もらえなかったりイベントが起きなかったりするんだよ。さっきの爺じいちゃんも、サイロンの話を聞いてからでないと俺たちを家に入れてくれなかったと思うよ」

「……ちなみに、この街で、あと何人に話を聞くわけ？」

「六人」

　途と端たん、アスナが「ふりゅーん！」と叫さけぶ。

「……いまの、何？」

「エルフ語で、わたしこういう人ひと捜さがしクエストよりもモンスターを何匹倒たおせ系けいクエストのほうが好きだなー、って言ったの！」

「ングルンダ」

「……いまの何よ」

「オーク語で、まったく同感と言いました」

　そんな実のないやりとりを交かわしながらスタキオンの街を横断し、寿ことぶき退社（とは言っていなかったが）したという召めし使つかいの家へ。

　そこから十年前の園えん丁てい、料理人、弟で子しその１、弟で子しその２、出入りの酒屋と聞きき込こみを続け、ようやく《パイサーグルスは隣となり町まちに別宅を持っていた》という情報を得て、この街での連続クエストはひとまず終しゆう了りようした。

　酒屋を出ると、外周の開口部から覗のぞく空は夕暮れの赤あか紫むらさき色いろに染まっていた。時刻は午後五時三十分、こんなに時間がかかってしまった理由は、訪問先の何軒かでちょっとしたお使いクエストが発生したからだ。

　大きく伸びをしたアスナが、疲つかれた顔で言う。

「……結局、大したことは解わからなかったわね。先代領主のパイサーグルスさんが、変人だけど案外みんなに慕したわれてたことと、奥おくさんも子供もいなかったことぐらい……？　殺されちゃった旅人さんも、どこの誰だれだったのか誰だれも知らないし……」

「でも、旅人なんてそんなもんじゃないか？　この世界にはパスポートもＳＮＳもないんだからさ」

「けど、十年前には転移門は機能してなかったんだから、旅人って言ってもこの六層のどこかから来たわけでしょ？　他の街や村なんて三、四箇か所しよぐらいだろうし、身元を調べようと思えば調べられるんじゃないかなあ……」

　真しん剣けんな表情でそう呟つぶやいてから、顔を上げて俺を見る。

「……な、何？」

「ていうか……キリト君はこのクエストの結末知ってるのよね？　パイサーグルスさんはどこに行ったの？　旅人って誰だれだったの？」

「ええ……そ、それ聞く？」

　オンラインオフラインに拘かかわらず、ゲームのストーリーに関するネタバレはセンシティブな問題だ。まったく気にしないという人もいれば、烈れつ火かの如ごとく怒おこる人もいる。もちろんＳＡＯで何より優先されるのは生き残ることだし、アスナもあまりネタバレを気にする人ではなさそうに思えるが、それでも俺はいままで念のためにクエストの結末は口にしないように気をつけてきたのだ。

　しかしアスナは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をしたあと、ようやく俺の言葉の意味を認にん識しきしたのか、くすっと笑えみを漏もらした。

「あー、色々気を使ってくれてたわけね。大だい丈じよう夫ぶよ、わたしこういう感じのクエストはネタバレされても気にしないから」

「こ、こういう感じって言われてもなあ……。じゃあ、ネタバレ気にするクエストはどんな感じなんだよ？」

「ほのぼの系とかじんわり系かな」

「…………」

　いままでにクリアしてきた数多あまたのクエストのうち、いったいどれがほのぼの系でどれがじんわり系だったのか──そしていま進行中の《スタキオンの呪のろい》は何系に分類されるのか。数秒間そんなことを考えてから、考えても無む駄だだと自答し、俺は言った。

「……えーと、ともかく、このクエストの結末は喋しやべっちゃっても怒おこらないんだな？」

「いいよー。だって絶対げんなりするやつでしょ」

「…………」

　悔くやしいが、その読みは正しい。ベータ時代に散々苦労してクリアした時は、あまりの後味の悪さにシナリオライター出てこい、と思ったものだ。

「じゃあ、遠えん慮りよなくネタバレるけどさ……旅人なんて、最初からいなかったんだよ」

「えっ!?」

　さすがに予想外だったのか、アスナが足を止めて体ごと向き直る。

「いないって……でも、執しつ事じさんも召めし使つかいさんも死体を見てるでしょ？　園えん丁ていさんも、裏庭のお墓に埋まい葬そうするとき穴を掘ほったって言ってたし。じゃあ、殺されて埋うめられたのは誰だれ………あっ」

　何かに気付いたらしいアスナがその先を口にする前に、俺は両手で小さく拍はく手しゆした。

「せいかーい。その死体こそが先代領主パイサーグルスだったってわけさ。となると、殺したのは……」

「…………サイロンさん？」

「それも正解。サイロンはパズル王パイサーグルスの一番弟で子しだったんだけど、後こう継けい者しやに他の弟で子しを指名するって言われてカッときて殴なぐり殺ころしちゃって、誤ご魔ま化かすために死体の顔を潰つぶして、粗そ末まつな服を着せて架か空くうの旅人をでっち上げたという……」

「ほら！　ほーら！」

　突とつ然ぜんそう叫さけんだアスナが、両手を腰こしに当て、顔をぐいっと突き出した。

「やっぱりげんなりするやつじゃない！　だから好きになれないのよ、この手のクエスト！　だいたいパズル王って何なのよ、その後こう継けい者しやになれたからって何の得があるわけ!?」

「お、俺に怒おこるなよ……。何の得があるのかは知らないけど、クイズ王とかメダル王みたいなもんで、なりたい人はなりたいんじゃないの？」

「納なつ得とくいかないなあ……。──ていうか、そのメダル王もわかんないんだけど……」

「すまん、忘れてくれ。ともかく、オチはそんなだけどボーナス経験値はがっぽりもらえるし、頑がん張ばってクリアしようぜ」

「はぁーい」

　気乗りしない顔でそう答えると、アスナは上層の底を振ふり仰あおいだ。石と鉄の蓋ふたは早くも濃こい紫むらさき色いろに染まり始めていて、あと一時間もしないうちに夜が訪おとずれるだろう。隣となり町まちまでの距きよ離りは約一・五キロ、道中にさしてモンスターも出現しないので完全に暗くなる前には辿たどり着つけるはずだが問題はその先だ。完全に廃はい墟きよ化かしたパイサーグルスの別宅にはアストラル系のモンスターすなわちオバケが出しゆつ没ぼつし、次の手がかりを発見するまでに何度か戦う羽目になる──のだが、いまは黙だまっておくことにして、俺は細さい剣けん使つかいの肩かたを軽く叩たたいた。

「次の町で晩メシにして、そのあとクエストの続きをやろう。明日いっぱいで全クリできれば、翌日には黒エルフの砦とりでに行けると思うよ」

　するとアスナはぱっと顔を輝かがやかせ、元気よく「うん！」と答えた。




　六層第二の町《スリバス》は、例の二十センチ角ブロックとは無む縁えんな、どこか南なん欧おう風ふうの優美な佇たたずまいだった。

　町の中央を流れる大きめの川にたくさんの橋がかかっているので、四層の主街区ロービアを思い起こさせるところもあるが、残念ながら川には一艘そうのゴンドラも浮うかんでいない。それでも黒い水面にオレンジ色の街明かりが無数に煌きらめく光景には仮想世界ならではの美しさがあり、俺たちは町の入り口にかかる橋の上でしばし足を止めて見入った。

「……ねえ、この町には呪のろいのパズルはないのよね？」

　やがてアスナがそんな第一声を発するので、俺は深々と頷うなずく。

「ないよ。欲ほしいなら、土産みやげ物もの屋やには色々売ってるけどね」

「欲ほしくない」

　きっぱりと言い切り、すぐに続ける。

「そんなことより、早くご飯にしよ。スリバスの名物って何なの？」

「あー、何だったかな……」

　ベータ時代はクエストをこなすだけでほとんど素す通どおりしてしまったし、そもそも当時はアインクラッドで食事をする機会はあまりなかった──そんな暇ひまがあったらレベル上げをしたかったし、仮想飯でお腹なかをいっぱいにしてしまうと母親や妹に叱しかられたからだ──ので、この上なく薄うすらかな記き憶おくをどうにか掘ほり返かえそうとしていると。

「包み焼きだヨ」

　という声がすぐ後ろで聞こえ、俺は反射的にアスナをかばいながら最高速で振り向いた。

　石造りの欄らん干かんに寄より掛かかっているのは、しかしもちろん五層で俺を殺そうとした黒ポンチョの男ではなく、砂色のケープをまとった小こ柄がらな女性プレイヤーだった。顔の上半分は藁わらのような明るい黄色の巻き毛にほぼ隠かくれているが、ほっぺたに描えがかれた三本ヒゲのマーキングは見み間ま違ちがいようもない。

　現状のアインクラッドで唯ゆい一いつにして最高の情報屋、鼠ねずみのアルゴは一秒ほどきょとんとしてから、唇くちびるをきゅーっと尖とがらせた。

「なんだヨ、いまさらキー坊にそんな反応されると、おネーさん傷ついちゃうナー」

「わ……悪い。ちょっとワケアリで、いまは不意打ち警けい戒かい強化週間なんだよ……」

　と謝罪する俺の背後から、アスナがぴょんと飛び出す。

「こんばんは、アルゴさん！　スタキオンで見かけないと思ったら、もうこの町に来てたのね」

「ばわ、アーちゃん」

　ひらひら手を振ってから、アルゴも橋の欄らん干かんから離はなれてこちらに歩み寄る。

「いやー、明日には《攻こう略りやく本ぼん》の第一弾だんを出したいんだけどサ、フロントランナーのほとんどが拠きよ点てんを主街区からスリバスに移してるみたいなんだよナー」

「え、そうなのか？　どうして……」

　と訊たずねかけてから、その理由に思い至る。

「……あー、パズル扉とびらが面めん倒どうだから……か」

「シシシ、ご名答～。モンスターも、この周辺までなら大して強くならないしナ……。だからお二人さんには残念なお知らせだケド、もうスリバスの宿屋はほとんど満室で、空いてるのはお高いスイートぐらいだゾ」

　その言葉に、思わずアスナと顔を見合わせてしまう。俺たちは今夜から寝しん室しつ二つのスイートルームに泊とまる予定なので一人部屋が埋うまっていてもさして困りはしないのだが、《売れる情報は何でも売る》という物ぶつ騒そうなモットーを掲かかげているアルゴにそれを説明するのは少々、いや大いに躊躇ためらわれる。

「あー、そ、そうか、でもまあ探せば空き部屋の一つや二つ見つかるだろ」

　という俺の返事に、アルゴは右の眉まゆをぴくりとさせたが何も言わず、話題を切きり換かえた。

「んデ……さっきの会話からすると、キー坊とアーちゃんはこれからメシか？」

「ええ、何を食べるか相談してたとこ。アルゴさん、さっきこの町の名物が包み焼きって言ってたわよね？　どこかお薦すすめのお店、ある？」

「オレっちも今日の昼間にスタキオンから移動してきたばっかりだからナー。まだ一軒けんしか試ためしてないケド、そこはなかなか旨うまかったゾ」

「じゃあそのお店行こ！」

　即そく答とうしたアスナに背中を押され、アルゴは苦く笑しようしつつも歩き始める。たぶん俺相手なら容よう赦しやなく情報代を要求するところだろうが、もはや完全に友達のつもりでいるアスナにはさしもの《鼠ねずみ》も敵かなわないようだ。

　アルゴが俺たちを連れて行ったのは、スリバスの町を貫つらぬく川に面した建物の三階にある隠かくれ家がふうのレストランだった。一階、二階が単なる民家で表に看板も出ていないので、存在を知っていないとなかなか辿たどり着つけないだろう。

　階段はすれ違ちがうのにも苦労するほど狭せまく、突つき当あたりの扉とびらも色いろ褪あせて木目が浮うき出でていたが、店内は意外と小こ綺ぎ麗れいだ。カウンターの他に四人掛がけのテーブルが二つあったので、その片方に陣じん取どる。

　名物だという包み焼きを、俺は餃子ギヨーザっぽいものだと想像していたが、出てきたのは直径二十センチほどもある円形の、いわゆるミートパイだった。トマト味の肉と野菜、そしてたっぷりのチーズがさくさくする生き地じに包まれていて、これはこれで悪くない。というか旨うまい。

　円いパイをあっというまに半円に変え、冷たいハーブ茶をごくごく飲んでから、俺は情報屋に訊たずねた。

「この街の包み焼きって、全部これと同じトマトチーズ味なのか？」

「うんにゃ、ベータの時と同じなら、店によって中身は全部違ちがうゾ。川沿いの街だからか基本は魚だったナー」

「魚のパイ……ってピンと来ないな……」

　俺が首をかしげると、隣となりに座すわるアスナが真顔で言う。

「いわゆる《ニシンとカボチャのパイ》みたいなやつでしょ」

「い、いわゆる……？」

　アインクラッドにそんな定番料理あったかな、と逆方向に首を動かす俺の向かいで、アルゴがにんまり笑った。

「アーちゃん、このゲーム中毒者アデイクトと共有できる文脈はゲーム由来のヤツだけだゾ」

「そうみたいね……」

「将来苦労しそうだナー」

「ほんとに……って、べ、別にずーっとコンビ組むって決めてるわけじゃないわよ！」

「ニシシシ」

　という二人のやり取りも、咄とつ嗟さに意味を摑つかみがたいが摑つかんだところでいいことはないような予感がするので、残り半分のミートパイに意識を集中させる。

　考えてみると、ここまでオーソドックスなトマトチーズ味にアインクラッドで出遭ったのはこれが初めてかもしれない。この世界の食べ物は基本的に味付けは薄うすめ、スパイス感強めで、慣れればそれなりに旨うまいが大半の店でわずかながら──あるいははっきりとした不満が残るのだ。

　対するにこのミートソースの好ましい過か剰じよう感かん、ジャンク感には懐なつかしさすら覚える。できることなら小こ洒落じやれたパイではなく、柔やわらかめに茹ゆでたスパゲティに山盛りぶっかけてわしわし食べたい……などと考えながら最後のひとかけらを消しよう滅めつさせると、俺は長々と息を吐はいた。

「ふ──……さすがアルゴ、いい店知ってるな」

「だロ。情報料がわりにってわけじゃないガ……」

　そこで一いつ瞬しゆん視線を周囲に走らせ、店内に他のプレイヤーがいないことを確かく認にんしてから、アルゴはひそひそ声で続けた。

「……例のアレ、どういう話になったんダ？」

　店内には俺たちしかいないのだからアイテム名ぐらい出してもいいのに、と一いつ瞬しゆん苦く笑しようしそうになったが、すぐに気分を引ひき締しめ直なおす。例のアレことギルドフラッグに関しては、どれほど神経質になってもなりすぎということはない。

　俺もテーブルに身を乗り出し、ドア越ごしの聞き耳スキルでも聞こえない音量で囁ささやく。

「ＡＬＳに出したのと同じ条件を、ＤＫＢにも提示した。一応は吞のんでくれたけど……」

「けド？」

「その前に、三十万コルで売れって言われたよ」

　するとアルゴは、ゆっくり一度瞬まばたきしてから、両りよう頰ほおのヒゲを震ふるわせた。

「くくっ、そーきたカ。さすがは……」

　──ディアベルの後こう継けい者しやだナ。

　というところまでは言葉にせず、アルゴはグラスのハーブ茶を飲み干した。怪け訝げんな顔をするアスナに、俺は「そのうち説明するよ」と囁ささやいて話題を戻もどす。

「……というわけで、アレに関しては当面俺の預かりってことになる。ただそれだと、この層のボス戦にも使えないからな……何か抜ぬけ道みちがないか探すってことでも一いつ致ちしたよ」

「抜ぬけ道みち、ナァ……」

　腕うで組ぐみをしてしばし唸うなってから、情報屋は再びにやっと笑った。

「五層のボス戦でヘルプに来てくれたチャクラム使いクンが言ってたロ？　キー坊がギルドを立ち上げたら《レジェンド・ブレイブス》全員で参加するってサ。そうだ、いっそキー坊じゃなくてアーちゃんをギルドリーダーにしたら、ぜひ入りたいって連中がわんさか来ると思うゾ。どうだコレ？」

「え……ええ？」

　今日の午前中に、「ギルドのサブリーダーなんて真っ平御ご免めん」と言っていたアスナは猛もう烈れつな勢いで頭を左右に振った。長い髪かみの毛先が、隣となりに座すわる俺のほっぺたをぺちぺち叩たたく。

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよ！　このヒトのめんどう見るだけでも大変なのに、ギルドリーダーなんて絶対イヤ！」

「め、めんどうって……」

　予想外の流ながれ弾だまが飛んできて目を白黒させていると、アルゴが愉ゆ快かいそうにクヒクヒ笑った。
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　情報屋とはミートパイ屋の前で別れ、俺たちはその足で街外れにあるパイサーグルスの別宅に向かった。

　スリバスの町を貫つらぬく川は、アインクラッド外周部の北ほく端たんにそびえる大支柱から噴ふき出だす滝たきを源流として、フロア中央にある湖へと流れていく。川の両岸に築かれた細長い街は無数の橋で繫つながれているが、橋のいくつかは上部に屋根付きの建物が載のっかった、いわゆる家橋となっていて、クエストの目的地はその一つだった。

　今日は朝から三層のダークエルフ野営地で対人戦の特訓をして、ＤＫＢとの話し合いのあとはクエストで主街区を駆かけ回まわり、夕方になってから街を出て初見のモンスターと戦いつつこのスリバスまで移動してきたのでさすがのアスナも少々お疲つかれの様子だったが、目指す橋を見た途と端たんに両目を輝かがやかせて叫さけんだ。

「わあ、素す敵てきね！　ポンテ・ヴェッキオみたい！」

　どこかで聞いたような名めい称しようだったので、もうかなりこの世界の知識に上書きされつつある現実世界の記き憶おくを掘ほり返かえし、訊たずねる。

「えっと、それ……某ぼう千ち葉ばだけど東とう京きようなテーマパークにある橋だっけ……？」

　するとアスナは二回瞬まばたきしてから、にっこり笑った。

「うん、あそこにもあるよね、シーのほうに。でもオリジナルはフィレンツェのアルノ川に架かかってる橋なのよ。本物のほうがこの橋よりずっと大きいけど、でも同じくらい綺き麗れい……」

　そう言って再び家橋を見上げるアスナの隣となりで、しばし考かんがえ込こんでしまう。暫ざん定ていパートナーの口からイタリアの都市名が出るのは、四層に続いて二度目だ。これはもう単に映像で見たとかではなく、実際に現地を訪おとずれたことがあると思うべきであろう。だから何だ、というわけではまったくないが、容姿やコミュニケーション能力、そしてゲーム知識の欠けつ如じよとそれ以外の知識の豊富さも勘かん案あんすると現実世界では最高レベルに《リアルが充じゆう実じつした人》だったのではないかと推測せざるを得ないアスナが、いったいどうしてまたわずか一万本──実質九千本しか販はん売ばいされなかったＳＡＯにサービス初日からログインし、このデスゲームに巻まき込こまれることになったのか……。

「ほら、早く行こうよ！　橋の中から見る川もきっと素す敵てきだよ！」

　背中をぽんと叩たたかれ、俺は我に返ると頷うなずいた。

「あ、ああ、そうだな……」

　橋の上にあるパイサーグルスの別宅は、外から見るぶんには綺き麗れいだが内部は完全に廃はい墟きよ化かし、しかもアスナが「あんまり得意じゃない」と言っていた──ということは恐おそらく大の苦手なのであろうオバケ系モンスターが出しゆつ没ぼつするのだが、それを説明する前に細さい剣けん使つかいがすたすた歩き始めてしまったので、俺にはもう後を追うことしかできなかった。




　川沿いの道を歩き、橋のたもとに近づくと、ちょうど橋上の家に入るための石階段を三人連れのプレイヤーが下りてくるところだった。反射的に街路樹の陰かげで立ち止まり、彼らの会話に耳をそばだてる。

「……あの扉とびら、絶対あかねーだろ……」

「時間の無む駄だだよ、もうやめようぜ。三桁けたぐらいならともかく六桁けたは無理！」

「でもなあ、絶対中にいいもんあると思うんだよなあ……」

　そんなやり取りをしながら三人組が通り過ぎていくと、隣となりで樹きの幹に貼はり付ついていたアスナが横目で俺を見た。

「……もしかして、またパズル扉とびらなの？」

「……イエス」

「……主街区にしかないって言ったのに」

「い、いや、ここだけだよ……たぶん」

　最後に推量の副詞を付け加えると、俺は街路樹の陰かげから出た。

　アスナがポンテ・ヴェッキオみたいと評した橋は、長さおよそ二十五メートル、幅はばは六メートルほどか。一階部分は通常の橋なのだが、両サイドの欄らん干かんが高く伸び上がり、無数のアーチを成して二階の住居部分を支えている。端はしから端はしまでブロック積みのスタキオン市街を見慣れた目には、確かにとても優美に映る。

　よく橋の名前が書いてあったりする、欄らん干かんの端はしに立つ立派な柱──どうやら《親柱》と言うらしい──の一本に短い階段がくっついていて、パイサーグルスの隠かくれ家がである橋上の家にはそこからしか入れない。こんなものを見つけたら上りたくなるのはゲーマーの性さがだよなあ、と思いながら足早に上り、古びた扉とびらの前に立つ。

　木製だが頑がん丈じようそうな扉とびらの表面には、金属製の六連ダイヤルが取り付けられている。それぞれに０から９までの数字が刻まれた、現実世界でもおなじみのダイヤルロックだ。

　俺より先に手を伸ばしたアスナが、かりっ、かりっ、と音を立ててダイヤルを何度か回してから、振り向いて言った。

「……いままでのクエストで、数すう字じ錠じようの番号なんか誰だれからも教わってないよね……？　もしかしてこれ、自力で解除するの？」

「三桁けたくらいならともかく、六桁けたをあてずっぽで当てるのは無理だろ。組み合わせが００００００から９９９９９９までの十万通り……」

「百万通りでしょ」

「え？　あ……そ、そうっすね。百万通りもあったら、不ふ眠みん不ふ休きゆうで総当たりしても何日もかかるだろうし。まあ、ネタばらしすると、正解の数字は領主館のサイロンの部屋で見つかるんだけどさ」

「ええ？　どこに書いてあったのよ？」

「壁かべに掛かけてあった風景画の中」

　そう答えた途と端たん、アスナがぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。

「何よ、あそこで言ってくれてもいいじゃない。わたしもそのつもりで見ればきっと気付いたわ」

「いやー、無理だと思うよ。正規のルートは、一回ここに来て、数字わかんねー！　ってなって、スタキオンに戻もどってサイロンに訊きいても教えてくれなくて、でも妙みように壁かべの絵を隠かくすそぶりをするから一回部屋を出て、サイロンが移動するまで待ってもっかい部屋に入って絵を調べるという大変めんどくさい手順なんだよ……」

「……それは確かに、ちょっと勘かん弁べんね」

　アスナはいったん納なつ得とくしたように頷うなずいたものの、すぐにまた眉まゆを寄せた。

「でも……考えてみると、なんか話がおかしくない？　だってサイロンさんは……」

　いずれアスナの口からそんな言葉が出てくるだろうと予想していた俺は、ちらりと後方を確かめてから遮さえぎった。

「話は中でしようぜ。扉とびらを開けるところを誰だれかに見られたくない」

「はいはい、りょーかい。……で、正解の番号は何なの？」

「えーと、確か……」

　ベータ時代の記き憶おくに従って答えようとして、一いつ瞬しゆんひやっとする。正式サービス開始にあたって番号が変へん更こうされていたら間ま抜ぬけもいいところだと思いながら、恐おそる恐おそる六つの数字を口にする。

「……６、２、８、４、９、６」

「ふむふむ……」

　アスナが手早く六つのダイヤルを操作すると、がしゃっ！　と明確な解かい錠じよう音おんが響ひびいた。ほっとしながら足を前に出したが、アスナはドアノブに手を伸ばそうとせず、自分が回したばかりのダイヤルを見つめている。

「どうかしたのか？　早く開けないとまたロックされちゃうぞ」

「あ……う、うん。どっかで見た数字だなあと思っただけ。わたしも、無意識に絵を見てたのかも……」

　あやふやな口調でそう言いながら、アスナは扉とびらを開けた。内部は真っ暗で、冷たく湿しめった空気が流れ出してくる。良からぬ雰ふん囲い気きを感じたのか、じりっと後ずさりかけた細さい剣けん使つかいの両りよう肩かたを後ろからしっかり摑つかみ、再び前進させる。

　俺たちが中に入ると、背後で扉とびらが勝手に閉まった。何かを引ひっ搔かくような金属音はダイヤルロックの数字がシャッフルされる音なのだが、両手の下のアスナの肩かたがびくっと震ふるえる。

「……ねえ、暗いんだけど」

「夜だからな」

「……これじゃ探たん索さくできなくない？　明日の朝にもっかい来たほうがいいんじゃないの？」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」

　俺は右手で素す早ばやくウインドウを開くと、ストレージの一ページ目に常備してあるアイテムをオブジェクト化させた。

「ラ～ン～タ～ン～」

　雰ふん囲い気きを明るくしようと、慣れない声マネなどしてみたのだが、振り向いたアスナはじろっと剣けん吞のんな目つきで俺を睨にらむだけだった。咳せき払ばらいしてランタンを点灯すると、オレンジ色の光が広がって周囲を照らす。

　さすがにスタキオン先代領主の別宅というだけあって、玄げん関かんホールからしてかなり広い。橋の上に立っているという構造上、必然的にやたら細長い間取りなのだが、左の壁かべ沿ぞいに延びている廊ろう下かも幅はばをたっぷり取ってあって、狭せま苦くるしさは感じない。

　しかしいっぽうで、天てん井じようの隅すみには大量の蜘く蛛もの巣すが張り、床ゆかにも割れた食器だの千切れた紙し片へんだのが散乱していて、これでもかと廃はい墟きよらしさが演出されている。アスナは「話が違ちがう」と言いたげな顔で辺りを見回していたが、やがて顔を俺に向けると言った。

「……で、さっきの話だけど」

「なんだっけ……ああ、サイロンの件か」

「そうよ、あの人、やってることがおかしいでしょ？　自分でパイサーグルスさんを殴なぐり殺ころして、死体を旅人に偽ぎ装そうして裏庭に埋うめちゃったのに、なんでいまさらわたしたちに事件のことを調べてくれなんて言うわけ？」

「ノンノン、サイロンが俺たちに依い頼らいしたのは旅人殺しの調査じゃなくて、殺しに使われた黄金のキューブの捜そう索さくだよ」

「あ、そっか……」

　アスナの眉み間けんに刻まれた小さな谷が一いつ瞬しゆん消えるが、すぐにまた現れる。

「いえ、それでもやっぱりヘンよ。黄金のキューブでパイサーグルスさんを撲ぼく殺さつしたのはサイロン自身でしょ？　なら、凶きよう器きを隠かくしたのもサイロンじゃないの？」

「んー、そのへんの事情はクエスト終しゆう盤ばんで明らかになるんだけど……まあいいや。サイロンはかっとなってキューブでパイサーグルスをぶん殴なぐって殺しちゃって、それを誤ご魔ま化かすためにありもしない旅人殺しをでっち上げたんだけど、うまいこと乗り切ったと思ったら殺人現場から凶きよう器きのキューブだけが消えてたんだ。サイロンの血染めの手形がばっちりついてるヤツが、ね。しかもそのキューブってのは、スタキオンの街を作ってる石や木のキューブの大きさを決めるのに使われたっていう街の宝で領主の証あかしなんだ。スタキオンに蔓まん延えんしてる呪のろいのパズルを浄じよう化かするには、どこかに消えたキューブを見つけて、自分の手形を消してから旅人の……実際にはパイサーグルスの墓に供えるしかないってサイロンは思ってるというわけさ」

「…………なんか……むちゃくちゃ身勝手っていうか、調子が良すぎる話ね。本気でパズルの呪のろいを解きたいなら、キューブどうこうよりも自分がパイサーグルスさんを殺したって告白して、警察に自首するべきなんじゃないの？」

「まあ、そうだよな。アインクラッドに警察はないけどな」

　俺のツッコミに「あ、そっか」と呟つぶやいたものの、アスナの憤ふん懣まんはまだ消えない。街の衛兵やダークエルフの砦とりで、果ては第一層はじまりの街の黒鉄宮まで自首先を列挙してからようやく矛ほこを収め、

「……で？」

　と俺の顔を見る。

「でって……何が？」

「決まってるでしょ、誰だれが黄金のキューブを盗ぬすみ出だしたの？　まさか手足が生えて逃げ出したわけじゃあるまいし…………あっ」

「あって……何が？」

「もしかしてほんとにそれ？　前に言ってた、この層のルービックキューブみたいなボスって、黄金のキューブがモンスター化したヤツだったりするの？」

　今度は俺が啞あ然ぜんとする番だった。細さい剣けん使つかいの想像力に感心しながら、首を左右に振る。

「残念だけどそういうわけじゃないよ。いや、残念ってこともないな……もしボスのキューブが全部金ピカだったら、どこを回せば揃そろうのかさっぱりわかんないし。で、話を戻もどすけど……俺たちはもう、キューブを持ち出した人間に会ってるんだ」

「えええ？」

　アスナは再び顔をしかめ、しばし視線を彷徨さまよわせてから続けた。

「それって、つまり……スタキオンで聞きき込こみした七人の誰だれか、よね？　十年前の執しつ事じさん、召めし使つかいさん、園えん丁ていさん、料理人さん、お弟で子しさんが二人、あと出入りの酒屋さん……あの誰だれかがキューブを隠かくし持もってるわけ？　誰だれなの？」

「それくらいは自力で調べようぜ。その手がかりを探しに、ここまで来たわけだし」

　俺がにやっと笑いながら言うと、アスナは唇くちびるをすぼめながらも頷うなずいた。

「じゃあ、さっさと取りかかりましょ。キリト君はどこの部屋に手がかりがあるか知ってるのよね？」

「残念ながら、どこにキーアイテムが湧わくかはランダムなんだよな」

「……つまり、手前の部屋から順番に調べるわけね」

　そう言って玄げん関かんホールをすたすた歩き始める細剣使いの背中に、俺は追加情報を投なげ掛かけた。

「あ、部屋の幾いくつかはオバケ出るから、戦せん闘とうの準備も忘れずに」

「はいはい、了りよう解かい」

　すたすたすたぴたり。

　と歩行を止めたアスナが、テレポートめいた高速移動で俺の背後に回り、両りよう肩かたを摑つかむ。有う無むを言わせぬ力で押されるまま、俺も一つ目の部屋に向かって歩く。

　幸い、ベータの時と同じく屋内の扉とびらにダイヤルロックは仕し掛かけられていなかった。そっと押おし開あけた部屋は廊ろう下かよりも更さらに暗く、ランタンを高く掲かかげても隅すみ々ずみまでは光が届かない。

「……オバケ、出た？」

　後ろから小声で訊きかれ、一いつ瞬しゆん悪戯いたずら心ごころが芽生えるが、この状じよう況きようでふざけたらコンビを解消されてしまうかもと思い直して正直に答える。

「この部屋にはいないっぽいよ」

「ぽいじゃなくて断言して！」

「はいはい、ここにはいません」

　そのやり取りを経てようやく俺の背中から出たアスナは、澄すまし顔がおで室内を見回し、渋じゆう面めんを作った。

「うわあ……ひどい有あり様さまね……」

　異論はまったくない。元は応接室だったのだろうか、八畳じようほどの部屋の中央には豪ごう華かなソファーセットが置かれ、奥おくの壁かべには巨きよ大だいな暖だん炉ろが見える。しかしそれ以外の家具は十年の歳さい月げつの中で崩ほう壊かいし、床ゆかのカーペットも虫食いでぼろぼろだ。

　どうにか形を保っているサイドテーブルに近づいたアスナが、埃ほこりの積もった表面を指先で擦こすり、再び顔をしかめた。

「元々は高級な家具なんだろうけど、こうなっちゃうともうどうしようもないわね……」

「ＮＰＣの木工細工師に頼たのめば修理できるかもしれないけどな」

「え、そんなこと可能なの？　ＮＰＣの家のオブジェクトって、みんな動かせないでしょ？」

「原則的にはね。でもこの手の《圏けん内ないダンジョン》扱あつかいな場所だと位置ロックされてない家具もけっこうあってさ……」

　説明しながらアスナの隣となりまで移動した俺は、サイドテーブルを両手で摑つかんだ。そっと持ち上げると四本の脚あしが呆あつ気けなく床ゆかから離はなれる。

「ほらな？」

「ほんとだ……。──うーん、でももし修理できても、こんな場所にあった家具を使う気にはならないわね。だいいち、自分の部屋を持てるのなんていつになるか解わからないし」

「確かにそりゃそうだ」

　頷うなずき、テーブルを床に戻もどす。しかしそのささやかな衝しよう撃げきが尽つきかけていた耐たい久きゆう値ちをゼロにしたらしく、テーブルは呆あつ気けなく崩くずれて木材の山へと変わってしまった。

「あー、壊こわしたぁー、いっけないんだー」

　と小学生のようなことを言ったアスナが、にまにましながら右手をソファーの背に掛かけた。途と端たん、今度は大きな三人掛けソファーの脚あしがぼっきり折れ、続いて座面と背もたれまでもが真っ二つになる。

「あーあ、先生に言ってやろー」

　現げん役えき小学生だった頃ころにも口にした覚えのない台詞せりふで仕返しすると、アスナはふんっと鼻を鳴らし、左ひだり拳こぶしで俺の脇わき腹ばらを強めにぐりぐりした。この直接攻こう撃げきばかりはやり返すわけにもいかず、理り不ふ尽じんさを嚙かみ締しめながら扉とびらを指さす。

「ここには何もなさそうだ。次行こうぜ」

「それはいいけど……そもそもわたしたち、何を探してるわけ？」

「黄金のキューブの行ゆく方えに繫つながりそうな何か」

「だからその何かって何なのよ……。──まあ、クエストのキーアイテムなら、見れば解わかるようになってるんでしょうけど」

「だといいねぇ……」

　思わせぶりに答え、廊ろう下かに出る。ちらりと玄げん関かんの扉とびらを見るが、俺たちが応接室にいるあいだに開閉した様子はない。同じほうに顔を向けたアスナが、ふと気付いたように首を傾かしげる。

「ねえ……もしもわたしたちがここにいるあいだに、誰だれかがあのダイヤルロックを解いたらどうなるわけ？」

「ここはインスタンスじゃないからなぁ。当然、その誰だれかも入ってくるよ」

「……じゃあ、その誰だれかが先にキーアイテム見つけたらどうなるの？」

「さすがにそういうアイテムはがっちりロックしてあって、動かすことも壊こわすこともできないか、あるいは無限に取れるか……かな。でも後者の場合は時間湧わきで、復活するのに三十分とか一時間とか、長い時は一日とか待つやつもあるからな……」

「だったら早いとこ見つけて外に出ましょ。ほら、次次！」

　再びアスナに背中を押しまくられながら数メートル歩き、新たな扉とびらを開ける。

　応接室の隣となりは、広い食堂だった。巨きよ大だいなダイニングテーブルと椅い子すは健在で、しかし卓たく上じように空の皿とカトラリーが十人分ほども揃そろえられているのがどうにも不気味だ。ワインボトルや蠟ろう燭そく立たては埃ほこりを被かぶって灰色になり、天てん井じようのシャンデリアからは蜘く蛛もの巣すが垂れ下がる。

　たっぷり五秒ほども俺の背中に貼はり付つき、お化けの姿がないことを確かく認にんしたアスナが、隣となりに進み出ると何食わぬ顔で言った。

「あのワインとか食器も動かせるの？」

「多分な。持って帰って飲んでみるか？」

「いいえ、遠えん慮りよします。それより、ここにもキーアイテムはなさそうね……」

　そう呟つぶやきながら、細さい剣けん使つかいがダイニングテーブルに歩み寄った、その時。

　ひゅおおおおお……という、五層の地下礼拝堂でも聞いた木こ枯がらしのような音が鳴なり響ひびき、テーブルの下からぼんやりとした青白い光が零こぼれた。薄うす汚よごれたクロスをすり抜けて出現したのは、二匹ひきのアストラル系モンスター──細長いシルエットとぼろぼろの白いドレスからして、レイスの類たぐいだろう。この系統には他にもスペクター、ファントム、スピリット、アパリションなどがいるが、どういう違ちがいがあるのかは正直よく解わからない。

　五層と違って悲鳴こそ上げなかったが、アスナはその場で三十センチ以上も飛び上がると、空中を走って──あまりのスピードに、俺にはそう見えた──再び俺の背後に飛とび込こんだ。

「でっ、出たわよっ、早くなんとかしなさいよ！」

　パートナーの命令で背中のソード・オブ・イヴェンタイド＋３を引き抜きはしたが、即そく座ざに斬きり掛かかることはせず、剣けん先さきでレイスたちを牽けん制せいしながら俺は言った。

「アスナ、できればここでアストラル系相手の戦せん闘とうを経験しといたほうがいいぞ」

「で、でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ、忘れてるかもだけどここは圏けん内ないだ。どんなに攻こう撃げきを喰くらっても、こっちのＨＰは一ドットも減らない」

　──そういう問題じゃないのよね。

　とでも言いたげな溜ため息いきが後ろで聞こえたが、アスナにも色々と思うところはあるのだろう、無言で俺の左ひだり肩かた越ごしに顔を出し、一回すぐに引っ込めたものの今度は体ごとじりじりと真横まで移動した。左手のランタンを掲かかげたまま腰こしからシバルリック・レイピア＋７を抜き、テーブルの上に陣じん取どっているレイスたちに剣けん先さきを向ける。

　俺も改めて二体のお化けを注視し、カラーカーソルを出現させた。ＨＰバーの下に表示される名前は【Annoying Wraith】、カーソル色はかなり薄うすいピンクなので、もしここが圏けん外がいでもさしたる強敵とはなるまい。

「……《アノイング・レイス》、初めて見るモンスターね」

　少々掠かすれた声で呟つぶやくアスナに、俺は意図的にのんびりした口調で訊たずねた。

「アノイングってどういう意味？」

「迷めい惑わくな、とかかな……」

「なるほど、イベントモンスターっぽいネーミングだな。さっきも言ったとおり、圏けん内ないだからこっちのＨＰは一いつ切さい減らない。でもそれ以外は普ふ通つうのレイス系と同じだから、手足やドレスの末まつ端たんに攻こう撃げきを当てても効果はほとんどないし、あと攻こう撃げきを喰くらうとデバフを貰もらうことがあるぞ」

「ちょ……それは聞いてないわよ！」

　というアスナの叫さけび声ごえに反応したのか、二匹ひきのレイスは「ひゅおおおっ！」と甲かん高だかい声を上げ、両手を広げて襲おそいかかってきた。

　人間型アストラルモンスターには男性型、女性型、そして性別不明なやつがいるが、レイスは女性が多い気がする。とはいえこのアノイング・レイスは麗うるわしさ皆かい無むで、ぼろぼろの白ドレスから突き出す両りよう腕うでは骨のように細く、顔も七割がた骸がい骨こつだ。眼がん窩かに青い鬼おに火びを燃やしながら、鋭するどい爪つめでこちらを引ひっ搔かこうとするレイスの初しよ撃げきを回かい避ひし、胴どう体たいを横よこ薙なぎにする。深々と切きり裂さかれた箇か所しよから白い煙けむりのようなものが飛び散るが、手応えは薄うすく、ＨＰバーも一割ほどしか減らない。

　それでもレイスは甲かん高だかい声を撒まき散ちらし、食堂の隅すみのほうに飛んでいった。そちらに剣を向けながら、アスナの様子を確かく認にんする。

「このっ、ふぬっ、しょわあっ！」

　細さい剣けん使つかいは、レイスに負けない怪かい音おんを発しながら目まぐるしく突つき技わざを繰くり出だし続つづけていて、その弾だん幕まくをさしものアストラルモンスターも突とつ破ぱできずにいるようだ。８の字を描えがいて飛ぶレイスの腕うでを時々剣けん先さきが掠かすめるが、さしてＨＰは減っていない。

　もともとアストラル系は実体が薄うすく、武器ではなかなか有効なダメージを与あたえられない。他のゲームなら炎ほのお属性や光属性の攻こう撃げき呪じゆ文もんを使うところだろうが、残念ながらアインクラッドでは古の《大だい地ち切せつ断だん》によって本格的な魔ま法ほうが失われてしまったので、色々工く夫ふうして物理で殴なぐるしかない。

　最も一いつ般ぱん的てきなのは武器に《祝しゆく福ふく》のバフをかける方法だが、現状では大きな街にある教会でしか行えないし、当然お金もかかる。あとは対アストラル性能の高いソードスキルを使う（なぜかメイスやフレイルに多い）、大量の照明アイテムを持もち込こむ（充じゆう分ぶんに明るい場所ではアストラル系の抵てい抗こう値ちが弱化する）などの方法があるが、二人組の剣けん使つかいにはどちらもハードルが高い。

　幸い、アスナのシバルリック・レイピアと俺のソード・オブ・イヴェンタイドは、エルフが鍛きたえた武器だからか軽めのアンデッド特とつ攻こうがついているので、ステータスの低いイベントモンスターならそれだけでも戦えるはずだ。まずは俺を狙ねらっているレイスを片付けてしまおうと、ランタンを突き出しながら距きよ離りを詰つめる。盾たて持もちや両手武器使いはこういう時、そのへんに明かりを置いて戦うしかないのだが、片手が空いているとこんな戦い方もできるわけだ。細かいことを言えば、戦せん闘とう時じの明かりは多少の攻こう撃げき力りよくがあるうえにイレギュラー装備状態にならない松明たいまつのほうが向いている──炎ほのおに弱いアストラル相手ならなおさら──ものの、屋内で松明たいまつを振ふり回まわすと破は壊かい可能オブジェクトを意図せず燃やしてしまう危険がある。

　ランタンの黄色い光に照らされたアノイング・レイスは、甲かん高だかい声を発しながらするりと右に逃のがれた。しかしその動きは俺の意図したところで、敵が間合いに入った瞬しゆん間かんに三連れん撃げきソードスキル《シャープ・ネイル》を放つ。

　現在俺が使用可能な最強のソードスキルは、熟練度１５０でアンロックされた四連れん撃げき《ホリゾンタル・スクエア》及および《バーチカル・スクエア》だが、あれらは間合いが広すぎて部屋の中では使いづらい。いざとなれば壁かべや家具への誤ご爆ばくを恐おそれてはいられないが、ここはいちおう犯罪防止コード圏けん内ないなので、破は壊かい不能オブジェクトにソードスキルを当ててしまうとシステム障しよう壁へきに剣が跳はね返かえされ、連れん撃げきが中断してしまうことも有り得る。

　対してシャープ・ネイルは、同じフォームの上じよう段だん斬ぎりを三連れん撃げきするだけのコンパクトな技わざだ。銀色のライトエフェクトをまとった剣けん尖せんは壁かべにも天てん井じようにも引っかかることなく、アノイング・レイスの胴どう体たいに吸い込まれるようにヒットした。

　一撃げき目め、二撃げき目めでＨＰバーは残り三割まで減ったが、最後まで削けずり切きるのは無理そうだ……と感じながら三撃げき目めを繰くり出だした、その時。

　ソード・オブ・イヴェンタイドの切っ先が、磁力に引かれたかのようにわずかに軌き道どうをずらした。レイスの肩かた口ぐちを切きり裂さき、正確に胸の中央を通過して脇わき腹ばらから抜ける。俺の掌てのひらに、最初の二撃げきでは感じなかった、小さくて硬かたいものを砕くだくような感かん触しよくが残る。

　予想に反して、レイスのＨＰバーはレッドゾーンに入ってもまだ減り続け、ゼロになった。空中に残る、猛もう獣じゆうの爪つめ痕あとのような三本の斬ざん撃げきエフェクトに、これだけは他のモンスターと変わらないブルーの破は砕さいエフェクトが重なる。

　剣を振りきった格好のまま、俺は二代目愛あい剣けんの刀身を見つめた。

　さっき感じた磁力は間ま違ちがいなく、正確さアキユラシーを強化した武器が持つ照準補正システムアシストだ。補正が発動するのは意図的に弱点を狙ねらった時だけだと思っていたのだが、しかし俺はレイス系モンスターの胸の中央に弱点らしき小しよう塊かいがあることなどまったく知らなかったので、ソード・オブ・イヴェンタイドはいわば自分の意思でアノイング・レイスの弱点を斬きったことになる。

「……そうなの？」

　思わず小声で問いかけてしまったが、もちろん剣が答えることはなかった。

　代わりに後方で響ひびいたのは、相棒の喚わめき声ごえだった。

「うにいいい────！」

　嫌けん悪おと苛いら立だちを表現しているらしきその声に慌あわてて振り向くと、広い食堂の反対側で、ちょうど細さい剣けん使つかいがソードスキルを発動させたところだった。現在の彼女が使える最大の技わざ、三連れん撃げき《トライアンギュラー》。

　名剣シバルリック・レイピア＋７の威い力りよくと相まって、クリーンヒットすれば俺のＨＰですら半減させるであろう大おお技わざが、目にも留まらぬスピードでレイスを射い貫ぬいた。しかし発動の直前に敵がすうっと浮うき上あがったので、ヒットしたのは下半身のスカート部分だ。エクトプラズム感のある白はく煙えんが飛び散るが、ＨＰバーの減少は残り三割で停止する。

「ほほほおぉぉぉ……」

　悲鳴のようでも嘲ちよう笑しようのようでもある声を漏もらしたレイスが、技後硬直中のアスナを細長い両手で撫なで回まわした。イベントモンスターゆえにダメージは皆かい無むだが、アスナのＨＰバーに青白い手を描えがいたアイコンが点灯する。体感温度が下がり、悪お寒かんに襲おそわれる《チルネス》のデバフだ。

「ふやっ！」

　再び嫌けん悪おの声を上げたアスナは、硬直が解けると同時に大きく飛とび退すさった。気き丈じように剣を構え続けながらも、ぶるりと体を震ふるわせる。チルネスに実ダメージはないが、戦せん闘とう中ちゆうにくしゃみをしてしまって敵の攻こう撃げきを避よけそこねたりする、地味に厄やつ介かいなデバフなのだ。

　急いで駆かけ寄より、後ろから呼びかける。

「アスナ、手伝……」

「いい！」

　俺に最後まで言わせず、細さい剣けん使つかいはきっぱり助すけ太だ刀ちを拒きよ否ひした。しかしすぐに、別種の要よう請せいを付け加える。

「でも、ヒントだけちょうだい！　こいつ、ＨＰぜんぜん減らないし！」

「あー……レイピアの突つき技わざは、アストラル系には相あい性しよう最悪だからな……」

　という俺の言葉を理解したわけではないだろうが、天てん井じよう近くまで舞まい上あがったアノイング・レイスが、再び嘲ちよう笑しようを響ひびかせる。

「アスナ、斬きり払はらい系けいのソードスキルってマスターしてたっけ？」

　その問いに、相棒は硬かたい声で──別に怒おこっているわけではなく、仮想の寒さを我が慢まんしているのだろう──答えた。

「ちょうどこのあいだ、熟練度１５０で《フォーリウム》ってのが使えるようになったわ」

「あー、あれなら行けるか。よし、次にレイスが近づいてきたら、胸の真ん中を狙ねらってフォーリウムを使うんだ」

「ま……真ん中ってどこよ？」

　と訊きき返かえされ、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。コボルドやレプトイド相手なら「心臓の場所」と答えるところだが、プレイヤーも含ふくめて人類種の心臓（という名のクリティカル・ポイント）は胸の正中線から少しだけ左にずれている。しかし俺がかすかな手応えを感じたレイスの胸の小しよう塊かいは文字通りの真ん中で、それゆえに「真ん中」としか言いようがない。

「えっと……」

　剣を背中に戻もどしながら素す早ばやく周囲を見回し、ダイニングテーブルから埃ほこりまみれのデザートナイフを拾い上げる。武器としての性能は無いに等しいうえに《投剣》スキルを取っていないのでダメージはほとんど与あたえられないだろうが──

「ていっ！」

　狙ねらいだけに集中しながら投げたナイフは、左右に動き続けるレイスの胸の中央、小しよう塊かいがあるはずの箇か所しよに命中し、ＨＰゲージを一ドットだけ削けずって床ゆかに落下した。白いぼろドレスの上に、数秒だけ赤いダメージエフェクトが瞬またたく。

「あそこ！」

　と俺が叫さけんだ時にはもう、アスナは床ゆかを蹴けっていた。その動きに反応し、レイスが天てん井じよう近くから舞まい降おりてくる。

　いままでの攻こう防ぼうで、アノイング・レイスの《暖簾のれんに腕うで押おし》的な回かい避ひパターンを学んだのだろう、アスナはレイピアを左ひだり腰こしに据すえたまま、ぎりぎりまで敵を引きつけた。半ば骨と化した両りよう腕うでが、再びアスナの体に触ふれようとしたその刹せつ那な、ライムグリーンのエフェクト光が迸ほとばしる。

　ソードスキル《フォーリウム》は、細剣カテゴリでは稀き少しような斬ざん撃げき技わざだが、軌き道どうはやや変則的だ。左ひだり腰こしから弧こを描えがいて斬きり上あげ、頂点で鋭えい角かくに反転して右下へ──《ℓ》記号に似たラインは、敵の攻こう撃げきを跳はね返かえしてからカウンターを喰くらわせる想定なのだろうが、一点を狙ねらうような使い方には向いていない。

　と、俺は思ったのだが。

「てやあっ！」

　勇ましい掛かけ声ごえと同時に閃ひらめいたシバルリック・レイピアは、レイスの右みぎ脇わき腹ばらから入って曲線の頂点で見事に俺が示したピンポイントを捉とらえ、反転して左ひだり脇わき腹ばらから抜けた。弱点の小しよう塊かいを砕くだかれたのだろう、まだ三割も残っていたＨＰバーが一気に左ひだり端はしまで減少し、アノイング・レイスは耳みみ障ざわりな悲鳴を響ひびかせながら四散した。

　無言で体を起こし、レイピアを鞘さやに収める相棒に、俺は背後から歩み寄った。

「よ、ナイスコントロール。いまの、正確さの補正が効いたのか？　それとも……」

「ぱくちっ！」

　という答え、もといくしゃみを炸さく裂れつさせながら振り向いたアスナは、レイピアを鞘さやに落とすや両りよう腕うでで自分の体を抱かかえ、青白い顔で訴うつたえた。

「……さ、寒いんだけど」

「そりゃチルネスを喰くらったからな……確か五分ぐらいで解除されるから気合いで……」

「ぱくちっ！」

　耐たえろ、という言葉も二発目のくしゃみに搔かき消けされる。青白い顔で小刻みに震ふるえる様子を見ていると、いくら実害がないと言っても幾いくらかの憐あわれみを感じずにはいられない。

　ベータテストの終しゆう盤ばんでは、チルネスを含ふくむ複数のデバフを瞬しゆん時じに解除できる《浄じよう化か結けつ晶しよう》がそこそこ入手できたのだが、結晶アイテムはこの六層あたりからごくたまにドロップし始めるレアアイテムで、現在はまだ在庫ゼロ。それ以外の手段となると、各種デバフに対応する方法──毒なら解げ毒どくポーション、呪のろいなら教会で解呪というような──を取るしかない。

　もちろんチルネスにも専用の解除方法はあり、簡単なのは火で温めることだが、ランタンや松明たいまつでは熱量が足りない。そこまで考えてから、なるほど一つ前の部屋に暖だん炉ろがあったのは、あそこで火を熾おこしてチルネスを解除せよという配はい慮りよだったのかと気付くが、正直少しばかり、いやかなり面めん倒どうくさい。

　ゆえに俺はもう一つの、少々気き恥はずかしいがお手軽な解除方法を試ためすべくウインドウを開いた。ストレージから野営用の分厚い毛布を実体化させ、マントのように両手で背中に羽織る。羞しゆう恥ち心しんを上書きするために、やっぱり毛け長なが牛うしの毛布は重いなー、早く羽う毛もう入りのベッドロールが欲ほしいなー、でもお高いんだよなーなどと考えながらアスナに近付き、ぱちくりと瞬まばたきする細さい剣けん使つかいの体を、「失礼」と言いながら引き寄せ、俺ごと毛布で包つつみ込こむ。

　途と端たん、腕うでの中の体が棒のように硬こう直ちよくし、耳みみ許もとで甲かん高だかい掠かすれ声ごえが響ひびいた。

「ちょっ、なっ、何するのよ……くちっ！」

「これがチルネスを解除するいちばん手っ取り早い方法なんだ。あと二十秒ほど耐たえてくれ」

　そう告げる俺の体にも、氷のような冷気が伝わってきて鼻がむずむずする。この冷気はあくまでナーヴギアが発生させる偽にせ物ものの皮膚感覚であり、現実世界の本物の体は温度湿しつ度どがコントロールされたどこかの病室に横たわっているはずだが、ではこちら側で俺たちがくしゃみをする時、生身の体もくしゃみしているのだろうか──

「あ、あのねえ、いくらデバフを解除するためって言ってもこんなとこ誰だれかに見られたら変な誤解をふわぁ……」

　アスナの語ご尾びがおかしなことになったのと同時に、こちらに伝わってくる冷気が噓うそのように消しよう滅めつした。俺にも経験があるが、チルネスが解除される時の全身がじんわり温かくなる感覚はまるで真冬の脱だつ衣い所じよで冷えた体をたっぷりのお湯が張られたバスタブに沈しずめた時の如ごとしなので、妙みような声が出てしまうのもやむを得ないのだ。

　アスナはしばらくぼーっとした顔で脱だつ力りよくしていたが、やがて我に返ると高速瞬まばたきを繰くり返かえし、俺の腕うでからダッキングで脱だつ出しゆつした。

「あのっ、いまのは別にっ、そのっ…………」

　そこで数回口を開閉させてから、凄すごい勢いでそっぽを向く。

「……ま、まあ、デバフを消してくれたことには感謝するわ。でも、次からは事前に説明しなさいよね！」

「いやぁ、いまの方法、説明してからだと二倍恥はずかしくなるんで……」

　そう答えながら牛毛の毛布をストレージに戻もどす俺に、アスナが予想外のボールを投げてくる。

「なんだか、経験があるみたいな口くち振ぶりね」

「へっ!?　そ、それはまあ、ベータの時に経験済みだから知ってるわけなんだけどさ……でも言っとくけど、相手はアニキ軍団のウルフギャングを二倍毛むくじゃらにした感じのマッチョガイだったんだからな」

「……見てみたいような、見たくないような光景ね」

　微び妙みような笑えみを浮うかべてそう言うと、ようやく機き嫌げんを直したらしい細さい剣けん使つかいは改めて大食堂を見回した。テーブルの上や壁かべに掛かかった絵を次々にチェックするが、キーアイテムは発見できなかったようだ。

「これじゃ、お化けと戦った意味ないじゃない」

「クエストってそういうもんだし……」

　いつもの調子で言葉を交かわしながら食堂を出て、次の部屋に向かう。

　厨ちゆう房ぼう、書しよ斎さい、寝しん室しつと調べるあいだに更さらに四匹ひきのアノイング・レイスを倒たおし、それでもキーアイテムは発見できないまま、俺たちは最後の扉とびらに辿たどり着ついた。ドアノブを握にぎったアスナが、その状態のまま横目で俺を見る。

「ねえ、キリト君。もしかして、いままでの五部屋じゃ何も見つからないこと、知ってたんじゃないでしょうね」

「い……いやいや、まさか。最初にも言ったけど、ベータの時は六部屋のどこにアイテムが湧わくかはランダムだったんだよ……今回もきっとそうに違ちがいないさ」

「なんだか口調がＮＰＣみたいなんだけど」

　妙みような文句を言ってからアスナが扉とびらを開く。途と端たん、かび臭くさい匂においが鼻を突く。

　そういえば最後の部屋は倉庫だったな、と思いながらアスナに続いて中に入り、ランタンを掲かかげる。六部屋のなかで最も狭せまいが、部屋中に木製の棚たなが並べられ、そこに木箱だの壺つぼだのが雑多に並んでいる。

「うええ……これ、全部ひっくり返して調べるわけ？」

「それは俺も勘かん弁べんだな……」

　ぼやきつつ、迷めい路ろのように配置された棚たなの列を抜けて部屋の奥おくへ。すると突つき当あたりの壁かべ際ぎわに小さなライティングデスクがあり、その上にひっそりと……あるいは意味有りげに放置されたものがランタンの光を反射して鈍にぶく輝かがやいた。

　十年分の埃ほこりを被かぶった、大型の鍵かぎ。

「あっ、あれがキーアイテムでしょ！」

　弾はずんだ声とともに、アスナが机に駆かけ寄よっていく。俺は慌あわててその肩かたを摑つかもうとしたが、伸ばした右手はすかっと空を切る。

「アスナ、足あし許もと！」

　と叫さけんだ直後、細さい剣けん使つかいのブーツが何かを踏ふみ、ぽぎぽぎ、と乾かわいた音を響ひびかせた。揺ゆれるランタンの光に照らし出されたのは、白茶けた古そうな人骨。

　不自然な格好でフリーズするアスナの正面で、デスクの奥おくの壁かべから染しみ出だすように、廃はい墟きよ探たん索さくクエストのボスモンスターであるところの亡ぼう霊れいがおどろおどろしい姿を現した。

　いままで倒たおしてきたレイスたちと違ちがって男性形、固有名は【Resentful Wraith】。リゼントフル・レイスと読むのだろうが、俺の英単語力ではやはり意味までは解わからない。

　朽くちた瘦そう身しんに古代ローマの長なが衣ぎぬのようなボロ布をまとった亡ぼう霊れいは、異様に伸びた爪つめを高々と振りかざし、顎あごが外れそうなほど大きく開けた口から怪かい音おんを迸ほとばしらせた。

「びょおおおおお!!」

　背中の剣に右手を伸ばしながら、ちょっとまずいな、と考える。

　当然このリゼントフル・レイスも俺たちのＨＰを減らすことはないが、与あたえてくるデバフの種類が多た彩さいで、全て貰もらってしまうと解除に手間と時間がかかる。それはさしたる問題ではないにせよ、せっかくアノイング・レイス相手の戦せん闘とうで幾いく分ぶん払ふつ拭しよくされたはずのアスナの苦手意識が復活してしまうかもしれない。ターゲットは俺が取りたいところだが、左の石いし壁かべと右の木き棚だなに挟はさまれた通路は幅はば一メートル強しかなく、スイッチどころか剣を振ふり回まわすのも困難だ。

「アスナ、いったん廊ろう下かに出よう！」

　そう叫さけびながら、俺はもう一度パートナーの肩かたを引っ張ろうとした。だが手が届く寸前、意外にしっかりした声が響ひびいた。

「キリト君、床ゆかの骨は壊こわしてもいいの!?」

「あ……ああ、ただのドッキリだったはず」

「了りよう解かい！」

　鋭するどく叫さけぶや、足あし許もとの骨を蹴け散ちらしてスタンスを取り、左ひだり腰こしのレイピアを抜く。突とつ進しんしてくるリゼントフル・レイスに向けて、切っ先が霞かすむほどのスピードで突つき技わざを五連発。その全てが胸の中心を狙ねらったもので、四発目までは大してダメージを与あたえられなかったが、五発目だけがＨＰバーをごっそり一割半ほども削けずった。アノイング・レイスと同じ位置にあるのだろう弱点の小しよう塊かいを、エルフ製の刃やいばが掠かすめたのだ。

「びゃあああああっ!!」

　怒いかりの声を上げた亡ぼう霊れいが、天てん井じよう近くまで舞まい上あがる。そこで８の字軌き道どうの幻げん惑わくアクションを始めるが、食堂と違ちがってスペースが限られているので左右に大きく動けない。これなら、レイピアの突つき技わざでも舞まい降おりてくるところを狙ねらい撃うちにしてＨＰを削けずっていく戦法が使える……と俺が安あん堵どしかけた、その時。

「もうオバケの相手は飽あき飽あきなのよ！」

　叫さけんだアスナが、キーアイテムを蹴け飛とばす勢いでライティングデスクに飛び乗り、それを踏ふみ台だいにして高々と宙を舞まった。放物線の頂点で照準を定め、ソードスキル《シューティング・スター》を発動させる。

　剣けん尖せんから迸ほとばしった銀色のライトエフェクトが刀身全体、そして持ち主の体にまで広がり、不可視の推力を生み出す。キラキラ感のあるＳＥとともに天てん井じように向かって突とつ進しんしたアスナのレイピアはしっかりと亡ぼう霊れいの胸を捉とらえ、半はん透とう明めいの体に大穴を穿うがつ。
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　──なるほど、突とつ進しん技わざならレイピアのソードスキルでもピンポイントの弱点を面で潰つぶせるわけか。

　と感心しながら見上げる俺の視線の先で、リゼントフル・レイスが硬こう質しつな不協和音を撒まき散ちらして消しよう滅めつし……そしてシバルリック・レイピアの切っ先が天てん井じように衝しよう突とつして、紫むらさき色いろのライトエフェクトを生み出した。

　ソードスキルの空中発動は、いわゆる二段ジャンプ的なアクションを可能とする便利で高度なテクニックだが、使用者の想定しない飛ひ距きよ離りが出てしまって落下ダメージを課されたり、障害物に激げき突とつして衝しよう撃げきダメージを貰もらったりすることもある。ここは圏けん内ないなので壁かべや天てん井じように突っ込んでもＨＰは減らないが、だからと言って落ちてくるのをぼんやり眺ながめているのもパートナーシップに反するような気がしなくもない。

　ゆえに俺は二歩前に出ると、コード障しよう壁へきに跳はね返かえされたアスナの落下予測地点に両りよう腕うでを差し出した。筋力値にも抱だっこスキル熟練度にも自信がないがどうにか横抱きで受け止め、顔を覗のぞき込こむと、ヘイゼルブラウンの両目をぱちくりさせている。

　衝しよう撃げきで軽くスタンしてしまったのかと思ったがそういうわけでもないらしく、アスナは何度か唇くちびるを開閉させてから小声で「……ありがと」と呟つぶやいた。

「どういたしまして」

　応じ、床ゆかに立たせる。二人同時に、なぜかスーハー深呼吸。色々あったが、これでひとまず廃はい墟きよ探たん索さくクエストは完かん了りようだ。

「ボスを倒たおしたんだから、鍵かぎはアスナが拾えよ」

　そう勧すすめると、細さい剣けん使つかいは頷うなずいてライティングデスクに歩み寄ろうとしたが、立ち止まって先刻自分が蹴け散ちらした人骨を見下ろし、ぐるりと振り向く。

「……ねえ、この骨はパイサーグルスさんのじゃないのよね？」

「え？　ああ……そりゃそうだろうな。パイサーグルスはスタキオンの領主館で弟で子しのサイロンに殺されて、死体は裏庭に埋うまってるはずだからな」

「じゃあ、これはどこの誰だれなの？」

「えーっと……」

　パイサーグルス殺しの真相をネタバレしてしまったために複雑化している話をどう説明したものか、しばし悩なやんでから口を開く。

「……俺たちはすっ飛ばしちゃったけど、さっき玄げん関かんのダイヤルロックの解かい錠じよう番号を調べる正規ルートの話をしたろ？」

「あー、なんだっけ……確か、いったんスタキオンに戻もどって、領主の部屋の絵を調べるんだっけ？」

「そうそう。で、その絵がヒントだって解わかるのは、サイロンが隠かくそうとするからなんだけど……だとすると、サイロンは絵の中にダイヤルロックの数字が描えがかれてることを知ってるってことになるよな」

「あ、そうか……。──でも、それおかしくない？　解かい錠じよう番号を知ってるなら、サイロンさんが自分でこの場所を調べればいいじゃない。そしたらこの鍵かぎもすぐに見つかるでしょ？　で、たぶんこの鍵かぎって、黄金のキューブが隠されてる場所の鍵かぎなんでしょ？」

　アスナの理解力と先読み力に舌を巻きながら、こっくり頷うなずく。

「そーゆーことだな。で、それができなかったってことは、サイロンは数字は知っててもそれを使うべき場所を知らなかったってことさ。ほら、ここがパイサーグルスの別宅だって知ってたのは、スタキオンで最後に話を聞いた出入りの酒屋だけだろ？　パイサーグルスはサイロンを含ふくめて弟で子しにも使用人にもこの家のことを内ない緒しよにしてたんだ」

「……なんで？」

「書しよ斎さいの本を読めば解わかるよ」

「えー」

　途と端たんにアスナが嫌いやそうな顔をする。

　ＳＡＯに限らず、ファンタジーＲＰＧのインテリア装そう飾しよく品ひんとして《本》は重要なファクターだ。家には書しよ棚だながあるべきだし、書しよ棚だなには本が収まっているべきだからだ。

　しかしこの本という奴やつは、デザイナー泣かせのオブジェクトでもある。同じインテリアでも家具や食器と違ちがって、本には中身が必要なのだ。そしてマップに存在する膨ぼう大だいな数の本全てに中身を記述することは、工数的に不可能である。ゆえにほとんどのゲームでは、本は書しよ棚だなから取り出せないか、取り出せてもごく少数の本だけ、しかもその中身はわずか数ページ──ということになる。

　しかしＳＡＯは、恐おそらく茅かや場ば晶あき彦ひこの拘こだわりなのだろうが、その制限に果か敢かんに挑いどんだ。この世界に存在する本は基本的に全て棚たなから取り出せるし、ちゃんと全ページに文字が印刷してある。だがさすがに内容を一から創作することは不可能だったのだろう、ほぼ全ての本は二〇二四年の時点で著作権が切れてパブリック・ドメインとなった各国の古典文学作品を原語で収録してあり、大多数のプレイヤーにとって、眺ながめることはできても読むのは非常にハードルが高い。中には日本語作品もあるという噂うわさだが、俺はまだ現物を見たことはない。

　厳密に考えると、エルフやドワーフがいる異世界アインクラッドの本ほん棚だなに現実世界の小説が収められているのは奇き妙みようだが、それを言いだしたらＮＰＣたちが日本語を喋しやべることもできなくなってしまう。

　ともあれそんなわけで、この世界の本は手に取って開くことができるのだが、中身はアスナですら「えー」と言ってしまう代しろ物ものなわけだ。

「……わたしもう、一生分のキリル文字とかアラビア文字とか見ちゃったんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、ギリシャ文字だから……すまん、冗じよう談だん」

　いっそうの渋じゆう面めんを作るアスナに謝あやまり、説明を続ける。

「書しよ斎さいの本の大部分はいつものやつだけど、中には何冊かパズルの解説書みたいなのが混じってるんだ。つまりパズル王パイサーグルスは、代々の領主に伝わるパズルや自分が作ったパズルのネタ本を、この秘密の別宅に保管してたってわけさ。俺たちが読んでも何が何やらだけどね」

「なるほどねえ……亡なくなった人を悪く言うのもなんだけど、それもちょっとケチくさい話ね。独ひとり占じめしないで、お弟で子しさんたちにも自由に読ませてあげてれば、殺されるようなことにはならなかったかもしれないのに」

　軽く頭を振ってから、アスナは床ゆかの人骨に視線を向けた。

「……で、結局、あの骨は誰だれのなの？」

「サイロンの手下。俺たちみたいに酒屋から別宅の話を聞き出して、ここまで辿たどり着ついて、サイロンから教えられてた解かい錠じよう番号で中に入って……でも雇やとい主ぬしに報告する前に、レイスの餌え食じきになったんだ」

「えっ、ここで死んだ人がさっきのレイスになったんだと思ってた……」

「それなら、他の部屋に出たアノイング・レイスのぶんも骨があってしかるべきだろ？　どうもアインクラッドのお化けは、家が廃はい墟きよになると勝手に湧わくらしいよ」

「…………わたし、将来プレイヤーホームを買ったら毎日掃そう除じする。キリト君も散らかしたらだめだからね」

「へいへい……」

　軽く答えてから、むむ？　と眉まゆを寄せる。いまの命令は、どのような状じよう況きようを想定しているのだろうか。考かんがえ込こむ俺をアスナは怪け訝げんな顔で見ていたが、やがて自分の発言を再検証したのか、白い肌はだが瞬しゆん時じに赤らんだ。

「ちがう!!」

「は……はい？」

　突とつ然ぜんの叫さけび声ごえに啞あ然ぜんとする俺の左ひだり肩かたを、アスナがガッシと摑つかむ。

「ちがうから！　そういうわけじゃないから!!」

「は……はい」

　どういうわけなのかよく解わからないが、至し近きん距きよ離りからレーザーめいた視線を照射されれば高速で顔を上下させるしかない。最後に鼻からふんすと排はい気きしたアスナは、俺の肩かたから手を離はなすと勢いよく振り向き、ライティングデスクに向かった。卓たく上じようの鍵かぎを鷲わし摑づかみにして、足早に戻もどってくる。

「これがキーアイテムなのね？」

　視界左側でクエストログが更こう新しんされたのを確かく認にんしながら、俺は「うん」と頷うなずいた。

「で、これでどこの扉とびらを開けるの？」

「さあ」

「さあって……」

「それを知ってるのは、黄金のキューブを持ち出してどこかに隠かくし、鍵かぎをこの机に置いた人間だけさ」

「……つまり、その人を探さなきゃいけないわけね……」

　一いつ瞬しゆんげんなりした顔になったものの、すぐに軽く気合いを入れ直すと、アスナはウインドウを開いた。ストレージに鍵かぎを収納し、ついでに時間を確認する。

「うわ、もう九時過ぎじゃない。続きは明日ね」

「そうだな……と言いたいとこだけど……」

　俺はどこまでネタバレするべきか考えながら、慎しん重ちように言葉を繫つなげた。

「……ええと、このあとちょっとびっくりすることが起きると思うけど、大前提として命の危険はない……つまりＨＰは一いつ切さい減らないから、落ち着いて対処してくれ」

「は、はあ？　何よそれ……何が起きるの？」

「そこを言っちゃうと、映画のおいしいとこを全バラシするようなもんなんだよな……ジェットコースターに乗ったつもりで楽しめばいいよ」

「そんなこと言われたら楽しめないわよ……」

　ぶつぶつ言いながらアスナは周囲を見回すが、壁かべと戸と棚だなに挟はさまれた通路には何の異変もない。やがて腹を括くくったらしく、ウインドウを消すと再び俺の肩かたに触ふれ、ぐるりと振り向かせる。

「キリト君が前歩いて」

「りょーかい」

　この先の展開に隊列の順番など関係ないことを知っている俺は、にやにやしそうになるのを堪こらえながら頷うなずき、来し方へと戻もどり始はじめた。迷めい路ろのような通路を歩き、何ごともなくドアまで辿たどり着つく。扉とびらを開けて薄うす暗ぐらい廊ろう下かに出ると、背後のアスナの緊きん張ちようした面おも持もちをちらりと見てから、遠く離はなれた玄げん関かんへと向かう。

　左の壁かべに並ぶ、探たん索さく済ずみの扉とびらの前を次々と通り過ぎていくと、左手で掲かかげたランタンの光が廊ろう下かの先の玄げん関かんホールに届く。ホールはそれだけで六畳じよう間まほどの広さがあるので、廊ろう下かからでは隅すみ々ずみまで照らせない。安全が担保されているとはいえ──そしてこれが二回目だとはいえ、さすがに俺もいくらかの緊きん張ちようを感じながらホールに足を踏ふみ入いれる。途と端たん。

　ぶしゅーっ！　という音が響ひびき、足あし許もとから毒々しい緑色の煙けむりが湧わき上あがって視界を遮さえぎった。

　こういう毒どく霧ぎりトラップは、素す早ばやく呼吸を止めれば回かい避ひできる場合もあるのだが、これはイベントなのでその手は通用しない。背後のアスナが悲鳴を上げるので、落ち着かせるべく右手を伸ばし、こちらに突き出された手を摑つかむ。煙けむりはたちまち顔の高さにまで達し、鼻につんとくる匂においを感じたその瞬しゆん間かん、両足から力が抜けて俺とアスナは床ゆかに崩くずれ落おちる。

　視界左上に二つ並ぶＨＰバーは、煙けむりと同色の枠わくで囲まれている。麻ま痺ひ状態……しかし通常の麻ま痺ひなら右手だけはゆっくりとだが動かせるのに、いまは全身がまるで言うことを聞かないし、声すらも出せない。幸い皮ひ膚ふ感覚だけは残っているので、ぎりぎり繫つながれたままの手を通して、心配するなと念じかける。

　毒の煙けむりは三十秒ほどで噓うそのように消え去り、床に転がるランタンの光の中に煙けむりの発生源が現れた。側面に解わかりやすいドクロマークが描えがかれた小さな壺つぼだ。続いて、二種類の足音が響ひびく。

　玄げん関かんホールの片かた隅すみから姿を現したのは、お揃そろいのフードつきマントを着き込こんだ小男と大男──男だと解わかるのは俺が彼らの正体を知っているからだ──だった。目ま深ぶかに下ろされたフードの中には、顔全体を覆おおう奇き怪かいな革マスクを装着している。

　大男はホールの中央で立ち止まったが、小男はそのまま俺たちに近づいてくると、床の壺つぼを拾い上げた。それをマントの中に仕し舞まってから、おもむろにフードを外し、防毒効果があるらしき革マスクを取る。

「…………!!」

　と、アスナが驚おどろきの吐と息いきを漏もらすのが聞こえた。

　ランタンの黄色い光に照らし出されたのは、こけた頰ほおと禿はげかけた額に立派な顎あご髭ひげがアンバランスな、スタキオン領主サイロンの顔。

「いやいや……驚おどろきましたよ、剣士どの。こんなに早く、パイサーグルスの隠かくれ家がを見つけてくれるとは。私も長年探し続けていたんですがね……まさかスタキオンではなくスリバスにあったなんて、考えもしませんでした」

　わざとらしく頭を振り、倒たおれる俺たちの後方に延びる廊ろう下かを見やる。

「パイサーグルスがひた隠しにしてきたパズルの秘法も気になりますが……いまはまず、こちらからですね」

　先せん端たんが反り上がった靴くつを鳴らして俺の横を通り過ぎ、アスナに向けて右手を伸ばす。するといかなる手品か、あるいはシナリオの都合か、ストレージに収納されたはずの金色の鍵かぎが手の中に出現する。それを仔し細さいに検分しながら、深々とため息。

「はあ……ここでキューブが見つかることを期待していたんですがね……。──しかし、この鍵かぎを使うべき扉とびらには心当たりがあります。探し物は、きっとそこで見つかりますよ」

　憂ゆう鬱うつそうな表情から一転、人の好よさそうな笑えみを浮うかべたサイロンは、アスナから奪うばった鍵かぎもマントの中に仕し舞まい込こみ、その手で長い髭ひげをしごいた。

「本当にいい仕事をしてくれました、剣士どの。ここでお別れです……と言いたいところですが、あなた方にはもう一仕事して頂かねばなりません。申し訳ないですが、ご同行願いますよ……」

　左手を伸ばし、ぱちっと指を鳴らす。すると、いままで黙だまって立っていた革かわマスクの大男が歩み寄ってきて、マントの中から巨きよ大だいな布袋を引っ張り出す。

　無言のまましゃがみ込み、異様に太い右みぎ腕うでで俺の襟えり首くびを摑つかむと、軽々と引っ張り上げて布袋に放ほうり込こむ。これもすでに体験済みの展開だが、ベータテストの時は、俺はこのクエストを一人でクリアした。二人パーティーの時は、布袋が二つ出てくるのか、それとも──。

　と考えたその時、袋の口が再び開き、暫ざん定ていパートナーが俺の上に落下してきた。「むぎゅっ」とでも言うべき場面なのだろうが、残念ながらまだ声が出ない。アスナとしても不本意な状じよう況きようだろうが、ここはクリア経験値のために我が慢まんして貰もらうしかない。

　アスナの肩かた越ごしに見える袋の口から、大男が中を覗のぞき込こんだ。直後、口が縛しばられて何も見えなくなる。

　ぐいっと持ち上げられ、大男に背負われる感覚。ごつごつ響ひびく足音に、規則正しい揺ゆれが重なる。ドアが開き、閉まる音。分厚い麻あさ布ぬのを通して、川のせせらぎやＮＰＣ楽団のＢＧＭがかすかに届いてくる。

　スリバスの町ではいまも、多くのプレイヤーが食事や買い物を楽しんでいるはずだ。その中を袋ふくろ詰づめで拉ら致ちされていくのだから、クエストとしてはなかなか挑ちよう戦せん的てきな設定である。俺たち二人を入れた袋でさえ相当な大きさだろうに、もしこれが六人パーティーだったらどうするつもりなのか……などと考えていると、少し大きめな衝しよう撃げきとともに揺ゆれが止まった。すぐ近くでブルル、ブルルと聞こえるのは馬の呼吸音──荷馬車に載のせられたのだ。

　大男とサイロンも荷台に乗ったのだろう、再び馬車が揺ゆれ、鞭むちの音が聞こえた。カッポカッポという蹄ひづめの音、ガラガラと車輪が鳴る音。荷馬車は川沿いの道をゆっくりと走り始める。

　相変わらず麻ま痺ひ状態で体は動かせないし声も出せないが、スタキオンまでタクシーで運んでもらえると思えば我が慢まんできる範はん囲いだ。問題は俺の上に乗っかったままのアスナが何を考えているのかさっぱり解わからないことで、恐おそらく解放された直後に「どうなるか先に言いなさいよ！」と怒ど鳴なられてしまうだろうが、クエスト中ちゆう盤ばんのクライマックスシーンをネタバレなしで楽しんでほしいという俺の気配りが伝わっていると、いまは信じるしかない。

　馬車は数分で町を出て、車輪の下の道路が石いし畳だたみから土へと変わる。スタキオンまでは約一・五キロ、モンスターには襲おそわれないので五分足らずの道のりだ。当然、主街区に着いてからもイベントが続くので、一段落して自由を取とり戻もどせるのは三十分後くらいだろう。このぶんだと、今夜はスリバスではなくスタキオンで宿を取ることになりそうだ──……

「ブヒヒィィン!!」

　突とつ然ぜん、激しいいななきとともに馬車が乱暴に止まり、俺は唯ゆい一いつ動かせる両目をいっぱいに見開いた。しかし、袋の外で何が起きたのかを知る術すべはない。

「何者だ！　私はスタキオンの領主、サイロンであるぞ！」

　すぐ近くでサイロンの叫さけび声ごえ。金属が打ち合わされる音がそれに続く。

　再び馬が激しくいななき、荷台が大きく傾かたむいた。うわっ！　と叫さけびたいが声を出せないまま、俺とアスナは袋ごとごろごろ転がり、短い草の生えた地面に落下する。その弾はずみで袋の口が開き、少しばかり視界が開ける。

　荷馬車の上では、サイロンと黒フードの賊ぞくが剣を交え、少し離はなれた場所ではまだ革かわマスクをつけたままの大男と、同じ格好の賊ぞくが戦っている。サイロンたちのカラーカーソルは黄色、二人の賊ぞくはオレンジ色だ。

　ベータテストの時は、この場面でこんなイベントは起きなかった。正式サービスでクエストの展開が変わるのはさほど珍めずらしいことではないが、ここからは俺の知識があてにならないということでもある。麻ま痺ひが解けないうちはこのまま見ているしかないのだろうが、もし動けるようになったら、俺たちはサイロンと賊ぞくのどちらに加勢すべきなのか──あるいは一目散に逃げればいいのか……。

「────!!」

　動けないはずのアスナの体が強こわ張ばり、鋭するどい呼吸音が聞こえた気がした。

　直後、遅おそまきながら俺も気付いた。

　いままで俺たちは、敵対ＮＰＣ扱あつかいのフォレストエルフと何度も戦ってきた。彼らのカラーカーソルは、モンスターと同じ赤色だった。しかしいまサイロンたちと戦っている黒フードの賊ぞくは、オレンジ色のカーソルを持っている。いわゆる犯罪者カラー。

　あの二人は、ＮＰＣではない。プレイヤーだ。

　俺がそう確信したのとほぼ同時に、荷台で戦っている賊ぞくがソードスキルを繰くり出だし、サイロンを容よう赦しやなく斬きり伏ふせた。勢いで黒革のフードが外れ、隠かくれていた顔が露あらわになった。

　青白い月光に照らされるのは、縁ふちが解ほぐれたようになった銀色のチェインコイフと、その奥おくの口くち許もとに刻まれた大きなニヤニヤ笑い。

　俺は、あの顔を知っている。いまは剣を握にぎっているが見み間ま違ちがえることは有り得ない。三層で俺にデュエルＰＫを仕し掛かけ、殺そうとした斧おの使つかい──。

　モルテ。

　サイロンが使った麻ま痺ひ毒どくはあくまでアバターを動けなくするだけで、思考能力には何の影えい響きようも及およぼさないはずなのに、俺はしばらく何も考えられなかった。

　やがて、断だん片ぺん的てきな疑問とそれへの答えが、泡あわのように浮うき上あがっては弾はじける。




　──モルテと仲間は、いったい何をしているんだ？

　……決まってる。俺とアスナをサイロンから助けようとしているわけではなくその逆、麻ま痺ひ状態を利用して俺たちを殺すつもりだ。




　──なら、モルテたちは、どうして俺たちが麻ま痺ひさせられていることを、この時間にこの場所を通ることを知っている？

　……ずっと尾び行こうされていた？　いや、違ちがう。モルテは俺と同じ元ベータテスターだ。ならばこの《スタキオンの呪のろい》クエストの展開を知っていても不思議はないし、パイサーグルスの隠かくれ家がを監かん視ししていればいずれ俺とアスナが現れるであろうことも予測できたはずだ。




　──どうすれば、この状じよう況きようから逃のがれられる？

　………………。




　三つ目の問いへの答えは、いくら待っても浮うかんでこなかった。

　フィールドで進行する他プレイヤーのイベントの邪じや魔まをすることは、システム的には充じゆう分ぶんに可能だし、ＳＡＯ以前にプレイしていたゲームでなら経験がある。しかし俺は、今日ここでこの事態が発生する可能性を考えすらもしていなかったのだ。

　馬車の荷台に倒たおれ込こんだ領主サイロンは、剣を取り落とした右手を襲しゆう撃げき者しやに向けて掲かかげ、叫さけんだ。

「領主殺しは大罪だぞ！　貴様らは二度とスタキオンの、いやあらゆる街の門をくぐることはできなくなるぞ！」

　その台詞せりふは最初からサイロンの会話パターンに用意されていたものなのか、それとも予定外の死に瀕ひんして彼自じ身しんの中から出てきたのか。どちらにせよモルテには何の感かん慨がいも与あたえなかったらしく、斧おの使つかいはニヤニヤ笑いを消さないまま荷台の上を二歩進み、《クイックチェンジ》で剣を肉厚の片かた手て斧おのに持もち替かえると、サイロンの頭上に容よう赦しやなく振り下ろした。

【Ｃｙｌｏｎ】の名前が表示されたＨＰバーがゼロになり、スタキオンの現領主は右手を突き出した格好のままゆっくりと仰のけ反ぞると、荷台から転げ落ちた。同じく地面に横たわる俺たちの足あし許もとでバウンドした体が不自然に静止し、直後、無数の青い細さい片へんとなって砕くだけ散ちる。

　さすがに領主と言うべきか、幾いくつものアイテムに混じって大量の金貨や銀貨がドロップし、賑にぎやかな音を立てて地面に散らばった。犯罪者オレンジカラー化にそこそこ釣つり合あう利益だろうが、モルテはそれらには目もくれず、荷台の上からじっと俺たちを見下ろした。目め許もとはコイフに隠かくれて見えないが、薄うすい唇くちびるに滲にじむ笑えみが深くなる。

　その時、馬車の向こう側で大男の相手をしているもう一人の黒フードが、甲かん高だかい声でモルテを呼んだ。

「おい、ジジイが片付いたんならこっちを手伝ってくれよ！　このデカブツ、けっこうレベル高たけェよ！」

　視線を限界まで動かすと、鋲びようつきの革帯を巻きつけた巨きよ大だいな拳こぶしを振ふり回まわす大男と、その周囲を俊しゆん敏びんに跳び回る黒フードの姿がなんとか視し認にんできた。右手に握にぎられた武器は細身のダガー、五層の地下墓地三階でモルテと密会していた男に違ちがいない。この二人が現れたということは、ＰＫ集団のボス──花火大会の最中に俺を殺そうとした黒ポンチョの男も近くにいる可能性があるが、いまのところ気配は感じられない。

　ダガー使いは大男のパンチをかいくぐりながら器用に反はん撃げきを重ねるが、踏ふみ込こみが浅いのでなかなかダメージを与あたえられないようだ。この状じよう況きようでは、俺たちを袋ふくろ詰づめにしたあの大男に希望を託たくすしかない。モルテが加勢してもなんとか数分間持ちこたえてくれれば、俺とアスナの麻ま痺ひが解ける可能性がある。

　しかし──。

「すみませんね、自分忙いそがしいんですよ。そいつ、倒たおせないなら森の奥おくまでプルして、そこで撒まいちゃってくださいー」

　モルテは冷静にそう指示すると、再び顔を俺たちに向けた。後方でダガー使いが不満の声を上げるが、集団内での序列はモルテのほうが高いのだろう。「おらデカブツ、こっちだ！」と叫さけび、道の南側に広がる深い森に駆かけ込こんでいく。革マスクの大男はくぐもった怒いかりの声を漏もらし、どすどすと追いかける。

　二種類の足音が消えると、耳が痛いほどの静せい寂じやくが訪おとずれた。夜の森に満ちているはずの虫の音やフクロウの鳴き声も、なぜかまったく聞こえない。

　静けさの中、軽かろやかな足音が響ひびく。モルテが荷台から飛び降りたのだ。サイロンを殺した斧を肩かたに載せ、地面に散らばるコインを無造作に踏ふみながら、横向きに倒たおれる俺とアスナに近づいてくる。

「……いやぁ、待ちましたよー、キリトさん。領主クエは受けるだろうと思ってたんですが、さすがに最初からずっと尾び行こうし続つづける自信はなかったですからねー。パイ何とかさんの隠かくれ家がが見える宿屋で、昨日の夜からずーっと見張ってたんですよー……っと、いかんいかん」

　ニヤニヤ笑いを苦く笑しように変え、斧の背でコイフの側面をかりかり擦こする。

「喋しやべりすぎなのを何とかしろっていつもヘッドに言われてるんですけどねー、こればっかりはなかなか直りませんよねー。でも、のんびり喋しやべってるあいだにお二人の麻ま痺ひが解けちゃったら激サックなんてもんじゃないですからねー、残念ですけどそろそろお別れですよぉー」

　ひゅんっ、と音をさせて手の中で斧を回転させ、握にぎり直なおすと、モルテは再び歩き始めた。

　まさにその時、俺とアスナのＨＰバーを囲む緑色の枠わくが点てん滅めつし始はじめた。デバフが解除されるまであと三十秒……だが、動けないプレイヤーを殺すだけなら、一人五秒あれば充じゆう分ぶんだ。

　俺に背中を向ける格好で横たわるアスナの顔は、相変わらず見えない。言葉を掛かけることも、手を握にぎることもできない。

　この状じよう況きようを招いたのは、俺の不注意だ。完全に無力な麻ま痺ひ状態のまま圏けん外がいを移動することは解わかっていたのだから、そこをＰＫに襲しゆう撃げきされる可能性があることに気付くべきだった。俺が気付けずとも、たかがネタバレを気にして先の展開を内ない緒しよにしたりしなければ、明めい敏びんなアスナなら危険を察知できたかもしれない。

　せめてアスナだけは、俺の命に代えてもこの死地から逃がさなくては。

　ざく、ざくとブーツの音が近づいてくる。しかしまだデバフは消えない。心臓が激しく脈打つ。この感覚は仮想のものではない。いまごろ現実世界で横わたる俺の肉体でも、脈みやく拍はくが急きゆう上じよう昇しようしているはずだ。思考が圧縮され、相対的に引き延ばされていく時間の中で、俺はあらゆる手段を模も索さくする。

　視界に存在するのは、アスナの栗くり色いろの髪と緑色の草、藍あい色いろの森……そして死んだサイロンがドロップした色々なアイテム。金貨、銀貨、謎なぞの革袋、そこそこ高級そうな片手剣、革マスク、鉄の鍵かぎ、黄金の鍵かぎ、小さな壺つぼ、先が反り上がった靴くつ。

　瞬しゆん間かん、かすかな可能性が稲いな妻ずまのように脳のう裏りに閃ひらめく。

　いまの俺は、手も足も動かせない。それでも、できることが二つだけある。

　一つは見ること。そしてもう一つは──呼吸。

　モルテが、横向きに倒たおれる俺の背中からわずか五十センチ離はなれた場所で立ち止まった。もう視界からは外れているが、地面に黒々と落ちる影かげが、無言で片かた手て斧おのを高々と振りかぶる。

　その刹せつ那な、俺は肺いっぱいに吸い込んだ空気を、すぼめた口から思いきり吹ふき出だした。

　狙ねらったのは、約一メートル離はなれた場所に直立する小さな壺つぼ。側面にドクロマークが描えがかれたそれは、サイロンが俺とアスナを麻ま痺ひさせるのに使ったものだ。恐おそらくドロップした時に状態がリセットされたのだろう、空ではなく上に同素材の蓋ふたが載っている。

　壺つぼは高さ五、六センチしかないし、この世界では呼気の勢いは誇こ張ちようされているが──四層で世話になった《浮うき輪わの実》を、わずかひと息で膨ふくらませられるように──、息だけで倒たおせるかは微び妙みようなところだった。しかし驚おどろいたことに、俺が息を吹ふいたのと完全に重なるタイミングで、新たな空気の流れが壺つぼへと向かった。アスナもまったく同じことを考え、同じアクションを行ったのだ。

　二人分の呼気を側面に受けた小こ壺つぼは、ぐらりと奥おくに傾かたむいて、いったん戻もどり、再び揺ゆれて──そのまま倒たおれた。載っているだけの蓋ふたが外れて地面に転がり、直後、毒々しい色の煙けむりが猛もう烈れつな勢いで湧わき上あがった。俺は急いで綺き麗れいな空気を胸いっぱいに吸うと、息を止めた。

　煙けむりは瞬しゆん時じに俺たちを吞のみ込こみ、視界が緑色に染まる。舌打ちの音とともに、モルテが飛びすさる気配。ＨＰバーを囲む緑の枠わくの点てん滅めつがますます早くなる。

　アインクラッドでは、二種類のステータスを上げていけば、現実世界では有り得ない腕わん力りよくや素す早ばやさを発揮できる。しかしフルダイブ型のＶＲＭＭＯであるがゆえに、生身の体に依い存ぞんするスペックもわずかながら存在する。

　その一つが肺活量だ。たとえば頭まで水に沈しずむと《溺おぼれ》状態と判定されるが、呼吸を止めていられるあいだはＨＰは減らない。当然その呼吸はアバターだけではなく生身の体のそれでもあるので、現実世界で肺活量が多いプレイヤーほど長く水中で活動できるわけだ。同じ理り屈くつが、水中だけでなく毒の煙けむりにも適用される。

　小学校でも中学校でも大して運動などしなかった俺は、肺活量にさほど自信があるわけではないが、隠かくれ家がでサイロンが壺つぼを使った時はわずか三十秒で煙けむりが消えたのでさすがにそれまでは息を止めていられるはずだ。問題は、それまでに麻ま痺ひが解けるかどうか……そしてモルテが三十秒遠ざかっていてくれるかどうか。

　毒どく煙えんの発生から五秒……六秒……七秒が経過したところで、ＨＰバーを囲む枠わくとデバフアイコンが消えた。瞬しゆん時じに全身の感覚が戻もどり、俺は左手で体を起こしながら右手を剣の柄つかに伸ばした。

　直後、緑の煙えん幕まくを突つき破やぶって、斧おの使つかいが猛もう然ぜんと飛びかかってきた。

　濃のう密みつな毒どく煙えんの中では、敵の姿はぼんやりとした影かげにしか見えない。それはモルテにとっても同じはずなのに、煙けむりを割って繰くり出だされた一いち撃げきは正確に俺の頭を狙ねらっている。

　唸うなりを上げて降ってくる斧おの頭がしらを、剣でただ受けても重さと勢いに負ける。しかししゃがんだ体勢から斬ざん撃げきを放つ余よ裕ゆうはもうない。やむなく抜いた直後の剣に左手をあてがい、ツーハンドブロックでガードする。

　モルテの斧はソード・オブ・イヴェンタイドの側面を激しく打うち据すえ、煙けむりの中でも目を灼やくほど眩まぶしい火花を散らした。予想以上の衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん折れるのではと危き惧ぐしたが、ヨフィリス家伝来の剣は苛か烈れつな一いち撃げきに耐たえ、反動でモルテをわずかによろめかせた。

「…………!!」

　無音の気合いとともに体を起こしながら、左手で体術スキルの基本技わざ《閃セン打ダ》を繰くり出だす。赤いエフェクトを帯びた拳こぶしを、モルテは折り曲げた右みぎ腕うででガードしたが、威い力りよくを殺しきれずに体がぐらりと傾かたむく。同時に俺も技ぎ後ご硬こう直ちよくを課せられるが、閃打のそれは俺が知る全てのソードスキルの中で最も短い。コンマ数秒で硬こう直ちよくが解けた時にはまだ、モルテは姿勢を立て直せずにいる。

　敵の右半身は頑がん丈じようそうな斧でガードされているが、左半身は無防備だ。そこに渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込こむべく、片かた手て剣けんソードスキル《ホリゾンタル》を発動────

　いや、待て。

　三層の森エルフ野営地そばで戦った時も、モルテはクイックチェンジで剣を斧に持もち替かえた。しかしあの時は、斧と同時にラウンドシールドも出現したはずだ。しかしいま、モルテは左手に何も持っていない。スタイルを変へん更こうした？　何のために？

　左手が空だと思わせるためだ。

「っ!!」

　歯を食くい縛しばり、俺は発動する寸前だったソードスキルを停止させ、剣を引ひき戻もどした。同時にモルテの左手が、手首のスナップだけで何かを俺の顔めがけて投とう擲てきした。

　毒どく煙えんを貫つらぬいて飛来した何かを、俺は辛からくも剣で弾はじいた。キィン！　という金属音と手応えから、正体を推測する。投ピげツ針ク──恐おそらくは毒付き。

　俺が剣を引いたわずかな時間で体勢を回復させたモルテは、しかし反はん撃げきではなく後退を選んだ。大きくバックジャンプする影かげを、再度の投とう擲てきに備えながら追いかける。五歩で毒どく煙えんから脱だつ出しゆつできたので、詰つめていた息を吐はき、新しん鮮せんな空気を深々と吸い込む。

　五メートルほど前方で、モルテも同様に息を継つぐと、コイフの下で大きな笑えみを浮うかべた。

「あはぁ……さすがキリトさん、いまのをガードしますかー」

「そっちこそ、毒付きピックなんていう物ぶつ騒そうなレアアイテム、どこで拾ったんだよ」

　ソード・オブ・イヴェンタイドの磨みがき抜ぬかれた刀身に背後の光景を映しながら、モルテに問いかける。アスナも俺と同時に麻ま痺ひが解けたのに、まだ緑色の煙けむりから出てこない。ＨＰバーのデバフ枠わくは消えているので、再び毒を吸い込んでしまったわけではないはずだが、何か動けない理由があるのだろうか。

「いやー、ソレ教えたらキリトさんも取りに行っちゃうでしょー。コレ、意外と便利なんですよぉー」

　なおもニヤニヤ笑いながら、モルテは左手を動かし、ベルトから新たなピックを抜いた。

　俺とアスナが麻ま痺ひイベントを利用されて危あやうく死にかけたように、ＳＡＯでは毒──ことに麻ま痺ひ毒どくは凄すさまじく強力な武器だ。ゆえにプレイヤーが容易たやすくその恩おん恵けいに与あずかることはできず、調合スキルで高レベル麻ま痺ひ毒どくを作ること自体困難なうえに、それをただ手持ちの武器に塗ぬっただけでは効果を発揮できない。毒の効果を持たせるためには、武器そのものに激レアな《毒性トキシテイ》特殊効果アトリビユートが必ひつ須すなのだが、俺はいままで毒性つきの武器を拾ったことはおろか、見たことさえない。五層の古城に姿を現した黒ポンチョの男──モルテたちの親玉は、俺に突つき付つけたナイフにレベル５麻ま痺ひ毒どくとレベル５ダメージ毒が塗ぬってあると言っていたが、あれは後にブラフだと判明した。

　しかしいまモルテが左手の指に挟はさんでいる長さ十センチ弱の投ピげツ針クは、月明かりの下で油っぽく輝かがやいている。使い慣れた盾たてを外してまで──そしてイレギュラー装備状態でソードスキルが発動できなくなる制約を甘かん受じゆしてまで奇き襲しゆうに使ったのだから、本物の毒武器と見て間ま違ちがいあるまい。どんな毒が塗ぬってあるにせよ、絶対に刺されるわけにはいかない。

　幸い、ピックは基本的に使い捨ての武器で、ショップ品もドロップ品も三本ワンセット。さっきモルテが投げた一本は森のどこかに飛んでいってしまったので、残りは二本。それを凌しのげば、今度はこちらが有利になる。

　ニヤニヤ笑いを薄うすれさせたモルテが、右手の斧を前に出し、左手をその陰かげに隠かくす。どこから投げてきても跳はね返かえせるように、俺も剣を中段に構える。

　背後の毒どく煙えんはまだ消えない。サイロンが俺たちを麻ま痺ひさせた時はわずか三十秒で消えたので今度もそうだろうと思っていたのだが、もしかしたらイベント中は効果時間が短縮されていて、ドロップした毒どく壺つぼをプレイヤーが使った場合はもっと長持ちするのだろうか。だとすると、仮に二分、いや一分だったとしても、アスナの息が持つかどうかは微び妙みようだ。もう麻ま痺ひは切れているのに、なぜ煙けむりから出てこないのか……。

　本格的に不安になってきたその時、毒どく煙えんの更さらに後方で、甲かん高だかい声が響ひびいた。

「うひー、やぁっと撒まいたぜー。おーい、そっちは片付いたかぁー？」

　ＮＰＣの大男を森にプルしていった二人目の黒フードが、予想より早く戻もどってきたようだ。奥おく歯ばを嚙かみ締しめる俺と対照的に、モルテが再び口角を上げる。もしアスナに何らかのトラブルが起きて動けないなら、彼女を守りながら二対一で戦わなければならない。いや、最優先すべきはアスナの命なのだから、いざとなったら俺が捨て石になっても暫ざん定ていパートナーを逃がさなくては。

　バックミラー代わりの刀身の中に、毒どく煙えんを大きく迂う回かいした黒フードの姿が映し出された。

「……ンだよ、まだ生きてんじゃん。つーかこのケムリ何なんだよ？　こんなん使う計画じゃなかっただろ？」

「自分じゃないですよぉー、ＮＰＣからドロップした毒アイテムをキリトさんに使われちゃいました、あははー」

　モルテの返事に、黒フード二号は盛せい大だいな舌打ちを鳴らした。

「めんどくせーなぁ。……でもまあ、オレがトドメ刺せんのは逆にラッキーかぁ？　五層でシルバリック・レイピアぱくられた恨うらみ、忘れてねーかんな。おい、女はどこだよ？」

「まだ煙けむりの中で麻ま痺ひしてるっぽいですよー」

「よっしゃ、そんじゃそのビーター様からぶっ殺そうぜ」

　そう言い放った二号が、腰こしから黒光りするダガーを引き抜いた。

　二人が前後で喋しやべるあいだ無言を保った俺だったが、正直なところ、二号がアスナに言げん及きゆうした瞬しゆん間かんに血が沸ふつ騰とうするような感覚に襲おそわれ、もう少しでこちらから斬きり掛かかってしまうところだった。しかしモルテに背を向けた途と端たんピックが飛んでくることは確実だ。ダークエルフ野営地で強化した《コート・オブ・ミッドナイト》は、一層ボスのＬＡボーナスながらこの六層でもまだまだ使えるスペックを持っているが、非金属防具に共通する弱点として貫かん通つう属性の攻こう撃げきに弱い。弓矢が存在しないアインクラッドではマイナー属性なれど、長モノのスピアやランス、片手モノのエストックやスティレットに並んで、投げモノのピックも立派な貫通武器なのだ。

　全力のラッシュでまずモルテを無力化し、続いてダガー使いを倒たおす。この場を切きり抜ぬける方法はそれしかないが、三層での戦いから更さらに対人戦の腕うでを磨みがいているであろう斧おの使つかいを強ごう引いんに押おし切きれるだろうか。そして仮に技術とステータスがそれを許しても、俺自じ身しんが最後の一線を越こえられるか──。

　現実世界と違ちがって、ＳＡＯではＨＰバーが一ドットでも残っていれば、瀕ひん死し状態でも動けるし、戦える。だから、毒や罠わなを使わずに無力化するならＨＰをゼロにする……つまり殺すしかない。

　モルテとダガー使いは、ＮＰＣのサイロンと手下の大男を攻こう撃げきしたせいで、カラーカーソルが犯罪者を示すオレンジ色になっている。グリーンの俺は彼らを攻こう撃げきしてもオレンジにはならないのでペナルティの心配はないが、それはあくまでシステムの話だ。現在のＳＡＯは脱だつ出しゆつ不可能のデスゲームであり、ＨＰがゼロになった瞬しゆん間かんにナーヴギアが高出力のマイクロウェーブでプレイヤーの脳を破は壊かいする。つまり俺がモルテたちを殺せば、現実世界のどこかにいる生身の彼らをも殺すことになるのだ。

　ＰＫという名の殺人。俺にそれができるのか。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを、悪あく魔ま的てきな直感で見み抜ぬいたかのように。

「シャッ！」

　鋭するどい気合いとともに、モルテが動いた。

　先手を取られた俺は、ダガー使いを視界に捉とらえ続つづけておくために、大きく左にジャンプした。しかしそれすらも予測していたのか、モルテが俺の進行方向に鋭く踏ふみ込こみ、斧で横よこ薙なぎの一いち撃げきを繰くり出だす。

　左手に毒針を持っているあいだは両手装備状態と見なされ、ソードスキルを発動することはできない。しかしモルテの片かた手て斧おのは、通常攻こう撃げきでもあなどれない威い力りよくを秘めている。重さと頑がん丈じようさが売りのアニール・ブレードと違ちがって、鋭いが軽量なソード・オブ・イヴェンタイドでは、下手なガードは崩くずされてしまう可能性がある。

　着地と同時に思いきりスウェーバックした俺の首くび許もとを、分厚い刃やいばが唸うなりながら通り過ぎた。渾こん身しんの斬ざん撃げきを透すかされたモルテは俺に背中を向ける格好になり、こちらも不十分な姿勢ながら反はん撃げきを入れることは可能と思えたが、右側からは黒フード二号がダガーを構えてダッシュしてくる。オープンスペースで前後から挟はさまれたら、いずれは毒針を刺されてしまう。まずは二人を道の北側の森まで引き込み、太い樹きを背負って戦える状じよう況きようを作るのが先決だ。

　そう考えた俺は、再びジャンプするべく膝ひざを折った。

　その時──。

　二号の背後に漂ただよう緑色の煙えん霧むが、中央から引ひき裂さかれるように割れた。

　飛び出してきたのは、濃こい赤色のフーデッド・ケープをなびかせ、右手に白銀のレイピアを携たずさえた細さい剣けん使つかい。その顔は、怪かい物ぶつのお面を思わせるデザインの革マスクに覆おおわれている。パイサーグルスの隠かくれ家がでサイロンが使い、死んだ時にドロップした防毒マスク──アスナはあれを装着していたから、新たに発生した煙けむりの中に一分以上も留とどまれたのだ。

　こちらに背中を向けて重い斧を斬きり返かえそうとしているモルテも、俺めがけて猛もう然ぜんと突っ込んでくる黒フード二号も、まだアスナに気付いていない。いまなら二号の無防備な背中に、先制のソードスキルを叩たたき込こめる。

　しかし問題は、本物の──デュエルではなく殺し合いの対人戦を経験したことのないアスナにそれができるかだ。発動時に一いつ瞬しゆんでも躊躇ためらえばソードスキルはファンブルし、ペナルティ硬こう直ちよく中ちゆうに痛つう烈れつな反はん撃げきを喰くらってしまう。

　息が詰つまるほどの懸け念ねんに襲おそわれながらも、視線をモルテの斧だけに集中させる。俺の表情や気配で二号がバックアタックに気付いてしまったら、アスナの機転と忍にん耐たいが無む駄だになる。いまはパートナーを信じるだけだ。

「シュッ！」

　俺の目の前で、モルテが再び斧を振ふり回まわす。左手に注意しながら、最小限のバックステップで回かい避ひ。俺に斧をガードさせ、その瞬しゆん間かんに毒針を投げるのがモルテの狙ねらいなのだろうから、しばらくはスウェイとステップでしのぐしかない。

　視界の右みぎ端はしでは、凄すさまじいダッシュ力で一気に距きよ離りを詰つめたアスナが、ようやく後方の足音に気付いたのか急制動しようとするダガー使いに向けてレイピアをいっぱいに引ひき絞しぼった。

　鋭するどい剣けん尖せんが、鮮あざやかな朱しゆ色いろに輝かがやく。アスナの右みぎ腕うでと剣が光の流線となって消える。モルテの三撃げき目めに備えながら、パートナーに向けて圧縮された思念を飛ばす。

　──行け、アスナ!!

　ドカカッ！　と重さのある衝しよう撃げき音おんが立て続けに響ひびく。ソードスキル《トライアンギュラー》に背中を直ちよく撃げきされ、ダガー使いのＨＰゲージは一気に三割以上も減少する。

「ぐっ……そ！」

　呻うめき声ごえと罵ののしり声ごえを同時に吐はき出だしたダガー使いは、背中から大量のダメージエフェクトを振りまきながら地面で一回転し、しかし転てん倒とう状態に陥おちいることなく立ち上がると再び叫さけんだ。

「──麻ま痺ひしてねーじゃん！　きたねー真ま似ねしやがって！」

　技ぎ後ご硬こう直ちよくから復帰したアスナは、身勝手すぎる糾きゆう弾だんに耳を貸すことなく、左手で革マスクを外すと草むらに放り捨てた。青白い月光に照らし出された美び貌ぼうはかつてないほど剣けん吞のんな表情を湛たたえていて、更さらに何かを喚わめこうとしたダガー使いが押おし黙だまる。

「──こいつはわたしに任せて。キリト君はモルテを」

　叫さけんだわけでもないのに、静かなその声は十メートル以上も離はなれた俺の耳にも明めい瞭りように届いた。冷れい徹てつな光を宿らせる細さい剣けん使つかいの双そう眸ぼうに一いつ瞬しゆんだけ視線を送り、俺は斧おの使つかいに顔を向けた。

　コイフの下の酷こく薄はくそうな口くち許もとには、もうわずかな笑えみも浮うかんでいない。表情を消した斧おの使つかいが、擦さつ過か音おんの混じる声で囁ささやく。

「あらら……なんだか一気に正念場っぽくなっちゃいましたねー」

「動けない俺たちをイージーに殺す計画だったんだろうけど、あいにくだったな」

「いやいや、まだ解わかりませんよ。毒ピックはあと二本ありますし……ね！」

　そう叫さけぶや、モルテが右手でぶら下げていた斧を垂直に跳はね上あげさせる。反射的に仰のけ反ぞる俺の鼻先を、黒ずんだ刃やいばが猛もう然ぜんと通り過ぎる。

　ガードできないのは厳しいが、モルテの片かた手て斧おの──固有名《ハーシュ・ハチェット》は強化の内訳が重さ＋６と言っていただけあって、振り始めにアバターの重心が一いつ瞬しゆん沈しずむ。ささやかな《起こり》だが意識していれば見み逃のがすことはない。

　無音の攻こう防ぼうを続ける俺とモルテに対して、アスナと黒フード二号の戦せん闘とうは賑にぎやかだった。

　どちらもスピード型だけあって、めまぐるしく閃ひらめくダガーとレイピアが夜の闇やみを無数の火花と金属音で彩いろどる。純じゆん粋すいな速さ比べなら、アスナを上回るプレイヤーは攻こう略りやく集団にもいない……強しいて言えばＡＧＩ極きよくのアルゴがいい勝負をするくらいだと思われるが、やはりノールールの対人戦では、アスナの剣筋はまだ素す直なおすぎるのだろう。フェイントやトリックに慣れた相手となら、拮きつ抗こうしてしまうことは有り得る。

　それでも、俺との練習デュエルですら尻しり込ごみしていたアスナが、本物のＰＫｅｒ相手に全力で戦えるようになっただけで長足の進歩と言うべきだ。パートナーの奮ふん闘とうに応えるためにも、いつまでも逃げに徹てつしているわけにはいかない。

　俺に斧をガードさせるか体勢を崩くずして確実に毒針を撃うち込こめるチャンスを作るべく、モルテは渾こん身しんの斬ざん撃げきを繰くり出だし続つづける。現実世界ならとっくに息が上がってしまっているだろうが、この世界では筋力値の限界を超こえるアクションを行わない限り、隠かくしパラメータの《疲ひ労ろう度ど》が上じよう昇しようすることはない。

　夜の森は視界も悪いし足あし下もとも平へい坦たんではないので、このまま回かい避ひを続けていたらいつか根っこや小石に足を取られてしまうだろう。その前にこちらから状じよう況きようを打開しなくては。

「シッ……ショアッ！」

　モルテが放った横から縦への二連れん撃げきを、小刻みなステップで回かい避ひ。直後、俺は賭かけに出た。

　何かにつまずいたふりをして、がくっと体を傾かたむける。反応したモルテが、

「シャアアアッ！」

　ひときわ鋭するどい気合いとともに斜ななめ右上からハーシュ・ハチェットを叩たたき付つけてくる。いままで俺が後ろに躱かわし続つづけていたからだろう、踏ふみ込こみが深い。

　斧は片手用でも両手用でも強力な武器だが、間合いが充じゆう分ぶんに近ければ──そして度胸と根こん性じようをありったけ絞しぼり出だせれば、構造上の弱点を突くことができる。

「くおっ！」

　叫さけびながら、俺はつまずいたと見せかけた左足に渾こん身しんの力を込め、思い切って前に出た。降ってくる斧おの頭がしらの軌き道どうの内側に潜もぐり込こみ、高く掲かかげた左ひだり前ぜん腕わんで斧の柄えを受ける。

　ドガッ！　と強きよう烈れつな衝しよう撃げきが腕うでから肩かたまで響ひびき、ＨＰバーが五パーセントほど削けずれる。同時に右手の剣で、ソードスキル《スラント》を発動。モルテが毒ピックを投げるべく手首を返した左腕に、青く輝かがやく刀身を叩たたき付つける。

　ピックを取り落とさせられれば上出来、と俺は考えていた。しかし黒エルフの名めい剣けんは、期待以上の切れ味で捨て身の賭かけに応えた。斬ざん撃げきを受けたモルテの左ひだり腕うでが、肘ひじの下から音もなく分ぶん離りし、無数の破は片へんを散らして消しよう滅めつ。握にぎられていたピックが、空むなしく草むらに落ちる。

　部位欠損ダメージ。これで斧おの使つかいは三分経たって欠損状態から回復するまで、左手でピックを投げることはできない。

「アッハ」

　強がりか、あるいはまだ奥おくの手てがあるのか。小さな笑いを漏もらしたモルテは、腕うでの断だん端たんから血液じみた鮮せん紅こう色しよくのパーティクルを零こぼしながら、大きくバックジャンプした。

　俺は基本的に、対人戦では強ごう引いんな追い打ちをしない主義だ。ソードスキルを連発して大ダメージを与あたえようとする時、こちらの隙すきも最大になり、手痛い反はん撃げきを喰くらうことがままあるからだ。

　しかしこの時だけは、俺は技ぎ後ご硬こう直ちよくが解けるやいなや、距きよ離りを取ろうとするモルテを追って思いきり地面を蹴けり飛とばした。どうやら自覚している以上に、アスナを殺そうとしたＰＫたちに……そして麻ま痺ひイベントの危険に気付けなかった自分自身に怒おこっているらしい。

「オオオオッ!!」

　腹の底から雄お叫たけびを迸ほとばしらせ、愛あい剣けんを捻ひねりながら突き上げる。剣けん尖せんからペールブルーの光こう束そくが幾いく筋すじも迸ほとばしり、不可視の推力が背中を押す。低空突とつ進しん技わざ、レイジ・スパイク。

　片かた手て剣けんの熟練度50でアンロックされるこのソードスキルは、初期技わざのスラント、バーチカル、ホリゾンタルに続いて使用可能になる基本的な技わざだ。ゆえに威い力りよくは低いが、高く跳ちよう躍やくして斬きり掛かかるソニック・リープと違ちがって地面近くを一直線に突とつ進しんするので、使い手は当てやすいし狙ねらわれたほうは防ぼう御ぎよしにくい。

　左手を欠損し、両手装備状態が解除されたモルテはもう斧のソードスキルを発動できるが、地を這はうような前ぜん傾けい姿勢で猛もう追ついしてくる俺を見て、瞬しゆん時じにカウンター攻こう撃げきを諦あきらめたようだった。右手の斧をくるりと半回転させ、体の前面をガードする。

　斧の柄えは基本的にただの丸棒なので──中にはトゲや小しよう刃じんが生えているものもあるが──、攻こう撃げき時じは弱点になってしまうが、防ぼう御ぎよ時じは剣と違ちがってどんな受け方をしても破は壊かいされる恐おそれは少ない。そしてモルテの技ぎ倆りようなら、太さ二センチ足らずの柄えで俺の突つき技わざをガードすることは難しくないだろう。

　しかし突とつ進しん技わざは、仮に防がれても相手を大きくノックバックさせられる。ここは反はん撃げきを恐おそれずに渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込こみ、こちらの意思を示すべき場面だ。

「オオッ！」

　最後に短く吼ほえ、斧おの使つかいの胸の真ん中目め掛がけて右手の剣を解き放つ。

「シイッ！」

　鋭するどく息を吐はいたモルテが、薄うす青あおいライトエフェクトの延長線上に斧の柄えをかざす。鋼鉄の棒をへし折るつもりで、俺は剣けん尖せんを突き込む──。

　その時。

　まるで剣自身の意思が働いたかの如ごとく、切っ先がほんの少しだけ右にずれた。絶対的に硬かたいソード・オブ・イヴェンタイドの刀身が、この瞬しゆん間かんだけ生き物めいたしなやかさを得て、体をくねらせて障害物を回かい避ひした……ように感じられた。

　ハーシュ・ハチェットの柄えを一いつ瞬しゆんだけ掠かすめて小さな火花を散らした剣は、瞬しゆん時じに硬こう度どを取とり戻もどし、モルテの胸の正中線から二センチ右……クリティカル・ポイントである心臓の位置に、空そら恐おそろしいほどの正確さで突き刺さった。

　斧おの使つかいが装備しているのは暗あん灰かい色しよくのスケイルアーマーだが、細い体にぴったりフィットする鱗うろこ模様は濡ぬれたような半はん光こう沢たくを放っていて、金属ではなく何かのモンスターの外皮が素材だと思われる。動きやすく騒そう音おんが少ない、ＰＫにとっては最適な鎧よろいなのだろうが、革である以上は貫かん通つう武器や突つき技わざに弱いという特性は俺のロングコートと変わらないはずだ。

　ゆえに、恐おそらく分厚い金きん属ぞく鎧よろいならそこで止まったであろうソード・オブ・イヴェンタイドの鋭えい利りな切っ先は、鱗うろこと鱗うろこの継つぎ目めを切きり裂さき、潜もぐり込こみ…………

　ズカアァァァァン!!　という、この技わざを数え切れないほど使ってきた俺でさえ聞いたことがないほど重く激しい衝しよう撃げき音おんが轟とどろいた。右の掌てのひらから、頭の芯しんを揺ゆさぶるようなバイブレーションが伝わってくる。通常の二倍か三倍とも思える眩まぶしさのライトエフェクトが炸さく裂れつし、視界にブルーのハレーションを引き起こす。

　音、光、手応え。間ま違ちがいない──真クリティカルだ。しかも、弱点クリティカルと同時。

　閃せん光こうが収まった時、俺の剣は、刀身の半分以上がモルテの胸に突き刺さっていた。
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　斧おの使つかいの頭上に浮うかぶオレンジ色のカーソルの中で、ＨＰバーが音もなく減り始める。感覚が加速されているせいか、減少はいつになくスローだが、しかしまったく止まる気配がない。ほぼフル状態だったところから、残り七割、六割、五割さえも切って、バーが黄色い注意色へと変わる。

　幾いくらなんでももう止まるだろうと思ったが、黄色い横線は一定のペースで減り続ける。残り四割、三割五分……三割。ついに赤い警告色に染まったバーは、しかし勢いを落としながらもまだ左ひだり端はしに近づこうとする。

　三層で半減決着モードのデュエルを挑いどまれた時、モルテはまず俺のＨＰを五割ぎりぎりまで削けずり、そこから残りＨＰを一いち撃げきで消し飛ばすという《デュエルＰＫ》を目もく論ろんでいた。しかしあの時は結局、どちらのＨＰバーも五割と少しで踏ふみ留とどまり、黄色くなることさえなかったのだ。

　二割五分……二割三分……減少は続く。いくら弱点に真クリティカルを喰くらったと言っても、最前線クラスのプレイヤーのＨＰが一いち撃げきでここまで減るということが有り得るのか。エルフの剣が深々と突き刺さったモルテの胸からは、血のような光点が脈打ちながら零こぼれ続つづける。その剣を握にぎる右手に、心臓の鼓こ動どうを思わせる震ふるえが伝わってくる。俺と同じく、モルテもまったく動かない。

　俺にも何度か憶おぼえがあるが、あまりにも大きなダメージを喰くらった時は、自分のＨＰバーの減少が止まるまで動くどころか呼吸すらもできなくなる。ベータテストでさえそうだったのに、いまのアインクラッドでは、アバターの死はプレイヤー自身の死とイコールなのだ。もしもこの減少が止まらなければ、モルテは……現実世界の日本のどこかに横たわる生身の彼は、ナーヴギアに脳を焼かれて死ぬ。

　俺は無意識のうちに、視線を真っ赤なＨＰバーから、その下にあるチェインコイフの中へと移した。心臓から流れ出る赤い光が、いままでずっと暗くら闇やみに沈しずんでいたモルテの顔の上半分をかすかに照らし出している。

　初めて見るＰＫｅｒの素す顔がおは、俺より幾いくらか年上だろうがまだ十代と思おぼしき、どこにでもいそうな若者だった。いっぱいに見開かれた両目は、俺の右上の虚こ空くうを……そこに表示された、彼だけに見えるＨＰバーを凝ぎよう視ししている。顔に表情らしい表情はないが、いままで常にニヤニヤ笑いを浮うかべていた唇くちびるだけが、噓うそだろ、とでも言うかのように少しだけ開いている。

　俺も口をわずかに開き、ほぼ唇くちびるの動きだけで、なんでお前はこの世界でＰＫなんかになろうとしたんだ……と問いかけようとした。

　その時。

　甲かん高だかさが極きわまって高周波となった声が、後方から耳に突き刺さった。

「マモル！　その剣を抜けぇぇ────ッ!!」

　瞬しゆん間かん、俺はようやく気付く。

　モルテのＨＰは、複合クリティカルの一いち撃げきだけでここまで減ったわけではない。これは貫かん通つう継けい続ぞくダメージだ。俺の剣が心臓に突き刺さったままなので、ＨＰが血のように流れ出し続けているのだ。

　同時にそれを悟さとったらしいモルテが、「うああっ！」と彼らしからぬ生々しい声で喚わめきながらハーシュ・ハチェットを取り落とし、右手でソード・オブ・イヴェンタイドの刀身を摑つかんだ。

　俺も両手で剣の柄つかを握にぎり、引き抜かれないように根元まで押し込めば、あと五秒もかからずに殺すことができる。

　多分、そうすべきなのだ。この男は、麻ま痺ひイベントに乗じて俺とアスナを殺そうとした。生き延びれば、また同じことをしようとするだろう。俺はもちろん死にたくないし、それ以上にアスナに死んでほしくない。彼女はいつか俺を遥はるかに超こえる剣士となり、攻こう略りやく集団を率いて、このデスゲームをクリアして何千人ものプレイヤーを救うはずの人なのだから。

　アスナの命以上に優先されるものなどない。

　だから俺は、ここで、モルテを────。

「あああっ！　アアアアアア────ッ！」

　再び背後で、もはや人の声とも思えない絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。続けて、急接近してくる足音。

　反射的に俺はモルテの胸に左手を押おし当あて、ソード・オブ・イヴェンタイドを引き抜いた。刀身から真しん紅くのパーティクルを散らしつつ振り向くと、黒フード二号がダガーを振りかざし、一直線に飛びかかってくるところだった。

　更さらに後方ではアスナが追いかけようと走り始めたところだが、二号のダッシュは尋じん常じようではない速さで、到とう底てい間に合わないだろう。俺は剣を構えつつ大きく右にステップし、草地に倒たおれたモルテが右手で三本目の毒針を投げた場合に備えながら、ダガー使いを迎むかえ撃うとうとした。

　しかしモルテは倒たおれたまま動かず、そして黒フード二号もまったく予想外の挙に出た。右手のダガーを、ほとんど狙ねらいもつけずに俺に投げつけてくる。

　ぶんぶん回転しながら飛んでくるダガーを、俺は剣の一振りで叩たたき落おとした。二号は続けて、左手でも何かを投げた。

　それは武器ではなく、直径三センチほどの小さな球体だった。同じものをわずか二十数時間前に見たばかりの俺は、咄とつ嗟さにアスナのほうに走りながら叫さけんだ。

「止まれアスナ、煙えん幕まくだ！」

　直後、背後でボフン！　という音が響ひびく。アスナと合流しつつ振り向くと、夜の闇やみよりなお黒い煙けむりがもうもうと湧わき上あがり、ＰＫｅｒたちを吞のみ込こんでいく。

　それでも、ダガー使いがモルテの右みぎ腕うでを摑つかみ、助け起こす姿がうっすらと見えた。重なったシルエットを濃のう密みつな煙けむりが覆おおい隠かくし、北側の森へと駆かけ込こんでいく足音だけがかすかに響ひびくが、それもやがて聞こえなくなる。視界に残ったオレンジ色のカーソルが、二つ同時に消しよう滅めつする。

　この煙えん幕まくに一いつ切さいのデバフ効果がないことは確かく認にん済ずみだ。だから煙けむりを突つっ切きって追いかければ、二人を──少なくとも瀕ひん死しのモルテだけはとどめを刺せる可能性が高い。

　しかし俺の足は草地に沈しずみ込こまんばかりに重く、アスナも動こうとはしなかった。

　冷たい夜風が木々の梢こずえを鳴らし、ようやく薄うすれ始はじめた緑色の毒どく煙えんと、漆しつ黒こくの煙えん幕まくを吹ふき散ちらしていった。それが収まると、アスナはシバルリック・レイピアを左ひだり腰こしの鞘さやに落とし、ぽつりと呟つぶやくように言った。

「何よ、マモルって……あれさえなければ、追いかけるのを迷ったりしなかったのに」

　確かに、黒フード二号は、貫かん通つうダメージ継けい続ぞく中ちゆうのモルテに「マモル」と呼びかけた。仲間内のニックネームなのか、それとも──という思考を無理やり断たち切きって、剣を背中に戻もどす。

「俺も、あとほんの少しのところでモルテを殺しきれなかった。剣を抜いた時は、二度と同じマネはさせないって決めたはずだったんだけどな……」

「……また来るかな」

　アスナの問いに、少し考えてから頷うなずく。

「来るだろうな。次もまた、こっちが思いも寄らない手段のＰＫを仕し掛かけてくるはずだ……」

　そう口に出した途と端たん、俺は真っ先に言わなければならないことがあるのだと気付き、アスナに向き直った。軽く首を傾かしげるパートナーの顔を〇・三秒見つめ、視線を外し、そのまま深々と頭を下げる。

「すまない、アスナ。拉ら致ちイベント中に麻ま痺ひしたまま圏けん外がいに出ることを俺は知ってたんだから、そこを襲おそわれる可能性があることに気付くべきだった……俺が迂う闊かつだったせいで、アスナを危険に晒さらしてしまった。本当にごめん」

　振ふり返かえってみれば、俺は一層でコンビを組んで以来数え切れないほどアスナを怒おこらせてきた。この層に来てからですら、枕まくらを投げつけられたり脇わき腹ばらを小こ突づかれたりしたことが何度あったか咄とつ嗟さに思い出せないほどだ。しかし今回のミスは桁けたが違ちがう。元ベータテスターの俺が「絶対に安全」などと安やす請うけ合あいしなければ──少なくともイベントの内容をちゃんと説明していれば、先入観のないアスナがＰＫの危険に気付けるチャンスはあったのだから。

　今日のピンチは、俺がビーターであるがゆえに招いたものだと断言できる。そして、これが最後だとは断言できない。

「……たぶん、俺にはアスナとコンビを組み続ける資格が……」

　そこまで言いかけた時、低く垂れた俺の頭の両側に、何か柔やわらかいものが触ふれた。

　アスナの両手だと気付いた瞬しゆん間かん、ぐいっと頭が持ち上げられる。俺を強制的に直立させたアスナは、手を離はなさずに正面から俺を睨にらみ付つける。

「わたしが大っきらいなものを一つ教えてあげる」

「は……はい？」

「お互たがいに相手が心の中で何を考えてるか解わかってるのに、曖あい昧まいで角の立たない言葉を選んで牽けん制せいだの駆かけ引ひきだの探さぐり合あいだのを延々続けることよ。もちろん言葉にするのは大切だけど、大事なことをずばっと簡潔に言えばいい……そうは思わない？」

「え……ええと、何の話なのそれ……？」

　アスナの言わんとすることは解わかるが、この状じよう況きようにどう結びつくのかが解わからず、俺は首を捻ひねろうとした。しかし頭の両側をホールドするアスナの手によって、まっすぐに戻もどされてしまう。

「だからつまり……」

　すうっと深く息を吸うと、アスナは真顔で問うてきた。

「キリト君は、わたしとコンビを解消したいの？」

　どストレートの剛速球が飛んでくれば、俺も本心を吐と露ろするしかない。

「したいかしたくないかで言えば……したくない」

「そう。わたしもしたくないわ……じゃあ、それが結論でいいじゃない」

「………………」

　オットコ前やなー。

　となぜか関西弁で考えながら立たち尽つくす俺の頭を、アスナはわしゃわしゃとかき混ぜてから手を下ろした。

「そうと決まったら、色々することとか話し合うことがあると思うんだけど……真っ先に何をするべき？」

「え、ええと……え～～～～と」

　真冬の夜の森を包む、冷たくも爽さわやかな空気を肺いっぱいに吸い込んで思考をリフレッシュし、俺は周囲を見回した。

　戦せん闘とう中ちゆうに思ったより移動してしまったらしく、土が踏ふみ固かためられた小道は七、八メートルほど南にある。主のいなくなった荷馬車と馬は道路上にそのまま残されていて、どうにかするべきかと思うがどうしていいのか解わからない。そして馬車の周囲には、きらきら光るものが大量に散らばっている。千コル金貨と百コル銀貨──その他、多種多様なアイテム。全て、モルテに殺されたスタキオン領主サイロンの遺品だ。

「…………どうするかはあとで考えるとして、まずはサイロンからドロップしたものを……」

　そこまで言いかけてから、俺は気付いた。

　それより何より、真っ先に確保すべきアイテムがある。視線を荷馬車から近くの草むらに戻もどしながら、パートナーに向けて叫さけぶ。

「アスナは、モルテたちが落としていった斧とダガーを拾っといてくれ！」

　そのまま俺は数メートル走り、密生する下生えに顔を近づけた。確かこの辺りだったはずだ。俺がモルテの斬ざん撃げきをガードし、奴やつの左ひだり腕うでをソードスキルで部位欠損させた場所。あの時モルテは左手に毒ピックを握にぎっていた。その手がポリゴンの破は片へんとなって砕くだけた瞬しゆん間かん、握にぎられていたピックは…………。

「────あっ！」

　小さく声を上げながら草の中に右手を伸ばし、地面に突つき立たっている黒い金属片を慎しん重ちようにつまみ上げる。

　長さは十センチ弱、幅はばは最も太いところでも八ミリほどしかない。断面は六角形だが、緩ゆるく螺ら旋せんを描えがいているので、ほんの少し工具のドリルビットを連想させる。針のように鋭するどい先せん端たんから中間にかけて、螺ら旋せん状じようの溝みぞの内側が油っぽい液体で濡ぬれているように見える。

　プロパティ窓を開いて詳しよう細さいに調べたいのはやまやまだが、このピックの所有・装備権はまだモルテにあり、俺はそれを何とかして奪うばい取とらなくてはならない。奴やつらがどこか安全な場所に落ち着いて《所有アイテム完全オブジェクト化》を行えば、ピックは一いつ瞬しゆんで俺の手て許もとから消えてしまう。いや、モルテの場合はそれすらも必要ないかもしれない。

「キリト君、拾ったよ」

　そう言いながら、右手に片かた手て斧おの、左手にダガーを握にぎったアスナが小走りに戻もどってきた。頷うなずき返かえしながら、俺は脳のう裏りに六層のフィールドモンスター一覧表を展開する。

　いたはずだ。五層の地下墓地に棲せい息そくするネズミ男と同じ習性を持つ、厄やつ介かいな嫌きらわれ者ものが。名前は──確か……。

「……アスナ、周りの森に、《ムリキ・スナッチャー》っていうモンスターがいないか探してくれ」

「ムリキ……？　変な名前ね、スペルは？」

「えーっと、確か……Ｍｕｒｉｑｕｉ、かな」

「ふーん……」

　博覧強記なアスナも、その文字列には憶おぼえがないようだ。ベータテスト終しゆう了りようから正式サービス開始までの二ヶ月のあいだに検けん索さくしておけばよかったと思いながら、まず道路の北側の森に視線を走らせるが、モンスターらしき影かげは見当たらない。

　圏けん外がいフィールドでも道路周辺はモンスターがほとんどポップしない設定になっているのだが、それもプレイヤーが色々とわきまえて、静かにしている場合に限られる。先刻、モルテを助けようとしたダガー使いの常じよう軌きを逸いつした金切り声がモンスターが引き寄せてしまうだろうと思ったのだが、幸い──いや今回だけは残念ながら、シャウトの届く範はん囲いには一匹ぴきもいなかったようだ。

　ならばこっちから森に入はいり込こんで目当てのモンスターを探すしかないが、果たして間に合うかどうか。モルテたちは犯罪者オレンジになってしまったのでもう圏けん内ない……つまりほとんどの街や村には入れず、安全な場所を探すのは簡単ではないと思われるが、それは彼らも今回の作戦を立てた時点で覚かく悟ごしていたはずだ。そう遠くないところに避ひ難なん場所のようなものを用意しているとすれば、奴やつらがそこに辿たどり着つくのが先か、俺たちがムリキ・スナッチャーを見つけるのが先か──。

「……リト君。キリト君ってば」

　名前を呼ばれ、いつしか伏ふせていた顔を上げる。するとパートナーは、俺が体を向けている北側ではなく、街かい道どうの南側を指さしている。振り向き、黒々とした森に視線を凝こらした、その途と端たん──。

「ホウッ……ホホウッ」

　という人っぽくもあり獣けものっぽくもある鳴き声が聞こえ、木々の枝に小型のシルエットが複数蠢うごめくのが見えた。直後、影かげの頭上に、モンスターであることを示す赤っぽい色のカラーカーソルが次々と浮うき上あがる。数は十、いや十五を超こえるか。

「ほら！　あれ全部ムリキだよ！」

　アスナの指し摘てきどおり、表示されている固有名はどれもＭｕｒｉｑｕｉで始まっているのだが、喜んでばかりもいられない状じよう況きようだ。

　現在、俺がレベル19でアスナがレベル18、これは六層序じよ盤ばんの要求レベルより相当高いのでカーソルの色はどれも薄うすピンクだが何せ数が多い。しかも俺が探していたスナッチャーだけでなく、ムリキ・ブローラーだのムリキ・ナッツスローワーだのが混じっている。やはりダガー使いの叫さけび声ごえは効果抜ばつ群ぐんで、森の奥おく深ふかくにしか出現しないムリキの群れを呼び寄せてしまったのだ。

　ＳＡＯでは、システム上はどのプレイヤーも同じ音量の声を出せるはずだが、生身の肉声をサンプリングしているせいで通りやすさに差がある。ダガー使いの声はキンキン響ひびく耳みみ障ざわりな音質ゆえか環かん境きよう音おんに混ざりにくく、ノイズの多い夜の森でもより遠くまで届くのだろう。叫さけぶだけで広こう範はん囲いからモンスターを集められるなら、ＰＫにはもってこいの才能だ。そのせいでＰＫになったというわけでもないだろうが。

「……で、どうするわけ？」

　アスナの質問はもちろん俺に向けられたものだが、まるでその声が聞こえたかのように、数すう匹ひきのムリキが高い枝からツタや幹を伝ってするする下りてきた。「ホッ、ホッ」と鳴なき交かわしながら、放置された荷馬車に近づいていく。樹じゆ冠かんの下から出た彼らの姿を、青い月光が照らし出す。

「あ……おサルさん」

　再び顔を動かしたアスナが呟つぶやく。その言葉どおり、ムリキたちはふさふさした毛皮と尻尾しつぽ、長い両りよう腕うでを持つ猿さる型がたモンスターだ。上の層に出現するエイプ系よりずっと小さく、直立しても百二十センチほどしかないが、そのぶんやたらと素す早ばやい上に森の中では木々を利用して三次元的に跳とび回まわるなかなか厄やつ介かいな相手である。

　木から下りてきたのは四匹ひきで、そのうち三匹びきが腹にカンガルーのような袋を持つスナッチャー、一匹ぴきが右手に棍こん棒ぼうのような枝を握にぎるブローラー。四匹ひきだけなら俺とアスナのソードスキルで瞬しゆん殺さつできるが、攻こう撃げきすれば樹じゆ上じようの十数匹ぴきも飛びかかってくるだろう。今日は朝から訓練やクエストで活動しっぱなしだし、ましてやモルテたちとの死し闘とうをくぐり抜けたばかりでアスナも見た目以上に消しよう耗もうしているはずだ。出所不明の毒ピックとモルテたちの主武器を確保するにはムリキの群れとの戦せん闘とうは避さけて通れないが、ここで無理をするべきか否いなか。

　迷いながら猿さるたちを見守っていると、三匹びきのスナッチャーが荷馬車の後方に進み出て、我先に地面からコインを拾うと腹の袋ふくろに詰つめ込こみ始はじめた。それを見たアスナが、少し焦あせったような声を出す。

「あっ、あいつらサイロンさんの落とし物拾っちゃうよ！」

「それが狙ねらいなんだけどね……」

　と俺が呟つぶやき、アスナが怪け訝げんそうな顔をした、その時だった。

　アスナの右手に、少し重そうにぶら下げられていた片かた手て斧おのが、シュンッ！　という効果音を響ひびかせて消しよう滅めつした。

　間に合わなかったか、と落らく胆たんしかけてから、まだ左手のダガーと、俺が持っている毒ピックは消えていないことに気付く。つまりＰＫ二人は、避ひ難なん場所に辿たどり着ついて《所有アイテム完全オブジェクト化》を行ったわけではなく、落ち着きを取とり戻もどしたモルテがクイックチェンジを使ってメインアームの片かた手て斧おのを回収したのだ。

　同じタイミングで消えなかったということは、ダガー使いはまだクイックチェンジＭｏｄを取っていないらしい。しかし肝かん心じんの毒ピックは、あと十秒もしないうちに消えるだろう。クイックチェンジのアイコンに登録してある装備を斧からピックに変へん更こうして、もう一度チェンジすればいいだけなのだから。

　むざむざ奪うばい返かえされるよりは、まだモンスターに拾わせたほうがマシだ。そう考えた俺は、ムリキ・スナッチャーたちの足あし許もとに毒ピックを放り投げた。続けてパートナーにも指示する。

「同じとこにそのダガーも投げて！」

「う、うん」

　頷うなずいたアスナが黒いダガーを放ると、一匹ぴきのスナッチャーが「ホホッ！」と声を上げて近付き、ピックとダガーを素す早ばやく拾って腹の袋に収めた。奴やつらは《強ごう奪だつ》スキルを持っているので所有権が即そく座ざに移動し、もはやクイックチェンジでも完全オブジェクト化でも遠えん隔かく回収することはできない。ムリキの群れはアイテムを拾ひろい尽つくしたらまた森の奥おく深ふかくに去ってしまうだろうから、モルテとダガー使いが猿さるたちを見つけて倒たおし、武器を取とり戻もどせる可能性は限りなくゼロに等しい。

　これで良しとするべきだろう……と自分に言い聞かせ、俺はアスナに「町に戻ろう」と声を掛かけようとした。しかし、それより一いつ瞬しゆん早く。

「そっか、ようやく解わかったわ……五層でわたしがレイピアを取り戻した時と同じ方法を使おうってわけね」

「へ？」

「よし、逃げ出さないうちに倒たおすよ！　キリト君は棒持ってる奴やつをよろしく！」

　元気やなー。

　しばし啞あ然ぜんとしてから、俺は慌あわててパートナーを追いかけた。




　終わってみれば、ムリキ十六匹ぴきの群れは危き惧ぐしたほどの強敵ではなかった。

　戦いの場所が森の中ではなく街かい道どう周辺だったために、猿さるたちの得意技である木こ立だちを利用した三次元機動は封ふうじられ、厄やつ介かいなのはナッツスローワーが後方から投げてくる硬かたい木の実ぐらいだったが、慣れてしまえばそれも叩たたき落おとすのは容易だった。加えて、単独の時は攻こう撃げきされた途と端たんに逃げてしまうスナッチャーが、群れに加わっている時は最後まで立ち向かってきたので、アイテムをしこたまルートした三匹びきを全て倒たおすことができた。

　むしろ俺たちを途と惑まどわせたのは、猿さるたちとの戦せん闘とうが終わった直後に森の中からのっそり姿を現した、サイロンの手下の大男だった。すっかり存在を忘れていたのだが、ダガー使いが森の奥おくに置き去りにしたのに、律りち儀ぎに荷馬車のところまで戻もどってきたのだ。

　一いつ瞬しゆん戦せん闘とうになるのかと思ったものの、防毒マスクをつけたままの大男は主人の死を理解しているのかいないのか、悄しよう然ぜんとした様子で荷馬車に乗のり込こむと、俺たちには目もくれずに街かい道どうをスタキオン方面へと走り去ってしまった。

　かくして夜の森からは全ての痕こん跡せきが消え去り、俺とアスナはひとまずスリバスの町に──理由はスタキオンより近かったからだ──帰き還かんしたのだった。




「…………眠ねむい……疲つかれた……お腹なか減った……」

　町のゲートをくぐり、視界に浮うかぶ【Ｉｎｎｅｒ　Ａｒｅａ】の文字が消えた途と端たん、アスナがへなへなと門柱に寄より掛かかりながら言った。その格好で俺を見上げ、眉まゆをひそめる。

「……どういう顔なの、それ？」

「いや……俺が言いそうなことを先に言われたから……」

　そう答えた途と端たん、アスナは愕がく然ぜんとした様子でしばし沈ちん黙もくを続けたが、すぐにまた肩かたの力を抜いた。

「……いまはその誹そしりも甘あまんじて受けるわ。とにかく、宿屋に行きましょ……」

「そっスね……」

　頷うなずき、さすがに人通りの減ったメインストリートを眺ながめる。

　モルテたちに襲しゆう撃げきされず、拉ら致ちイベントがシナリオどおりに続けば、俺たちはスタキオンでもう一ひと悶もん着ちやくあったあと解放されて今夜はあっちの宿屋に泊とまることになったはずだ。しかし予定外の展開でスリバスに戻もどってきてしまった以上、アルゴが教えてくれた宿屋満室問題に対処しなくてはならない。

「えー……っと……多分、一人部屋を並びで二つは簡単には見つからないと思うんだけど……」

　恐おそる恐おそるそう言うと、アスナは眠ねむそうに両目をしょぼしょぼさせながら答えた。

「ツーベッドルームのスイートでいいわよ……もともとそういう話だったでしょ」

　確かにそういう話だったのだが、それはＰＫ集団の攻こう撃げきに備えるためで、モルテたちが当分動けないであろうことを考えると少なくとも今日明日ぐらいは必要ないようにも思える。だが奴やつらの親玉である黒ポンチョの男は今回姿を現さなかったし、モルテたちのダメージも所しよ詮せんは精神的物質的なところに留とどまるので、奴やつらが今夜はもう動かないという確証があるわけでもない。

「了りよう解かい。じゃあ……川の左岸によさげな宿があったはずだから、そこに行ってみよう」

　俺の提案に、アスナはふにゃふにゃ言いながら頷うなずき、危なっかしい動きで立ち上がった。俺に向かって右手を伸ばしてくるので、もしかして手を繫つなぐつもりかと慌あわてたが、摑つかまれたのはロングコートから垂れるベルトの端はしだった。

　半ばオートパイロット状態のアスナを引っ張りながら、町の北門からほど近い四階建ての宿屋に移動する。スリバスでは中の上くらいのランクだが、全部屋が川に面したバルコニーつきなので眺ちよう望ぼうだけは最高クラスだ。

　看板が地味なせいか、《翡ひ翠すいと翡翠かわせみ亭てい》の客入りは八分というところで、並びにこだわらなければシングル二部屋に泊とまることも可能だった。しかし俺のベルトを摑つかんだままのアスナが、ノータイムで最上階のスイートルームを指さすのでそこを確保する。

　バッテリー切れ寸前といった様子のパートナーの背中を押しながら階段を上り、パズルなしの扉とびらを開けて部屋に入ると、正面の大きな窓にスリバスの夜景が広がっていた。バルコニーに出れば、眼下の川に街明かりが煌きらめく様子を一望できるはずだが、アスナはふらふらリビングの中央まで進み出ると左右の壁かべにある寝しん室しつの扉とびらを順に眺ながめた。

「……わたし、こっちね。おやすみ……」

　欠伸あくび混じりの言葉を残し、左の寝しん室しつに姿を消す。一回だけ装備解除の効果音が聞こえたが、それきり何の音もしなくなる。

　足音を殺しながら開けっ放しの扉とびらに近づくと、武装だけをストレージに戻もどしたアスナが、大きなベッドに突つっ伏ぷしているのが見えた。俺は数秒躊躇ためらってから部屋に入り、アスナの下にある上うわ掛がけの端はしを摑つかんだ。

　角度を調整しながら慎しん重ちように引っ張ると、早くも熟じゆく睡すい状態のアスナがごろごろ転がり、シーツと枕まくらの上に仰あお向むけに収まる。広げた布ふ団とんを被かぶせ、「おやすみ」と呟つぶやいて寝しん室しつを出る。少し考え、扉は開けっ放しにしておくことにする。

　リビングに戻もどり、ふうっとひと息。

　さすがお高い部屋だけあって、豪ごう華かなソファーセットのテーブルには、ウェルカムフルーツの籠かごが用意されている。そこから形はキウイで色はイチゴな果物を取り、一口囓かじる。食感がバナナで味がパイナップルなそれを無言で食べながら、ぼんやり考える。

　三層主街区ズムフトで、ここと同じくらい高級なデラックスルームに泊とまった時も、部屋にフルーツの籠かごがあった。リンゴとナシとライチを混ぜたような味がする果物を、なぜかアスナにオーバースローで投げつけられた記き憶おくがあるが、ほんの十五日かそこら前のことなのに理由はもう思い出せない。

　しかしあの部屋で交かわした会話は、かなり正確に覚えている。

　──もしわたしが足手まといなら、ちゃんとそう言ってね。

　並びのベッドに横になったアスナはそう口にしたのだ。はじまりの街を出た理由は、自分が自分でいるため……決して俺に守ってもらうためじゃない、と。

　あの日からアスナは、不断の努力でその言葉を証明し続けてきた。ゲームシステムに関する膨ぼう大だいな知識を吸収し、戦せん闘とうの腕うでを磨みがいて、苦手だと言っていた対人戦でも立派に戦えるようになった。今朝、三層のダークエルフ野営地で行った短時間の訓練で俺が教えられたのは、ほんの幾いくつかのテクニックと心構えぐらいのものだったのに、モルテの相棒のダガー使いと対等に斬きり結むすんでみせたのだ。恐おそらくもう俺も、アスナにデュエルで勝とうと思ったら基き礎そ能力だけでは足りず、何らかの小こ技わざが必要になるだろう。

　だから本当は、アスナを危険に晒さらしてしまったことをいつまでも思おもい悩なやむのは、彼女を侮ぶ辱じよくするに等しい。そうと解わかっていても、しばらく自分を責めることはやめられそうにない。

　果物を食べ終えた俺は、ウインドウを開くとストレージタブに切り替えた。入手順に並んでいるアイテムの羅ら列れつをスクロールし、《ナムネペントの毒どく壺つぼ（０）》という名前を見つけ出す。中身はもう空だが、俺とアスナを麻ま痺ひさせ、危機から救ってくれもした、毒どく煙えん入りの小こ壺つぼだ。指でタップしたそれをアイテム欄らんの先頭まで移動させ、サブメニューから位置を固定。これで俺は、ストレージを開くたびにこの名前を目にし、苦い反省を嚙かみ締しめることになる。

　アインクラッドでは毒、ことに麻ま痺ひ毒どくは強力極きわまる武器だ。モンスターの麻ま痺ひ攻こう撃げきは知識と経験で避さけられても、悪意と創意あるプレイヤーに使われたら完全に防ぐのは難しい。ＰＫ集団と闘たたかい続つづけるなら、きっといつかまた麻ま痺ひ毒どくを使われて窮きゆう地ちに陥おちいる時が来るだろう。しかし少なくとも、次はアスナを危険に晒さらすことはしない。絶対に。

　そう心に決めながらウインドウを閉じ、俺もワンタッチで武装解除しようとしてから、思い直して背中の剣を鞘さやごと外す。音がしないようにそっと引き抜き、刀身をランプの光にかざす。モルテと激げき闘とうを繰くり広ひろげ、ムリキの大群を殲せん滅めつした後なのに、ソード・オブ・イヴェンタイドの薄うす手での刀身は鏡のような輝かがやきを保っている。

　モルテの胸の真ん中を狙ねらって《レイジ・スパイク》を放った時、この剣は俺の手の中で生き物のように身をくねらせ、クリティカル・ポイントの心臓を正確に貫つらぬいた。

　ダークエルフ野営地で正確さアキユラシーを二段階強化したので照準補正が働いた……それだけのことだ。しかし、アノイング・レイスの核かくを破は壊かいした時もだが、この剣の補正力は武器そのものの意思のようなものを強く感じさせる。俺が狙ねらった弱点に向けて軌き道どうを修正するというよりも、剣自身が弱点を見つけ、そこを斬きろうとする感覚。

　……考えすぎだ。アキュラシー強化武器を使った経験が無いに等しいから奇き妙みように感じるだけだ。それに、この剣がモルテの心臓をぶち抜いて一いち撃げき死しの恐きよう怖ふを与あたえなければ、奴やつらがああもあっさり撤てつ退たいすることはなかっただろう。

　刀身に指を這はわせながら心の中で礼の言葉を呟つぶやき、鞘さやに収める。改めて除装ボタンを押し、コートともどもストレージへ。

　身軽になると、俺はもういちどアスナの寝しん室しつを見やり、少し考えてから右の寝室に入った。ベッドから上うわ掛がけを引ひき剝はがし、リビングに戻もどる。やや硬かためのソファに寝ね転ころがり、布ふ団とんにくるまる。ここで寝ていれば、もしも、万が一誰だれかがシステムすら出し抜く方法を見つけて部屋に忍しのび込こんできた時に気付ける確率が上がる。

　俺とアスナは対等のパートナーなのだから、一方的に守ろうというのはおこがましい考えだ。しかしそれでも、できることがあるならしたい。きっと俺も、自分では気付かないところでアスナに守ってもらっているのだろうから。

　テーブルをタップしてルームメニューを出し、ランプを消す。青い闇やみに沈しずんだ部屋で目を閉じると、隣となりの部屋からかすかな寝ね息いきが聞こえる気がした。おやすみ、と囁ささやいた途と端たん、俺の意識も深いところへと沈しずみ込こんでいった。
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　二〇二三年、一月二日。

　昨日とは一転、朝からどんよりと曇くもった──と言っても、灰色の雲は外周の隙すき間まからしか見えないのだが──この日の攻こう略りやくを、俺とアスナはストレージの整理で始めた。

　朝食は宿屋付属のレストランで済ませ、四階のスイートに戻もどって、広いテーブルの上に昨日入手したアイテム群を実体化させる。半分以上はムリキの群れから入手した《クモザルの毛皮》や《ふさふさの尻尾しつぽ》といった用よう途と不明の素材アイテムだったが、問題は故・領主サイロンがドロップした品々だ。金や宝石はいったんムリキ・スナッチャーに拾われてから回収したので俺たちの所持金と混じってしまったが、遺品となってしまった装備類を使ったり売うり払はらったりするのはいささか躊躇ためらわれる。

「……サイロンさんって、家族はいるのかな……」

　少々悪あく趣しゆ味みな黄金のペンダントをつまみ上げながらアスナが呟つぶやくので、俺は小さくかぶりを振った。

「いや……あの屋や敷しきに奥おくさんや子供が住んでた記き憶おくはないなぁ」

「そっか……。──ていうか、それ以前に、サイロンさんはこれでもうずっとアインクラッドから消えたままなの？　二度と誰だれも《スタキオンの呪のろい》のクエストは受けられないわけ………？」

　その言葉に、再び首を左右に動かす。

「や……さすがにそうはならないんじゃないかな。たぶん、スリバスの隠かくれ家がに現れた時も、スタキオンの領主館には別のサイロンがいたはずだ……。モルテたちに殺されたのはあくまで《俺たちのサイロン》で、同じクエストをやってる、もしくはこれから始める他のプレイヤーには何の影えい響きようもないと思うよ」

　するとアスナは、左のこめかみを指先で押さえながら唸うなった。

「ううう……わたし、いつまでたってもそういうの慣れないよ……。インスタンス・マップとかもだけど、同じ人や場所が複数存在するっていうのがどうにも……」

「気持ちは解わかるけどな」

　苦笑いしながら、レストランで仕入れてきたレモンジュースらしき飲み物を二つのグラスに注ぎ、片方をアスナに渡わたす。あまにがずっぱい液体を一ひと啜すすりし、言葉を続ける。

「三層でエルフ戦争クエストやってた時にもちょこっと説明したと思うけど、一層でアニール・ブレードを取るには、病気の女の子のために森で薬の材料を集めてくるっていうクエストをやらなきゃいけなくてさ。完成した薬を飲んで、女の子は具合が良くなるんだけど、それは俺が家を出るまでのあいだのことで、他のプレイヤーがクエストを受けるためにその家に入れば、そこにいるのはまた病気で苦しんでる女の子なんだよな。もちろんそれは仕方ないことなんだ……どのクエストも早い者勝ちでワンパーティーしかクリアできないなんてことになったら大おお騒さわぎだしさ。でもやっぱり割り切れないものは残るよな……」

「……そうだね……」

　頷うなずき、アスナもジュースを一口飲んだ。すっぱ！　と口をすぼめてから、小さくため息をつく。

「……わたし、サイロンさんもほんとは苦しんでたんだと思うの。パイサーグルスさんの一番弟で子しだったのに、後こう継けい者しやにしないって言われてかっとなって殺しちゃって、その秘密を十年も抱かかえ続つづけてたんでしょ？　しかも、自分の手形がついた血染めの黄金キューブを誰だれかが持ち去ったってことは、少なくとも一人は事件の真相を知ってる人がいるわけだし……十年間ずっと気が気じゃなかったと思うのよ」

　アスナの言葉は、サイロンが本物の人間だったらという仮定に基もとづくもので、ＮＰＣの彼に自責の念を感じる心があったとは思えない……と考えてからすぐに思い直す。ベータ時代と違ちがって、現行バージョンのアインクラッドには、心や感情を持っているとしか思えないＮＰＣが複数存在している。キズメルしかり、ヨフィリス子し爵しやくしかり……ならばサイロンもそうだったのかもしれない。

　ソファの背もたれに寄より掛かかり、ふうっとため息をついてから、アスナは再び口を開いた。

「……クエストの最後でサイロンさんも自分の罪を悔くいて、罰ばつを受けて……何らかの許しを得られるんじゃないかって思ってたのにな……。ねえ、キリト君」

「ん？」

「わたしたちがスタキオンに戻もどって、領主館にいる別のサイロンさんに会っても、クエストはもう進まないのよね？」

「うん……多分そうだと思うよ、重要イベントを完かん了りようできなかったわけだし。きっとログも途と中ちゆうで止まってるんじゃないかな……」

　そう言いながら、開いたままだったストレージをクエストタブに切きり替かえ、受注クエスト一覧から《スタキオンの呪のろい》をアクティブに。表示されたログの最終行は──。

「えっーと……『スタキオンの領主サイロンが盗とう賊ぞくに殺されてしまった。残された二つの鍵かぎを使うべき場所を見つけなければならない』……」

　アスナと顔を見合わせ、しばし黙だまり込こむ。二人同時に視線をテーブルに落とすと、確かに雑多な品物類の片かた隅すみに、黄金製と鉄製の鍵かぎがひっそり転がっている。

「え、えー……？　ちょっと待って、このクエスト、サイロンさんが殺されるのもシナリオのうちだったってこと……？」

　パートナーの問いに、俺は三たび首を横に振ふり動うごかした。

「い、いやいや、それは有り得ないよ。だって昨夜襲おそってきたモルテたちはＮＰＣじゃなくてプレイヤーなんだぜ……盗とう賊ぞく扱あつかいされてるけど、ＳＡＯのシステムが連中を動かしたわけじゃない」

「なら、このログはどういうことなの？」

「え、えーと、えぇーっと……考えられるとすれば、イベントで圏けん外がいへ出た時に、サイロンが他のプレイヤーに殺される可能性もゼロじゃないから、その場合の展開も用意されてた……のかなあ……？」

「ええ～～？」

　俺の意見を聞いたアスナが、大いに懐かい疑ぎ的てきな表情を浮うかべる。

「そんなことするぐらいなら、最初からサイロンさんを、絶対誰だれにも殺されないぐらい強くしとけばいいんじゃないの？」

「うーん、まあそうなんだけど……それはそれで、なんで戦士でもないサイロンがそんなに強いんだってことになりそうだしなあ。ＳＡＯって、そういうとこ妙みようにこだわるからな……」

「ちゃんと本の中身を印刷するぐらいだもんね。読めないけど」

　そう応じると、アスナはレモンジュースのグラスをテーブルに置き、金と鉄の鍵かぎを両手で持ち上げた。

「……こっちの金色のは、わたしたちが隠かくれ家がで見つけたやつだよね。じゃあ……こっちの鉄の鍵かぎはどこで使うわけ？」

「さあ……。金色のは領主館の地下にあるダンジョンの鍵かぎなんだけど、鉄のは俺も初めて見るよ……」

「ダンジョン……？　黄金のキューブはそこにあるわけ？」

　その質問に答えていいものかどうか少々迷ったが、もうクエストの展開は俺が知るルートと完全に分ぶん岐きしてしまったので構わないだろうと判断し、頷うなずく。

「うん。パイサーグルス殺しの現場からキューブを持ち出して屋や敷しきの地下に隠かくしたのは、俺たちが最初に話を聞いた元召めし使つかいだよ。セアーノ……って名前だったかな、実はパズルの天才で、パイサーグルスは彼女を後こう継けい者しやにしようとしていたんだ」

「えー、そうだったの……？　でも、そのセアーノさんは、サイロンさんがパイサーグルスさんを殺すところを見たんでしょ？　どうしてすぐに糾きゆう弾だんしないで、凶きよう器きを隠かくしたりしたの？」

「それはですね、サイロンとセアーノが恋こい人びと同士だったからなんですね」

「あらら……へぇー、ふうーん……」

　間投詞を連発してから、アスナはもう一度両手の鍵かぎを見下ろした。

「……十年前だと、サイロンさんが三十代後半で、セアーノさんが二十五歳ぐらいか。恋こい人びとを殺人者として告発するのも忍しのびないし、だからといって見て見ぬふりもできなかったって感じなのかな……」

「おおむねそんな感じですな。セアーノが黄金のキューブを領主館の地下に封ふう印いんして、そこに入るための鍵かぎをスリバスの隠かくれ家がに置いたのは、サイロンに罪を償つぐなってほしかったからなんだ」

「……どういうこと？」

「領主館のダンジョンは激ムズなパズルのオンパレードで、隠かくれ家がの書しよ斎さいにある本のヒントがないと一番奥おくまで辿たどり着つけない。セアーノは十年間、サイロンが自分の罪を認めて助けを求めに来るのを待ってたんだ。その時は隠かくれ家がの場所を教えるつもりでね。黄金のキューブを取とり戻もどすには、サイロンは隠かくれ家がの本で一いつ生しよう懸けん命めい勉強して、パズルダンジョンを突とつ破ぱしなきゃならない。実は本来それが、パズル王と領主の地位を引ひき継つぐための試練なんだ」

「ははあ……でもサイロンさんは、自分でその試練に挑いどまないで、人を雇やとってばっかりいたわけね……」

「しかも、雇やとった人間を麻ま痺ひさせて拉ら致ちろうとするしな」

　俺の言葉に、アスナは細長いため息をついた。

「……もしモルテたちの介かい入にゆうがなかったら、わたしたちはどうなるはずだったの？」

「サイロンは、俺たちを領主館のダンジョンに閉じ込めて、キューブを回収させるつもりだった。でもその企たくらみを知ったセアーノがスタキオンの裏道で俺たちを助けてくれて、そこからは彼女と協力して事に当たるのが本来のルートだな……」

「ふーん……。じゃあ、こっちの鍵かぎの使い道も、まずはセアーノさんに訊きいてみるべきかしらね」

　鉄の鍵かぎを軽く持ち上げるアスナに、俺はやや斜ななめの角度で頷うなずいた。

「まあ……それが正道かな。セアーノを無視して、金色の鍵かぎで領主館のダンジョンに入って俺たちだけでキューブを回収しちゃうこともできると思うけど、それだと話がどう進むか予測できないしな」

「よし、そうと決まれば早さつ速そく……」

　両手に鍵かぎを持ったまま立ち上がろうとするアスナの、上着の袖そでを引っ張って再び座すわらせる。

「待った待った。まだ肝かん心じんな調べ物が終わってないぞ」

「え？　でもあとはサイロンさんの遺品だけでしょ。あ、まさか、売うり払はらうつもりじゃ……」

「いやいやいや、そうじゃないよ。確かにこの防毒マスクとか、高値つきそうだなーと思うけどさ……」

　昨夜アスナがダガー使いにバックアタックを仕し掛かけた時に装着していた、あまり可愛かわいいとは言えない革マスクを軽く持ち上げ、すぐテーブルに戻もどす。他の装備品類もいったん部屋付属のストレージに退たい避ひさせ、綺き麗れいになったテーブルの上に、黒々とした鋼鉄のピックと使つかい込こまれたダガーを実体化させる。

　それらを見た途と端たん、アスナが思いきり顔をしかめた。

「あー、そっか……。キリト君、だいぶ気にしてたもんね。そういえば、わたしのほうにも一本ドロップしてたよ」

「へっ？」

　啞あ然ぜんとする俺の目の前で、アスナは素す早ばやくウインドウを操作し、新たなピックを取り出した。最初のものに並べて置かれたそれは、色も質感も、緩ゆるい六角螺ら旋せんのデザインもまったく同じ。はて、と思ってからようやく気付く。三本のピックのうち一本目は、モルテが戦せん闘とう中ちゆうに投げて俺の剣に弾はじかれ、森の中に飛んでいってしまったのだが、それをムリキ・スナッチャーが拾っていたのだろう。そのスナッチャーをアスナが倒たおし、ストレージにドロップしたというわけだ。

「おお……猿さるとアスナ、ナイス連れん携けいプレイ」

「それ、褒ほめてるように聞こえないんだけど」

　再びしかめっ面つらをしてから、アスナはそのまま首を右に傾かたむけた。

「……あれ、そう言えば……わたしたちが倒たおしたムリキたちのアイテムは、全部直接ストレージに入ったわよね？」

「うん」

　何をいまさら、と思いながら頷うなずいたが、続く言葉にはすぐには答えられなかった。

「なら、どうしてモルテがサイロンさんを殺した時、アイテムがどっさり地面に落ちたんだろ……？」

「え……えーと…………」

　言われてみればそのとおりだ。俺とアスナが助かったのは、サイロンからドロップした《ナムネペントの毒どく壺つぼ》が手──ではなく息の届くところに落下したからだが、本来あれはモルテのストレージに直接入るべきではないのか。

「んー、考えられる可能性は二つだな。モルテのストレージに空き容量がほとんどなかったか……プレイヤーがプレイヤーあるいはＮＰＣを殺した時は、ドロップのルールが変わるのか」

「……モルテもレベルは相当高いんだろうし、最初のほうは考えにくいわね」

「そうだな。あいつは片手剣と片かた手て斧おのを使い分けてるからストレージは相当圧あつ迫ぱくされるだろうけど、それでも重量制限ギリギリで俺たちを襲おそいに来たとは思えない。てことは特とく殊しゆルールかな……でも、こればっかりは検証できないからなあ」

「ベータの時はどうだったの？」

「モンスターと同じだった気がするけど……俺はＰＫとかしなかったから確実なことは何とも……。どこかでアルゴに会ったら訊きいてみようぜ」

　ドロップに関する話題をサスペンドし、俺は卓たく上じように並んだ黒いピックを見み詰つめた。

　これで図はからずも、三本の毒ピックのうち二本を確保できたわけだが、問題は出所だ。プロパティに入手方法のヒントがあることを祈いのりながら、片方を指先でタップ。出てきた窓を、アスナと顔を寄せ合って覗のぞき込こむ。

「えっと……アイテム名は、スパイン・オブ……しゅ、シュマルゴア……かしら」

「どういう意味？」

　最近パートナーを歩く英和辞書として利用しすぎな気がするが、幸いアスナは即そく座ざに答えてくれた。

「スパインは《棘とげ》ね。シュマルゴアは固有名詞でしょうけど、現実世界でもアインクラッドでも聞いたことはないわね」

「ふうん……」

　頷うなずき、続きを読む。攻こう撃げき力りよくも耐たい久きゆう値ちも、店売りピックよりやや上だが驚おどろくような数字ではない。しかし問題は、その下の特とく殊しゆ効果だ。

「……麻ま痺ひ（３）：この邪じや悪あくな棘とげによる攻こう撃げきが命中すると、レベル２麻ま痺ひ毒どくと同等の効果をもたらす。三回使用すると毒は消しよう滅めつする……か。まだレベル１麻ま痺ひ毒どくも手に入らないのにレベル２とはね……店売りのレベル１治療キユアポットじゃ効かないかもな」

「え……じゃあどうするの？」

「調合スキルを修しゆ業ぎようしてレベル２治療ポットを作るか、浄じよう化か結けつ晶しようを使うか……だけど……」

　俺の答えに、アスナが眉まゆを寄せる。

「レベル２のポーションって、熟練度どれくらいで作れるの？」

「１００とかだったかなあ」

「うへぇ」

　という反応は、またしても俺が言いそうなやつだったので思わず横目で隣となりを見る。するとアスナにも自覚があったらしく、少々顔を赤くしながら早口で続けた。

「結けつ晶しようアイテムもまだ手に入らないよね。だとすると……現状だと、このピックの麻ま痺ひに対たい抗こうする手段はないってこと？」

「んーと……えーっと……」

　ダメージ毒や麻ま痺ひ毒どくを解除する最もメジャーな手段は確かにポーションとクリスタルだが、それが全てというわけではない。この世界に無限と思えるほど存在する食べ物や飲み物にはデバフ解除効果を持つものもあるし、単体でも解げ毒どくや回復が可能な素材アイテムも少なくない。他にも、毒耐たい性せいを上げる防具やアクセサリ、それに……。

　高速回転する思考がどこかに辿たどり着つきかけた、その時。

　プロパティ窓下部の風味付けフレーバーテキストを読んでいたらしいアスナが、鋭するどく息を吸い込んだ。

「えっ……」

「ど、どうした？」

「……『堕おちたエルフの将ノルツァーは、邪じや竜りゆうシュマルゴアに立ち向かい、恐おそるべき毒の滴したたる棘とげを一本残らず切り落とした』……」

　アスナが音読したテキストを、俺も同時に目で追った。どうやらシュマルゴアというのは、毒の棘とげを持つドラゴンの名前らしい。しかし問題はそこではない。

　堕おちたエルフとは、すなわちフォールン・エルフのことだろう。そしてその将軍ノルツァーなる人物を、俺とアスナは直じかに目もく撃げきしているのだ。

「ちょ……ちょっと待った。このピックは、ノルツァー将軍が切り取ったドラゴンの棘とげだってことか？」

「ここにはそう書いてあるわね……」

「で、でも、どうして……」

　渇かわいた喉のどをレモンジュースで潤うるおし、その続きを口にする。

「どうしてそんな代しろ物ものを、モルテが持ってるんだ？」

「……まさか、あのノルツァー将軍を倒たおした……とか？」

　アスナの推測をしばし検討してから、ゆっくり首を横に振る。

「いや……それは考えられないよ。アスナも、将軍のカラーカーソルを見たろ？」

「…………うん」

　頷うなずいたパートナーの頰ほおが、少しだけ色を失う。

　俺とアスナがノルツァー将軍を目もく撃げきしたのは、四層の水すい没ぼつダンジョンの奥おくにあったフォールン・エルフの秘密基地だ。カラーカーソルは当時レベル16だった俺の目にも真っ黒にしか見えず、隠かくれ場ば所しよから飛び出して戦いを挑いどもうなどという考えは一いつ瞬しゆんたりとも浮うかばなかった。もしそうしていたら俺もアスナも一分とかからずに死んでいたであろうことは、あれから十日が経たち、レベル19になったいまもはっきりと確信できる。

　氷のように冷たいオーラをまとっていたあのフォールン・エルフには、対人戦の専門家たるモルテやダガー使いでもまったく歯が立たないだろう。逆に言えば、もしノルツァーに勝てるような奴やつらなら、麻ま痺ひイベントを利用せずとも俺とアスナを殺せたはずだ。

「有り得るとすれば……フォールン・エルフのアジトに忍しのび込こんで盗ぬすんだのか、俺たちが倒たおしてきたような下位のフォールンのレアドロップなのか……くらいかな……」

　自分でもまったく確信を持てない想像を口にしながら、俺は何げなくピックの隣となりに置かれたダガーもタップした。

　そして、出現したプロパティを読んだ瞬しゆん間かん、しばし絶句した。

　アイテム名、《ディルク・オブ・アゴニー》。特とく殊しゆ効果、装備者に耐たい毒どく・耐たい冷れいボーナス、攻こう撃げき対象に低確率で出血継けい続ぞくダメージ。そして追加説明に、《フォールン・エルフの指揮官から褒ほう賞しようとして与あたえられる短たん剣けん》とある。

「……フォールン・エルフの褒ほう賞しよう、だって？」

　呟つぶやいた俺の頭を自分の頭で押しやるようにしてアスナもテキストを読み、同じように黙だまり込こむ。

　やがて発せられた問いに、俺はすぐには答えられなかった。

「これ、つまり……クエストの褒賞リワードってこと？」

「…………」

　説明文を読んだ限りではそうとしか解かい釈しやくできないが、だとするとあのダガー使いは、フォールン・エルフの指揮官からクエストを受け、クリアして、褒ほう美びにこのダガーを貰もらったということになる。

　そして、もしそうだとすれば、モルテが持っていた毒ピックもフォールンから盗ぬすんだり奪うばったりしたわけではなく、クエスト褒ほう賞しようとして与あたえられた可能性が高まる。それがたった一度しかクリアできないタイプのクエストならばまだいいが、万が一、何度でも受け直せる討とう伐ばつ系けいや収集系のクエストだった場合は……俺たちが苦労して奪うばったこの危険な麻ま痺ひ毒どくつきピックが、何本でも好きなだけ入手できるということになってしまう。

「あのさ、アスナ」

　という俺の呼びかけとまったく同時に、

「ねえ、キリト君」

　とアスナもこちらを向いた。しばし視線で譲ゆずり合あってから、俺より少しばかりせっかちさんなところのあるアスナが話し始める。

「えっと……スタキオンのクエストのほうも気になるけど、わたし、先にこのピックについて調べておいたほうがいいと思うの」

「まったく同じことを言おうとしてました」

　という俺の返事にほんの少し綻ほころんだ口くち許もとも、すぐにまた引ひき締しめられる。

「もしこんな武器が無限に入手できるなら大ごとだわ……あいつらが狙ねらうのがわたしたちだけとは限らないし、圏けん外がいで戦ってるプレイヤー全員に麻ま痺ひ毒どく対策を徹てつ底ていさせないと……」

「……まったく同感だけど、さっき言ったように、現時点でレベル２の麻ま痺ひ毒どくに対たい抗こうする手段は限られるからな……それについても相談してみよう」

「相談って……誰だれに？」

　きょとんとした顔になるアスナに、俺はにやっと笑いかけた。

「もちろん、フォールンにも毒にも詳くわしそうな騎き士し様に、さ」




　アインクラッド第六層は、円形のフィールドが険けん峻しゆんな岩山で五等分された構造になっていて、中央には星形の湖がある。

　主街区スタキオンと隣となり町まちスリバスが存在するのは北東エリア、迷めい宮きゆう区くタワーは右下の南東エリアにあるのだが、七層の底に届きそうなほど高く切り立つ岩山に遮さえぎられ、直接移動することはできない。

　ゆえに攻こう略りやく集団は、フロアを反時計回りに突とつ破ぱしていく必要がある。エリアを隔へだてる岩山は基部の幅はばが百メートルほどで、通り道となるダンジョンもさして長くはないのだが、部屋や通路には面めん倒どうなパズルギミックが満まん載さいで、出口前にはフィールドボスが待ち構えている。

　攻こう略りやく集団の主力をなすギルドＤＫＢとＡＬＳは、フロアの攻こう略りやく初日に早くもスタキオンからスリバスへと拠きよ点てんを移した。半日かけてレベル上げと装備更こう新しんを行い、パズル扉とびらのない宿屋でしっかり休んでから、今日の昼には左ひだり隣どなりの北西エリアに通じる洞どう窟くつに挑いどむ予定である──という情報を、俺はアニキ軍団のリーダーであるエギルからのメッセージで得た。

　レストランで朝飯を食べている時点では、俺とアスナは今日の午前中にいちどスタキオンに戻もどり、連続クエストをクリアしてから北西エリアを目指すつもりだった。しかしモルテたちの落とし物のせいで、行動の優先順位を変えざるを得なくなった俺たちは、荷物の整理を終えるや《翡ひ翠すいと翡翠かわせみ亭てい》をチェックアウトし、エリアの南なん端たんにあるダンジョンを目指した。

　出発時間が遅おそかったうえに道中で少なからずモンスターとエンカウントしたものの、やはり数十人規模のレイドパーティーよりは二人のほうが移動速度は上で、深い谷間にダンジョンの入り口が見えてきた時、その手前で休きゆう憩けいする三つの集団をも発見したのだった。




「なーんだ、あの人たちが突とつ破ぱしたダンジョンをさくさくっと通らせてもらおうと思ったのになあ……」

　なんとなく木こ陰かげに潜ひそみながらアスナがそんなことを言うので、俺は少し考えてから応じた。

「連中が中に入るまで待って、少し後ろからこっそり追いかければ同じことじゃないか？」

「《急いだけど間に合わなかった》のと《間に合うのに急がなかった》のはぜんぜん違ちがうでしょ。だいたいあそこにはエギルさんたちもいるのよ」

　その言葉どおり、ダンジョン前で休んでいるのは青服のＤＫＢが三パーティー十八人、緑服のＡＬＳが同じく十八人、そして防具は不統一でも得物は揃そろって両手武器のアニキ軍団が四人。今朝届いたエギルからのメッセージは、『時間があるならダンジョン攻こう略りやくを手伝ってくれてもいいぞ』という一文で締しめくくられていたので、確かにここで厄やつ介かい事ごとを押しつけてしまうのは少々、いやかなり心苦しい。

「しゃーない、行くかー」

　アスナの背中をぽんと叩たたいて体を起こし、ダンジョンに続く峡きよう谷こくに踏ふみ込こむ。奇き妙みような彫ちよう刻こくが施ほどこされた岩がん壁ぺきの間を、わざと大きな足音を立てながら歩き、いちばん手前で焚たき火びを囲んでいるアニキ軍団に向けて手を振る。

「おっす、お疲つかれ」

「こんにちはエギルさん、ウルフギャングさん、ローバッカさん、ナイジャンさん」

　こちらが同時に声を掛かけると、マッチョメンたちはなぜかアスナにだけ笑え顔がおを向け、口々に挨あい拶さつを返した。こんにゃろめら、と思いながらエギルの隣となりに座すわる。ちらりと谷の奥おくを見ると、キバオウ率いるＡＬＳとリンド率いるＤＫＢの面々が「来たのかよ……」みたいな顔をしているので、そちらにもツーフィンガーサリュートをキメてからそそくさと火に向き直る。

　アインクラッドでは、現実世界と違ちがって焚たき火びを熾おこすのにテクニックはいらないが、高品質な焚たき木ぎの入手が意外と難しい。森林フィールドにはあちこちに木の枝が落ちているのだが、安定した焚たき火びを作るには枝をタップした時のアイテム名が《枯かれ木きの枝》でなくてはならず、《生木の枝》や《湿しめった枝》ではやたらと煙けむりが出るばかりでしっかりした炎ほのおは熾おこせない。街の雑貨屋ならちゃんとした薪まきを束で購こう入にゆうできるが、これが案外重くてストレージを圧あつ迫ぱくするのでなかなか大量には持ち歩けない。

　しかしアニキ軍団はさすがＳＴＲ型が揃そろっているだけあって所持重量に余よ裕ゆうがあるらしく、焚たき火びに使われているのは店売りの薪まきだった。その周りに鉄の三さん脚きやくがセットされ、吊つるされたケトルからお茶の香かおりが漂ただよってくる。

「エギル、休きゆう憩けいって何時までなの？」

　訊たずねると、巨きよ漢かんが「あと十分くらいだな」と答えたので、ギリギリいけると判断してメインメニューを開き、ストレージの奥おくに秘蔵してある四層産のサツマイモ──正確なアイテム名は《イクチオイドの芋いも》を三本取り出すと火に放ほうり込こむ。

　ベータ時代も入手可能だった食材アイテムだが、半魚人がドロップするせいか初期は捨て値で売られていた。しかも当時の四層は乾かわいた砂に覆おおわれた涸かれ谷だにフロアで、そこになぜか半魚人が出しゆつ没ぼつするのでなおさら気味悪がられたのだ。

　しかし焚たき火びで焼くとそこらの店売りスイーツ顔負けの味になることが知られてからは一気に価格が高こう騰とうし、芋いも目当てにハンギョが狩かられまくるという事態になった。現在のアインクラッドではまだ情報が広まっていないようなので、近いうちにまた四層に降りて、芋いもを仕入れてこなくては──などと考えているとあっという間に五、六分が経過し、焚たき火びから甘あまい香かおりが漂ただよい始はじめる。

　にぎやかにお喋しやべりしていたアスナとアニキたちが口を閉ざし、鼻をぴくぴくさせ始めるが、俺はギリギリまで火中の芋いもを育て──焦こげて台無しになる直前がもっとも美う味まいのだ──ここだというタイミングで背中の剣を抜き、焚たき火びに最速の三連突きを繰くり出だした。

　火の粉を散らしながら引き抜いた剣の先には、こんがり焼けた焼やき芋いもが三つ串くし刺ざしになっている。五人が無言で右手を差し出してくるので、全て半分に割り、一つずつ渡わたしてやる。

　エギルが沸わかしていた、ちょっと緑茶っぽいお茶と食べるハンギョ芋いもはやはり美う味まかった。俺が現実世界で暮らしていた埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しはサツマイモの名産地で、子供の頃ころから散々食べてきたので芋いもの味には少々うるさいと同時に食傷気味でもあるのだが、この焼やき芋いもは九十五点をあげていい。

　ハーフサイズの芋いもはたちまち仮想の胃へと消え去り、六人同時に満ち足りたため息をつく。将来二層でステーキハウスを開くのが目標らしいウルフギャングが出所を訊きいてくるが、夢を壊こわさないために「俺が卸おろしてやるよ」とだけ答え、お茶を飲み干す。アニキ軍団も四層迷めい宮きゆう区くで半魚人と戦ったはずだが、芋いもを落とす《イクチオイド・カルティベーター》は単独では出現しないうえにＨＰが半減するとすたこら逃げてしまうため、タイミングを測って大おお技わざを当てていかないとなかなか倒たおせないのだ。

　休きゆう憩けい時間終しゆう了りようの三十秒前に焚たき火びを始末し、エギルたちのパーティーに入れてもらう。アニキ軍団はいまのところ四人なので、俺とアスナが加わるとちょうど六人になるのだが、そのうちギルドメンバーも増えるだろうし、いつまでも甘あまえているわけにもいくまい。いずれはボス戦でレイドパーティーから外される状じよう況きようも考えておかなくては……と思いながら歩き始めた時、隣となりにすすっと寄ってきたアスナが、思わぬことを囁ささやいた。

「ねえ、キリト君。オレンジカーソルになったプレイヤーって、どうすれば緑に戻もどれるの？」

「へっ？」

　なぜいまここでその質問？　と瞬まばたきしてから、やっとアスナの意図を悟さとる。

　ＰＫ集団のモルテとダガー使いは、正体を隠かくしてＡＬＳとＤＫＢに潜もぐり込こみ、あれこれ策を弄ろうして両ギルドの不和を煽あおっていた。三層で俺にその企たくらみを看破されたモルテはすでにギルドを脱だつ退たいしたようだが、恐おそらくダガー使いはまだＡＬＳに所属しているはずだ。

　しかし奴やつは昨日、サイロンの手下の大男を攻こう撃げきし、カラーカーソルがオレンジ色になった。その状態では街に入れないし、ギルドメンバーの前にも現れづらいだろう。つまり、昨夜から姿を消したか、あるいは何か理由をでっち上げてオレンジのまま活動しているメンバーがいれば、そいつがダガー使いだということだ。昨夜から今朝までのあいだに、緑カーソルに戻もどっていなければ……だが。

「オレンジから緑に戻もどるには、アライメント回復クエストってやつをクリアしなきゃいけないんだ。俺も詳くわしいことは知らないけど、確かカーソルがオレンジになると、たまにフィールドで旅人っていうか放ほう浪ろう者しやみたいなＮＰＣに遭そう遇ぐうして、そいつが試練クエストをくれる……んじゃなかったかな……」

　あやふやな記き憶おくを頼たよりにそう囁ささやき返かえすと、アスナはいっそう難しい顔になる。

「それって、一晩でクリアできるの？」

「クエストの難易度とかボリュームは、犯おかした罪の大きさで変わるらしい。ＮＰＣから価値の低いものを盗ぬすんだとかならそんなに時間はかからないけど、攻こう撃げきしたり殺したりするとずっと大変になるし、同じ罪でも一度目より二度目、二度目より三度目のほうが試練も厳しいらしいよ。ベータの時だと、プレイヤーを五人ぐらいＰＫするともう緑に戻もどるのは事実上不可能みたいな話だった気がする」

　そこまで答えてから、アスナの疑問が解消されていないことに気付き、付け加える。

「ダガー使いのアライメントがどれくらいで回復するかは、正直何ともだな……あいつは大男を攻こう撃げきしただけで殺してないし……」

「うん……そもそもあそこには、ＡＬＳメンバーが半分ぐらいしかいないしね……」

「事情を話しても、簡単には信じてくれないだろうしなあ……」

　頭を寄せ合ってひそひそ会話を続けていると、ダンジョンの入り口前から威い勢せいのいい声が投なげ掛かけられた。

「おう、ついてくるのは勝手やけどな！　レイドに混ざる以上は、こっちの指示には従ってもらうで！」

　声の主は、どこにいてもあれだけは見み間ま違ちがえようもない、モーニングスターめいたトゲトゲ頭のＡＬＳリーダー、キバオウだ。右手でＯＫサインを作って了りよう解かいの意を示すと、フンッと盛せい大だいに鼻息を鳴らし、入り口に向き直る。三パーティーの中には五層のボス戦で協力してくれたハルバード使いのオコタンやフルプレガールのリーテンもいて、小さく合図を送ってくるので、アスナと一いつ緒しよに会え釈しやくを返す。

　どうやらこのダンジョンの攻こう略りやくはＡＬＳがメインを張ることで話がついているらしく、ＤＫＢリーダーのリンドや幹部のシヴァタ、ハフナーが率いる三パーティーは何も言わずにＡＬＳの後ろに陣じん取どり、アニキ軍団とおまけ二人は最さい後こう尾びにつく。それを確かく認にんしたキバオウが、再び胴どう間ま声ごえを響ひびかせた。

「よっしゃ、とっとと突とつ破ぱして昼メシは次の町で食うで！」

　ＡＬＳメンバーが元気よく、ＤＫＢと俺たちがその半分のボリュームで「おー！」と叫さけび、総勢四十二人の攻こう略りやく部隊は岩山を貫つらぬくダンジョンへと足を踏ふみ入いれた。




　そして十数分後、いきなり揉もめた。

　ダンジョンそのものは、通路と大部屋が連続する非常に単純な構造で、最初の大部屋に出現した生ける石像リビング・スタチユー系のモンスター十匹ぴきはさして苦労もせずに一いつ掃そうしたのだが、問題は部屋の奥おくの扉とびらに仕し掛かけられたパズルロックだった。

　見た目はいわゆるスライディングパズル──日本では《箱はこ入いり娘むすめ》とも呼ばれる、大中小のブロックをスライドさせて動かし、初期状態では一番上の中央に配置されている大ブロックを一番下の出口から脱だつ出しゆつさせることができればクリアというやつだ。しかしベータテストの時は大ブロック一つ、縦長ブロック四つ、横長ブロック一つ、小ブロック四つというノーマルな構成だったはずが、部屋の扉とびらに仕し掛かけられているパズルは全体が一段長く、小ブロックが全部で八つある。

　最初に自信満々で挑いどんだのは、当然ながらキバオウだった。しかし五分間、およそ三百手以上動かしてもまったく解ける気配がなく、業ごうを煮にやしたリンドが「ギブアップして俺にやらせろ」と名乗り出たところ、キバオウが「引っ込んどれ！」と怒ど鳴なり返かえし、大部屋の左右に分かれたＤＫＢとＡＬＳの睨にらみ合あいが発生したというわけだ。

「……なんかもう、おなじみの展開って感じね」

　離はなれた壁かべ際ぎわでため息混じりに呟つぶやいたアスナが、俺に顔を寄せる。

「ねえ、あれはフィフティーン・パズルみたいに解わかりやすい攻こう略りやく法ほうってないの？」

「残念ながらないんだよな……確か、原型の最短手順は八十一手だったはずだけど、あそこにあるのはブロックが四つ増えてるからなあ。俺もスムーズに解く自信ないよ」

　会話を交かわす間も、扉とびらの前に陣じん取どったキバオウがガシガシ音を立てて金属のブロックをスライドさせまくる。しかし数分前から同じ局面を行ったり来たりしていて、クリアに近づいているようには見えない。

「……つうか、キリトよ。確かスタキオンにあるパズルは、領主の呪のろいだかなんだかなんだろ？　オレたちはクエストやってねえから詳くわしくは知らねえけど」

　近くにいたエギルが会話に参加してきたので、俺は彫ほりの深い顔を見上げて頷うなずいた。

「ああ、領主の館で人が死んで、その呪のろいっていう設定だよ」

「なら、どうして主街区から何キロも離はなれたこのダンジョンにパズルがあるんだ？　スリバスの町にはいっこもなかったのに」

「……そう言えばそうだな」

　六層のテーマはパズル、という先入観のせいでいままでは疑問にも思わなかったが、確かにスリバスにさえ届いていないパズルの呪のろいが、このダンジョンにまで効果を及およぼしているのは少々おかしい。しかし実際にパズルは湖を挟はさんだ反対側の南エリアや迷めい宮きゆう区くタワーにも蔓まん延えんしていて、ベータ時代にその理由が説明された記き憶おくはない。

　……まあ、人間が作った設定だし。

　という身も蓋ふたもない答えを口に出したものかどうか少々迷っていると──。

「おい、最初に戻もどったじゃないか！」

　というリンドの叫さけび声ごえが聞こえ、俺とアスナとアニキたちは部屋の奥おくを見た。

　すると確かに、一枚岩の扉とびらを封ふう印いんする巨きよ大だいなスライディングパズルは、下部から脱だつ出しゆつさせるべき大ブロックが一番上の初期位置に戻もどっていた。その周りの縦長ブロックをいじりながら、キバオウがふてぶてしく言い返す。

「行いき詰づまったら最初に戻もどる、基本やろがい！」

「いま行いき詰づまったって言っただろ！　なら順番を譲ゆずれ！」

「言うてへん！」

「言った！」
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　そのやり取りを聞きながら、アスナがうんざりしたような声を出した。

「あの二人、実は仲がいいんじゃないかしら」

「そうかもな……」

「キリト君、すすっと割わり込こんでささっとクリアしてきてよ」

「い……いやいや、あれベータの時より一段増えてるんだよ。俺が覚えてる手順じゃクリアできな……」

　そこまで言いかけてから、はたと気付く。

　一段増えていると言っても、自由に動ける小ブロックが最下段に四つ追加されているだけなのだから、実際には無視していいのだ。本来出口があるべき場所に大ブロックを移動させてから、その隣となりの隙すき間まに追加の小ブロックを二つ詰つめ込こめば、そこに出口ができる。

「えーっと……行ってきます……」

　にこにこしているアスナとにやにやしているエギルにそう告げると、俺は大部屋を横切って扉とびらに近づいた。

　足音に気付いたキバオウとリンドがさっとこちらを見て、同時に何かを言おうとするので素す早ばやく両手を持ち上げ、先制で話し始める。

「あのさ、このパズル、動かし方を暗記する以外のコツはないんだ。最初は俺が動かすからそれを覚えてくれれば、今後同じのが出てきた時にさくっとクリアできると思うんだけど」

　すると二人は開きかけた口を閉じ、ちらりと顔を見合わせてから、リンドは頷うなずき、キバオウはふんぞり返った。

「ま、ジブンがそう言うならやらせたるわ」

「そんじゃ、失礼して……」

　ちょうどキバオウが初期配置に戻もどしたパズルに歩み寄り、記き憶おくを頼たよりに動かし始める。暗記以外のコツはないと言ったが、強しいて言えば最初に縦長ブロックを左右どちらかに集め、次に最上段に並べるのが最短の手順だ。幸い途と中ちゆうで行いき詰づまることもなく大ブロックはじりじりと下に移動していき、本来の出口に辿たどり着ついた。先刻の推測どおり、蓋ふたをしている追加ブロックを数手動かすだけで脱だつ出しゆつ口こうが完成し、そこから大ブロックをがちっと真下にスライドさせると──。

「おお……」

　というプレイヤーたちのどよめきの中、大おお扉とびらそのものが床ゆかの中に沈しずみ込こみ、新たな通路が口を開けた。

「よっしゃ、行くで！」

　キバオウが意い気き揚よう々ようと歩き始め、ギルドメンバーたちが後に続く。

　俺が出しゃばったのは、アスナに言われたからでもあるが、もう一つちょっとした目もく論ろ見みもあった。通り過ぎるＡＬＳの集団に合わせてさりげなく歩き始め、最さい後こう尾びのヒゲダンディーな男性プレイヤーに近づく。

「ども」

　ひそっと話しかけると、ＡＬＳリクルート班の班長オコタンは、ちらりと俺を見てからいっそう小声で答えた。

「お疲つかれ様さまです」

「そちらこそ。あの……前置き省略でつかぬことを伺うかがいますが……」

　怪け訝げんな顔をするオコタンに、俺は用意していた質問を投なげ掛かけた。

「このダンジョン攻こう略りやくに参加予定だったメンバーの中に、直前で不参加になった人っています？」

　そう訊たずねはしたものの、オコタンの口から出るであろう名前については、すでにある程度予想している。

　一層のフロアボス討とう伐ばつ直後に俺に《ビーター》というあだ名をつけ、二層では強化詐さ欺ぎに手を染めた鍛か冶じ師しネズハを吊つるし上あげ、三層では俺とアスナがエルフ戦争キャンペーン・クエストを独どく占せんしようとしていると主張し、四層では絡からんでこなかったものの五層のボス部屋では俺がギルドフラッグの所有者になろうとしていると言いがかりをつけてきた、「オレ知ってる」が口くち癖ぐせのジョー氏。これまでにも何度かおや、と思うことはあったのだが、今日のダンジョン攻こう略りやくに参加しているＡＬＳメンバーの中に彼の姿がないことが、俺の疑いを深くした。

　昨夜襲おそってきた黒フード二号とジョーとの共通点は、ダガー使いであることと背格好ぐらいしかない。二号は昨日も五層の地下墓地でもフードを深く下ろしていたし、ジョーはいつも顔全体を覆おおうレザーマスクを装備しているので、どちらも素す顔がおを晒さらしたことはないのだ。甲かん高だかい声も似ていると言えば言えるが、マスクの類たぐいは声質も変えてしまうのであてにはならない。

　しかし五層でキバオウはジョーに向けて、お前が持ってきたギルドフラッグの情報は正確だったと確かに言っていた。つまりジョーにはベータテストの情報を得るルートがあるわけで、それが元テスターのモルテなら筋は通る。ＡＬＳには他にもダガー使いが数人いるし、そもそもモルテの例もあるので二号がＡＬＳで活動している時に主武器を変えていないという保証もないのだが、もしここでオコタンの口からジョーの名前が出てくれば、灰色の疑いは限りなく黒に近くなる。

「えーっと……」

　俺の奇き妙みような質問に疑いを抱いだいた様子もなく、オコタンは視界左側のレイドメンバーリストを一いち瞥べつし──すぐに首を横に振った。

「いえ、予定が変わった人はいませんね。昨日のミーティングで編成されたメンバーは、全員参加してますよ」

「そう……ですか」

　何食わぬ顔で頷うなずきながらも、俺は内心で少なからず失望していた。

　昨夜の襲しゆう撃げきでは、モルテと二号は自分がオレンジカラーになってしまうことを計画に織おり込こんでいたはずだ。その後、アライメント回復クエストを一晩でクリアして緑に戻もどる予定だったとしても、二号はモルテを助けるために主武器であるダガー《ディルク・オブ・アゴニー》を失った。奴やつがあの時ダガーを投げてこなければ、俺は煙えん幕まく玉だまが爆ばく発はつするまでの一いつ瞬しゆんの間に剣で遠くに弾はじき飛とばしていただろう。

　フォールン・エルフの褒ほう賞しようというだけあってハイスペックなあの武器を失えば戦せん闘とう力りよくが大きく下がり、回復クエストを今朝までに終えられなかった可能性もある。もし二号がジョーなら、その場合は何か理由を捻ひねり出だして今日の攻こう略りやくを急きゆう遽きよ欠席しなくてはならない──と考えた結果の質問だったのだが、ジョーの不参加は事前に決まっていたらしい。

　それでも得られる限りの情報を得るべく、俺は質問を重ねた。

「えっと……そのミーティングが開かれたのは、何時ごろだったんですか？」

「夕食後ですから、夜の八時半ぐらいでしたかね……」

　ここでようやく、オコタンが訝いぶかしそうに眉まゆを寄せる。

「どうしてそんなことが気になるんです？」

「あー、その……昨日の夜よる遅おそくに、フィールドでＡＬＳっぽい人が戦ってるのを見かけて、苦戦してたみたいなんで大だい丈じよう夫ぶだったかな、って……」

　我ながら苦しい説明だと思ったが、大筋では噓うそはついていない。戦せん闘とうの相手が俺とアスナだということは絶対に言えないが。

　しかしオコタンは疑う様子もなく、半ば礼をするように頷うなずいた。

「そうでしたか。ご心配ありがとうございます、ギルメンにトラブルがあった連れん絡らくは入ってませんので、大だい丈じよう夫ぶだったと思いますよ」

「それは良かった」

　頷うなずき返かえしながら、懸けん命めいに思考を巡めぐらせる。

　ミーティングが八時半なら、終わった時は九時を回っていただろう。そしてモルテたちの襲しゆう撃げきも九時過ぎ。もし二号とジョーが同一人物なら、ミーティングには参加できない。

　その場にジョーがいたのかどうか知りたいが、さすがにその質問は不自然すぎる。そもそも、参加していなかったとしても疑いが深まるだけで、確証が得られるわけではないのだが。

　せめて、いままでのボス戦には必ず参加していたジョーが、今日のダンジョン攻こう略りやくに参加していない理由ぐらいは聞き出せないものか……とあれこれ考えていると。

「おう、次の部屋が見えたで！　総員、戦せん闘とう用意や！」

　隊列の先頭でキバオウが叫さけび、ＡＬＳメンバーたちが武器を抜いたり構えたりした。これ以上お喋しやべりを続けるのは無理そうだと判断し、オコタンに礼を言って後ろに下がる。

　ＤＫＢメンバーたちに追い抜かれて最さい後こう尾びに戻もどると、すかさずアスナが近寄ってくる。

「オコタンさんと何を話してたの？」

「今日のこれをドタキャンしたメンバーがいなかったか、って」

　それだけでアスナは俺の意図を悟さとったらしく、更さらに顔を近づけてきた。

「それで……？」

「残念ながら、いなかったってさ」

「…………そう……。さすがに、そう簡単には尻尾しつぽを摑つかませないってわけね……」

「ああ。こうなると、今日もしっかり警けい戒かいしたほうがいいな」

「どういうこと？」

　瞬まばたきするアスナに、俺も顔を寄せる。

「オレンジになった理由を誤ご魔ま化かすのは、実はそんなに難しくないはずなんだ。うっかりＮＰＣを範はん囲い攻こう撃げきに巻まき込こんじゃったとか何とか言って、ギルメンにアライメント回復クエストを手伝わせることだってできたと思う。そうしなかったのは、昨夜の襲しゆう撃げきが失敗した場合のことをちゃんと考えてたからだ。ギルメンは誤ご魔ま化かせても、俺かアスナが生きててＡＬＳにオレンジ化したメンバーが出た話を知ったら、そいつがＰＫだって断定できるからな……。そこまで念入りに計画してたとなると、奴やつらは俺たちがさすがに昨日の今日じゃ仕し掛かけてこないだろうと思って油断してるところを狙ねらおうとするかもしれない」

「……なるほど、ありそうな話ね。背中はしっかり気をつける、として……」

　そこでアスナは至し近きん距きよ離りからじろっと俺を睨にらみ、予想外なことを言った。

「いま君が言った、俺かアスナが生きてて、って台詞せりふは修正してほしいんだけど」

「へ……？」

「どっちかが殺されたのにもう一人が逃げるとか有り得ないでしょ？　俺とアスナが、って言い直して」

「は、はあ……」

　もちろん俺はアスナを見捨てて逃げるつもりはないが、自分を盾たてにしてアスナを逃がさざるを得ない状じよう況きようは有り得る……と思ったもののそう言ったら睨にらまれるだけでは済まない気がしたのでこくこく頷うなずき、発言を修正しようとした──のだが。

　後方で少々品のない口笛の音と、

「おいおいあっちーな！」

「北ほつ極きよくの氷が溶とけるぜ！」

　というアニキ軍団のローバッカとナイジャンの冷やかし声が聞こえ、いつのまにか肩かたを密着させていたアスナがぴゅっと離はなれた。

　──それ、リーテンとシヴァタの時に、俺が今年はもう中三なんだからって思って我が慢まんしたやつなのに！

　と思わずにいられない俺だった。




　四つ目まであった大部屋をどうにか突とつ破ぱすると──扉とびらのパズルは変わらず《箱はこ入いり娘むすめ》で、だんだん初期配置が難しくなったが、キバオウとリンドが張り合いながらも全てクリアした──、最後の広間には巨きよ大だいツル植物型のボスが待ち構えていた。次々生えるサヤから豆まめ爆ばく弾だんを飛ばしてくる難敵だったが、エギルとローバッカの両りよう手て斧おのが特とつ攻こうだったようで、最後には根元から切きり倒たおされて四散した。

　俺は豆まめ爆ばく弾だんの迎げい撃げきに専念していたのでラストアタック・ボーナスは逃のがしてしまったが、ＬＡを取ったエギル曰いわくボーナスは大量の豆だったらしい。甘あまく煮にたら旨うまいかもよ、と心の籠こもった慰なぐさめを口にして、俺はダンジョンの出口で攻こう略りやく部隊と別れた。

　ＡＬＳとＤＫＢ、そしてアニキ軍団は西の地平線にうっすらと見える次の街に向かったのだが、俺とアスナには別の目的地がある。六層のダークエルフ砦とりでは、この北西エリアに存在しているのだ。

「……いまさら、アインクラッドのマップデザインに文句を言うつもりはないけど……」

　道なきフィールドを歩き始めた数分後、アスナが周囲を見回しながら言った。

「最初のエリアから山ひとつしか隔へだててないのに、この変わりようはどうかと思うわ」

「異議なし」

　俺もこっくり頷うなずく。

　スタキオンやスリバスがある北東エリアは大部分が三層によく似た深い森だが、その左ひだり隣どなりの北西エリアは西部劇の舞ぶ台たいになりそうな赤茶けた荒こう野やなのだ。起き伏ふくの多い地形に緑はほとんど存在せず、風化した岩や奇き妙みような形のサボテンがところどころに突き出している。時折強い風が吹ふくと、巻き上げられた砂すな煙けむりが視界を霞かすませる。

　アインクラッドでは空腹や喉のどの渇かわきで死ぬことはないが、もし現実世界なら水のボトルを二、三本は持っていないと到とう底てい踏ふみ込こむ気にはなれない光景だ。目的地はこの荒こう野やを、北に四キロ以上も歩いた外周部近く。しかもそこまでは道らしい道はないので、涸かれ谷だにや岩山を苦労して迂う回かいし、頻ひん繁ぱんに出現するモンスターとも戦わねばならない。

　幸いだったのは、巨きよ大だいサソリやら巨大ムカデやら巨大ヒヨケムシといったまったく女子受けしそうにない連中を、我わがパートナーがアストラル系ほどは苦にしなかったことだ。さしもの俺もちょっと食べる気にはならない、サソリの尻尾しつぽだのヒヨケムシの鋏きよう角かくだのといった素材アイテムがストレージを圧あつ迫ぱくし始はじめた頃ころ、俺はとうとうレベル20の大台に到とう達たつした。

「ヤッフー！」

　レベルアップのエフェクト光に包まれた瞬しゆん間かん、右みぎ拳こぶしを突き上げて垂直ジャンプした俺を見て、少し前にレベル19になっていたアスナが五十センチほど後ずさった。

「な……なんなのよ、あなたそういうキャラじゃないでしょ」

「いや、レベル６と12の時もしたぞ」

　その返事を聞いて、ようやく納なつ得とくしたような表情を浮うかべる。

「ああ、スキルスロットが増えたのね……それはおめでとうを言うべきね」

「ヤッフー！」

「はいはい。で、五つ目のスキルは何を取るの？」

「マンマミーア！」

　ハイテンションな応答を繰くり返かえしているとパートナーの眼まな差ざしに冷ややかさが増してきたので、咳せき払ばらいして答え直す。

「いま取ってるのは《片手直剣》と《体術》と、《索さく敵てき》に《隠いん蔽ぺい》だから……次に取るなら《投とう剣けん》か《疾しつ走そう》かな……」

「疾しつ走そうおすすめよ。移動時間の短縮になるし、単純に走ってて気持ちいいし」

「うん、俺も好きなスキルだけどさ……」

　と答えてから、もうすぐコンビを組んで一ヶ月になるわけだしそろそろ許されるのではと考え、それでも少々遠えん慮りよがちに質問する。

「……あのさ、アスナって、《細さい剣けん》と《軽金属装備》と《裁さい縫ほう》と《疾しつ走そう》と、もう一つは何を取ってるんだ？」

　レベル19になったばかりのアスナはまだスロットが四本なのだが、現状では恐おそらく世界にたった一つしか存在しない超ちよう弩ど級きゆうレアアイテム《カレス・オーの水すい晶しよう瓶びん》を使って、実質的に五つのスキルを運用できる。しかし瓶を使って入いれ替かえているのは裁さい縫ほうと疾しつ走そうのはずなので、残り一つのスロットに何をセットしているのかはずっと謎なぞだったのだ。

　質問されたアスナは、三回瞬まばたきしてから視線をふいっと斜ななめ上方に動かし、唇くちびるを尖とがらせるという予想外の反応を見せた。何コレ、と思いながら待っていると、いっそう予期せざる言葉が返ってくる。

「えっと……怒おこられるから秘密」

「は、はあ!?　怒るって……俺が？　いやいや怒んないよ……どんなスキルを取るかはその人の自由だし……」

「そういうこと言う先生ほど怒るのよ」

「せ、先生って……」

　──まあ、それは確かにそうかもしれないが。いやでも俺は先生じゃないし。

　言葉に詰つまる俺の隙すきを突つくように、アスナはびしっと人差し指を突つき付つけると逆ぎやく襲しゆうに転じた。

「いまはわたしの話じゃないでしょ。キリト君がどんなスキルを取るのかって話をしてたんでしょ」

「あ、は、はい……。まあ、投とう剣けんか疾しつ走そうだと思うけど、しばらく保留で……」

「了りよう解かい。さ、そろそろ移動しましょ」

　よほど五つ目のスキルに触ふれられたくないのか、俺の優ゆう柔じゆう不ふ断だんを指し弾だんすることもなく頷うなずくと、アスナは視線を北に向けた。

　俺たちはしばらく前から、アメリカのユタ州にあるような──と言っても現地に行ったことがあるわけではなく映画で見ただけだ──砂底の峡きよう谷こくを移動している。この一帯は同じ地形が複雑に入り組んでいて、マップを開いても進んでいる方向しか解わからないが、目的地に到とう着ちやくするにはこの天然の迷めい路ろを突とつ破ぱする必要があるのだ。

　正しいルートさえ解わかっていれば、モンスターの相手をせずに走はしり抜ぬけてしまう手もあるが、いかなビーターの俺でも三ヶ月以上も前に一往復しただけの迷路を完かん璧ぺきに記き憶おくしているわけではない。岩がん壁ぺきの亀き裂れつや砂の中から飛び出してくるサソリやムカデやモンゴリアンデスワームっぽい奴やつらを地道に処理し続け、谷底に届く光が徐じよ々じよに色を濃こくし始めた頃ころ、ようやく行く手に人工物が見えた。

　急激に広さを増した谷の両側には無数の石柱が立ち並び、細かい砂の上には橋の如ごとく石板が敷しかれている。その行き着く先には巨きよ大だいな門がそびえ立ち、上部には見慣れた曲きよく刀とうに角つの笛ぶえマークの旗が無数に翻ひるがえる。

「…………うわ、でっかいわね……」

　戦せん闘とうの連続でさすがに疲つかれた様子のアスナが、彼方かなたの城門を見つめながら呟つぶやいた。レベル的には充じゆう分ぶんな余よ裕ゆうがあるエリアだが、ほとんどのモンスターが毒持ちだったことと、ＰＫの襲しゆう撃げきに警けい戒かいし続けていたことが精神的疲ひ労ろうを倍増させたのだろう。

　やはり、ＰＫ集団に対していつまでも受け身のままでいるわけにはいかない。能動的に脅きよう威いを取り除く方法を考えないと……と思いながら、砂上の橋に足を踏ふみ入いれる。

「あの《ガレ城》は、ダークエルフの砦とりでの中でいちばん大きいんだ。建物そのものはヨフェル城ほど豪ごう華かじゃないけど、食堂も風ふ呂ろもあるよ」

「えっ、お風ふ呂ろあるの？」

　さすがに「ヤッフー！」と飛び上がりはしなかったが、残り三割だった元気メーターが瞬しゆん時じに七割まで回復したような顔になると、アスナは歩く速度を上げた。その隣となりに追いつき、少し迷ってから情報を追加する。

「……ただ、食堂はいいんだけど、風ふ呂ろ場ばに関してちょっとした問題があるようなないような……」

「…………何よ？」

「えーっと、あそこ、実はパブリックでして……」

　という俺の言葉が即そく座ざには理解できなかったのか、アスナは「パブリック……？」と繰くり返かえしてから、大きく顔をしかめた。

「それってインスタンスの対義語よね？　わたしたち専用の空間じゃなくて、他のプレイヤーも入れるわけ？」

「そういうわけ。ダークエルフ関連のスポットだと、女王様がいる九層のお城と、あのガレ城だけがパブリックなんだよ……。たぶん、あれだけデカい砦とりでっつうか城を、同時に幾いくつも生成するのはさすがに難しかったんじゃないかなあ……」

「四層のヨフェル城も充じゆう分ぶん大きかったじゃないの。まあ、文句言っても仕方ないけど……つまり、食堂やお風ふ呂ろに、他のプレイヤーが入ってくるかもしれないわけね」

　アスナの元気メーターがみょみょみょと減っていく音が聞こえた気がしたので、俺は急いで付け足した。

「まあ可能性で言えばそうなんだけど、実際にあの門を通れるのはエルフ戦争キャンペーン・クエストをダークエルフ側で、しかも俺たちと同じとこまで進めてるプレイヤーだけだからさ。いまの時点だとそんなプレイヤーは一人もいないと思うし、遠えん慮りよせずにフロればいいんじゃないかな……なんなら三層の時みたく、俺が外で見張るし……」

　するとアスナはしばし葛かつ藤とうするような顔を見せたあと、不意に真しん剣けんな表情を浮うかべ、言った。

「ダークエルフのお城ってことは、当然あそこも圏けん外がいなのよね？」

　一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれ、かなり近づいてきた城門を見上げる。プレイヤーのＨＰ、すなわち生命を絶対的に保護する犯罪防止コードは目に見えないが、それでも城を包む空気に人の街とは異なるものを感じる。顔を戻もどし、ゆっくり頷うなずく。

「うん……そのはずだ。だから、モルテたちがあの中で俺たちを襲おそうことは、システム的には不可能じゃない。でも、そのためには、さっきも言ったとおりダークエルフ側でクエストを進める必要がある。奴やつらにそんな余よ裕ゆうがあったとは思えない……少なくともＡＬＳに入はいり込こんでるジョ、じゃなくてダガー使いには絶対無理だ」

　俺が漏もらしかけた名前に、アスナはぴくりと右の眉まゆを動かしたがそれ以上の反応は見せず、代わりに思わぬ名前を出した。

「……それ、たとえばヨフィリス子し爵しやくに訊きいたら教えてくれないかな？　モルテたちが、ダークエルフのために働いているかどうか」

「う、う～～ん……」

　無意識のうちに立ち止まり、腕うで組ぐみをしてしばし唸うなってから、首を左右に振る。

「いや……ヨフェル城はインスタンスだから、ヨフィリス子し爵しやくもクエストを進めてるパーティーごとに存在してる理り屈くつだ。《俺たちのヨフィリス子爵》の認にん識しきでは、ダークエルフに協力してる人間は他にはいないってことになると思う」

「そう……。──やっぱりわたし、好きになれないわその仕組み」

　肩かたをすくめ、アスナも高い城門を振ふり仰あおいだ。

「なら、お城の中でもちゃんと警けい戒かいしないとね。さ、行きましょ」

「ああ」

　深く頷うなずき合あうと、俺とパートナーは残りの石橋を渡わたりきり、一枚岩を彫ほり上あげたらしき城門の前に立った。

　いままで訪おとずれた野営地や砦とりででは、入り口の前に必ず衛兵がいたのだが、このガレ城はとある理由で敷しき地ちの外にエルフたちが出ることはほとんどない。代わりに、門の上の出窓から鋭するどい声が降ってくる。

「立ち去れ！」

「この門は人族のために開くことはない！」

　ヨフェル城の時よりいっそう厳しい言葉に、俺はジェスチャーで応じた。左手に嵌はめた銀の指輪──ヨフィリス子爵がくれた《シギル・オブ・リュースラ》を高く掲かかげると、出窓の中の衛兵が後ろに向けて何やら合図する。すぐに城の中でカラーン、カラーンと澄すんだ鐘かねの音が響ひびき渡わたり、城門が重々しく動き始める。

　完全に開くのを待っていると一分近くかかってしまうので、人が通れるだけの隙すき間まができた瞬しゆん間かんにアスナの背中を押し、俺も続く。二人が境界線を踏ふみ越こえた途と端たん、城門の動きが反転し、地じ響ひびきを立てて再び閉ざされる。

　三歩進んで立ち止まったアスナが、「うわあ……」と感かん嘆たんの声を上げた。

　ガレ城は、直径二百メートルはあるだろう真円形の窪くぼ地ちに築かれた、と言うより彫ちよう刻こくされた城じよう塞さいだ。窪くぼ地ちの内周に沿って三階建ての城じよう郭かくがぐるりと弧こを描えがいているのだが、石や木で建てたのではなく、自然の岩がん壁ぺきをまるで古代の遺い跡せきのように彫ほり上あげたものなのだ。

　東から北、西へとＣの字を描く城郭に囲まれた空間はモザイクタイルの広場になっていて、黒エルフの衛兵や召めし使つかいが静かに行ゆき交かう。いまのところ、プレイヤーの姿は見えない。

　広場の中央にそびえるのは、一本の巨きよ大だいな広葉樹。俺たちが踏とう破はしてきた荒あれ地ちや峡きよう谷こくには茶色いサボテン以外の植物はまったく生えていなかったのだが、巨きよ樹じゆの枝には青々とした葉が茂しげり、根元の大きな泉では清らかな水が木こ漏もれ日びを受けて金色に輝かがやいている。

　巨きよ樹じゆの根元には大きなウロが口を開け、目を凝こらすとその奥おくで脈打つ仄ほのかな青い光が見えた。それに気付いたらしいアスナが、小さな声で囁ささやいた。

「あっ……あれって、《霊れい樹じゆ》……？」

「うん。ここは城の中に霊樹があるんだ」

　霊樹というのは、黒エルフや森エルフが各層を行き来するのに使っているテレポーターで、人族すなわちプレイヤーが使う転移門のようなものだ。しかし転移門が必ず主街区の真ん中にあるのに対して、霊樹はエルフの城や砦とりでとは遠く離はなれていることが多く、俺も初めは不思議に思った。

　何でも霊樹は生きているので寿じゆ命みようがあって、およそ百年ごとに代だい替がわりするのだが、新たな霊樹がどこに生まれるのかはエルフたちにも解わからないらしい。しかしこの六層の霊樹は例外的な長ちよう寿じゆで、ガレ城が築かれた数百年前から枯かれずに生き続けているのだ……というような予備知識をアスナに開かい陳ちんしていると。

　突とつ然ぜん、俺たちの左側、城じよう郭かく西せい翼よくの扉とびらが大きな音を立てて開いた。そちらを見たアスナの顔に、輝かがやくような笑えみが弾はじけた。

「アスナ！　キリト！」

　俺たちの名を呼びながら駆かけ寄よってくるのは、黒鋼の鎧よろいと薄うす闇やみ色いろのマントを身につけ、左ひだり腰こしに流りゆう麗れいなサーベルを佩はいた女性騎士だった。肌はだは艶あでやかな褐かつ色しよく、短めに切きり揃そろえられた髪かみは灰色がかった紫むらさき。

　アスナが数歩前に出て、両りよう腕うでを大きく広げた。騎士は躊躇ためらうことなくそこに飛とび込こみ、剣士の背中に両りよう腕うでを回す。
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　五秒以上も抱だき合あってから体を離はなし、今度は俺に向けて腕うでを広げる。握あく手しゆで済ませるつもりだったので少々動転しつつも、照てれ臭くささを押おし殺ころしてハグを交かわす。頭の片かた隅すみで、重金属装備越ごしだからセーフと意味不明なことをちらりと考える。

　騎士は同じく五秒間状態をキープしてから両りよう腕うでを開き、一歩下がって俺の肩かたをぽんと叩たたいた。たった三日前に別れたばかりなのに、ずいぶん長く会えなかったような感かん慨がいに襲おそわれながら、俺はリュースラ王国エンジュ騎士団の近この衛え騎士であり俺たちの友人でもある美び貌ぼうのダークエルフの名前を呼んだ。

「キズメル、会えてよかった」

「私もだ、アスナ、キリト。よく来てくれたな……この乾かわき切きった土地を徒歩で越こえるのは大変だっただろう」

　騎士のねぎらいに、アスナが笑え顔がおのまま応じる。

「キズメルに会えるなら、そんなのなんでもないわ」

「そう言ってもらえると私も嬉うれしい。さあ、城で長旅の埃ほこりを落としてくれ……と言いたいが、その前にここの城主に挨あい拶さつしてもらわねばならん。疲つかれているところ済まないが……」

「いや、お世話になるんだから当然だよ」

　俺の言葉に、キズメルは申し訳なさそうな顔のまま頷うなずき、「では行こう」と広場を横切って歩き始めた。

　思い返してみると、三層の野営地、四層のヨフェル城、そして五層のシヤーヤ村でもＮＰＣダークエルフたちは俺とアスナに敵意を示しこそしなかったものの、態度は基本的に素っ気なかった。しかし彼らのためにクエストを幾いくつもクリアしてきたことが認められつつあるのか、昨日訪れた野営地同様、広場ですれ違ちがう衛兵や召めし使つかいたちは皆みな、こちらに軽く会え釈しやくを送ってくる。エリート騎士のキズメルと一いつ緒しよにいるからだという可能性もあるが、いちおう挨あい拶さつを返しながら霊れい樹じゆの泉の左側を抜け、城じよう郭かくの正面へ。

　城の主館は両りよう翼よくより一階ぶん高く、窪くぼ地ちを囲む崖がけから五、六メートルほども突き出している。ベータテストの時にも訪おとずれた場所だが、メインクエストの受領と報告だけしてすぐに次のエリアに行ってしまったので印象は薄うすい。

　しかし、衛兵に守られた大おお扉とびらからメインホールに入った途と端たん、俺はアスナと一いつ緒しよにため息を漏もらしてしまった。

　赤茶けた砂岩を彫ほり抜ぬいたガレ城の外観は、デザインはそこそこ凝こっていたがテクスチャが一様で、ヨフェル城ほどの美しさは感じなかった。しかし屋内は黒とアイボリーを基調とするタイルで精せい妙みように飾かざられ、遺い跡せきっぽさなど欠片かけらもない。ベータ時代はもっと簡素な内装だった気がするので、正式サービスまでにアーガスのデザイナーか、もしかしたらダークエルフたちが頑がん張ばったのかもしれない。

　砂すな粒つぶひとつ落ちていないホールを横切り、二重螺ら旋せんの大階段を上って三階の城主執しつ務む室しつへ。ガレ城の主、メラン・ガズ・ガレイオン伯はく爵しやくはエルフとしては非常に珍めずらしい美び髯ぜんの偉い丈じよう夫ふだが、ヨフィリス子し爵しやくのような人間っぽさ──この場合はエルフっぽさと言うべきかもしれないが──を感じさせることはなく、シナリオに即そくした台詞せりふで俺たちを歓かん迎げいし、メインクエストを一つとサブクエストを三つくれた。

　城主の部屋から出たところで、俺とアスナだけでなくキズメルもふうっと息を吐はく。思わず横顔をまじまじと見てしまうと、騎士は少しバツが悪そうに微ほほ笑えんだ。

「私は平民の出だからな。秘ひ鍵けん回収の任を拝命して以来、貴族の方々に目通りする機会も増えたが、そう簡単に慣れるものではないな」

「はは、俺も平民だから偉えらい人の前だと緊きん張ちようするよ。アスナはどうだか知らないけど」

　実は相当なお嬢じよう様さまなのではないか──そのわりにすぐ手が出るが──という疑ぎ惑わくのある細さい剣けん使つかいは、さっそく俺の脇わき腹ばらを小こ突づきながら言った。

「平民に決まってるでしょ、わたしだってちゃんと緊きん張ちようしてます！」

「ふふふ、相変わらず仲がいいな。──さ、まずは部屋に案内しよう」

　俺たちの背中に左右の手を押おし当あて、キズメルは窓のない廊ろう下かを西へと歩き始めた。

　案内されたのは、城の西せい翼よく三階にある客間だった。扉とびらを開けると、正面の壁かべに並ぶ菱ひし格ごう子しの窓から、地平線──ではなくアインクラッドの外周開口部に沈しずもうとしている真っ赤な太陽が見えた。

「うわあ、素す敵てきなお部屋ね！」

　部屋の中央でくるりと一回転し、はしゃいだ声を出すアスナの背中に、キズメルが声を掛かける。

「ヨフェル城の客間より少々手て狭ぜまだが、我が慢まんしてくれ。これでもガレ城で二番目にいい部屋なんだ」

「ううん、ぜんぜん狭くないわよ！　このソファーなんて、五人くらい座すわれそう！」

　どうやら家具マニアでもあるらしいアスナは、武装を解除するやいなや、優美な曲線を描えがくウッドフレームのロングソファーにすぽーんと腰こし掛かけた。微ほほ笑えんだキズメルが、腰のサーベルを外しながら隣となりに座り、俺も愛あい剣けんと防具類を消すと二人に向かい合う位置の肘ひじ掛かけ椅い子すに体を沈しずめる。

　主街区スタキオンで、ＤＫＢのリンドがギルドフラッグについて話し合うために借りた天てん馬まのひづめ亭ていのスイートルームも豪ごう華かだったが、さすがに伯はく爵しやくの城だけあって内装のクオリティもクッションのふかふか具合もこちらが一段、いや二段上だ。この城に立ち寄るプレイヤーが俺とアスナだけというのはどうにももったいない話だ……と考えてから、真っ先に確かく認にんしておくべきことがあったのだと気付く。

「あのさ、キズメル」

「どうした？」

　ローテーブルに用意された果物を皿に取り分けてくれていた騎士に、俺は言葉を選びながら訊たずねた。

「えっと……いま、このガレ城に、俺たち以外の人族が来てたりするかな？」

　途と端たん、アスナもさっと表情を引ひき締しめる。

　しかし、キズメルの答えはシンプルだった。

「いや、来ていないな」

「そ、そっか。変なこと訊きいて悪かった」

　俺が肩かたの力を抜き、前に置かれた皿から星形の果物をつまみ上げた、その時。

「──だが、お前たちの他にも、我らリュースラの民たみに助力する人族の剣士がいるという話は聞いたことがある。ならばいずれ、会う機会もあるのではないかな」

　とキズメルが言葉を続け、俺は果物を口に入れる直前の間ま抜ぬけな格好で凍こおり付ついた。

　このデスゲームが開始されてから早くも二ヶ月近くが経過し、三層が開通してからも二週間以上経たつのだから、エルフ戦争クエストをダークエルフ側で進めているプレイヤーが他にもいることは不思議ではない。しかしそれが万が一モルテたちだった場合、ガレ城には彼らの悪意を阻はばむ犯罪防止コードは存在しない。

　モルテは、まったく躊躇ためらうことなくスタキオンの領主サイロンを斬きり殺ころした。ならば彼らは、それが必要ならばこの城のダークエルフにも……そう、キズメルにも迷わず刃やいばを向けるだろう。純じゆん粋すいな戦せん闘とう力りよくならキズメルはモルテたちを圧あつ倒とうしているだろうが、ＰＫｅｒが発揮する暗黒面のクリエイティビティはまったくもって侮あなどれない。

　やはり、可か及きゆう的てき速すみやかにこの城を訪おとずれた真の目的を果たしておくべきだ。そう考えた俺は、ちらりとアスナにアイコンタクトしてから、右手の果物を口に放ほうり込こみ、その手でウインドウを開いた。

　エルフたちが《幻げん書しよの術》と呼ぶストレージから取り出したのは、拗ねじくれたようなデザインに共通点がある両りよう刃ばのダガーと二本のスローイング・ピック。テーブルに並べられたそれらを一いち瞥べつした途と端たん、キズメルがさっと表情を引ひき締しめた。

「……キリト、それは……？」

「えっと……俺とアスナは昨日の夜、同じ人族の二人組に襲おそわれたんだ。これは、そいつらが落としていった武器なんだけど……」

　途と端たんキズメルは、ソファーから腰こしを浮うかせて叫さけぶ。

「襲おそわれた!?　ただの物もの盗とりか、それとも……」

「あー……殺すつもりだったと思う……」

「…………なんだと……!!」

　ダークエルフの、オニキス色の瞳ひとみに青白い炎ほのおが灯ともった。気がした。

　ソファーの側面に立たて掛かけてあったサーベルを握にぎり締しめ、すっくと立ち上がって叫さけぶ。

「そのような奴やつばら、私がいれば即そつ刻こく首を刎はねてやったものを！　キリト、アスナ、これからは人族の街には戻もどらず、ずっと私と行動を……」

「や、大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶだから」

　激げき昂こうするキズメルをどうにか宥なだめ、腰こし掛かけさせてから、改めて卓たく上じようの凶きよう器きを右手で示す。

「俺もアスナも、ほとんどダメ……じゃなくて傷を負わずに撃げき退たいしたからさ。──ただ、しつこい連中だから、まだ俺たちを狙ねらってるのは間ま違ちがいない。問題は、奴やつらが使った武器……特にこっちの、毒つきの投げ針なんだ。キズメル、これを見て、何か解わかることないかな……？」

　言うべきことをひと息に言い終えると、俺は騎士の前まで片方のピックを滑すべらせた。

「…………」

　再びサーベルを立たて掛かけたキズメルは、指先でつまんだピックを頭より高く持ち上げ、背後の窓から差さし込こむ西日にかざした。

「……鋼はがねではないな。生き物の棘とげか何かを加工したものだ」

　その言葉を聞いたアスナが身を乗り出し、テーブルに残っているピックを人差し指で叩たたいた。浮うき上あがったプロパティ窓のフレーバーテキストを、騎士に読んで聞かせる。

「キズメル、ここには人族の言葉でこう書いてあるの。『堕おちたエルフの将ノルツァーは、邪じや竜りゆうシュマルゴアに立ち向かい、恐おそるべき毒の滴したたる棘とげを一本残らず切り落とした』……」

「ノルツァー……シュマルゴア……!?」

　キズメルが再び腰こしを浮うかせ、右手のピックを弾はじかれたように遠ざけた。しかしすぐに落ち着きを取とり戻もどし、慎しん重ちような手つきでテーブルに戻もどす。俺とアスナの顔を順に見てから、居住まいを正して語り始める。

「……シュマルゴアは、エルフの伝承に語られる悪あしき竜りゆうだ。遥はるかな昔……まだエルフや人やドワーフが大地に暮らしていた頃ころ、一匹ぴきの悪戯いたずら好きな子蛇が巫み女こ様の目を盗ぬすんで黒の聖大樹に這はい上のぼり、枝の先にたった一つ生なっていた実を囓かじった。蛇は永遠の命を得たが、口にするもの全てが毒に変わるという呪のろいをも受けた。何かを食べるたびに蛇はもだえ苦しんで死に、聖なる果実の力で生き返った。それを数百年も繰くり返かえすうち、いつしか蛇は巨きよ大だいで醜みにくい毒どく竜りゆうに姿を変じ、町や村を襲おそうようになった。しかし人族の英えい雄ゆうセルムに敗れ、遥はるか北ほつ方ぽうにある氷雪の地へと逃げ去った……」

　キズメルのしっとりした声がフェードアウトすると、俺とアスナは同時に小さく息を吐はいた。抑よく揚よう豊かな語りが余りにも耳に心ここ地ち好よく、もっとお話して！　とねだりたくなるが我が慢まんしておく。

「……うーん、なんだか可哀かわい想そうな話でもあるわね……。蛇さんも、悪気があって聖大樹の実を囓かじったわけじゃないんでしょうに……」

　アスナが首を振りながら呟つぶやくと、キズメルも深々と頷うなずいた。

「聖大樹の実は永遠の命を、樹液は不ふ滅めつの肉体を与あたえると言われ、それゆえに多くの不幸な物語が生まれたのさ。他にも、こんな話がある。毎年ヒイラギの月、人族の言う十二月の末に、子供たちに贈おくり物ものを届ける役目を与あたえられた聖者がいてな。彼はある年、人族の貧しく病弱な少女に届けるべき贈り物の中身が、聖大樹の実の欠片かけらであることを知ってしまった。どうしても好こう奇き心を抑おさえきれず、贈り物の箱を開けると、そこには途と方ほうもなく美しい晶しよう石せきが入っていた。聖者はその石が欲ほしくなり、何万人もの子供たちの中で、少女にだけ贈り物を届けなかった。晶しよう石せきの加護があれば救われるはずだった少女は翌年を迎むかえることができずに命を落とし、聖者は呪のろわれて正気を失い、決して明けない夜を永遠に彷徨さまようことになった……」

「…………他のお話も、そういう終わりかたなの？」

　アスナに訊きかれたキズメルが、軽く肩かたをすくめる。

「まあ、だいたいそうだな。聖大樹の恩おん寵ちようは、決して自ら求めてはならないものなのだ」

「確か、そもそもフォールン・エルフが追放されたのも、聖大樹の樹液を採ろうとしたからなんだよな」

　俺が口を挟はさむと、アスナはあっという顔になった。

「そっか、フォールン・エルフも北の果てに追放されたのよね。じゃあ、そこでシュマルゴアと出くわしても不思議はない……って、あれ、でもそしたら、ノルツァー将軍ってアインクラッドができる前から生きてるってこと……？」

　それを聞いたキズメルが、何やら難しい顔で黙だまり込こむので、俺は恐おそる恐おそる訊たずねた。

「えっと、そもそも……アインクラッドって何年ぐらい前にできたんだ……？」

「……いや、我ら近この衛え騎士も仔し細さいには知らないのだ。ヨフィリス閣下も仰おつしやっていたと思うが、大だい地ち切せつ断だんと六つの秘ひ鍵けんにまつわる伝承の全てを受うけ継ついでおられるのは女王陛下ただお一人。この浮ふ遊ゆう城じようが生まれた時代も、遥はるかな昔としか教えられておらぬ」

　そこで少し口を閉じ、騎士はマントの留め金にそっと触ふれた。

「……ただ、女王陛下や森エルフの王は大変な長命だと聞く。ならば、フォールンを率いるあの男も、悠ゆう久きゆうの時を生きているのやも知れぬ……だからと言って恐おそれはせんがな」

　大いに頼たのもしい言葉だが、俺としてはキズメルがノルツァー将軍と戦うような展開にはなってほしくない。騎士の腕うで前まえを疑うわけではまったくないが、ノルツァーを間近で見た時のことを思い出すだけで呼吸が少しばかり浅くなる。アレは、いままで倒たおしてきた五体のフロアボスを含ふくめても、確実に最悪の相手だ。

　そんな俺の怖おじ気けを感じ取ったわけでもなかろうが、キズメルは黒い瞳ひとみでじっと俺を見み詰つめてから、再びテーブルに手を伸のばした。持ち上げたのは、二号が落としていった黒いダガー──《ディルク・オブ・アゴニー》だ。

　ピックの時とは違ちがい、キズメルはダガーを一度ひっくり返しただけですぐに断言した。

「間ま違ちがいない。これはフォールンどもが使う武器だ」

「見ただけで解わかるの？」

　目を丸くするアスナに、騎士は薄うす手での刀身の根元あたりを示した。

「ほら、ここにうっすらとだが紋もん章しようが刻まれているだろう？」

「えっ」

　と俺も声を出した。スリバスの宿屋で調べた時に気付かなかったのは不覚なり、と思いながら身を乗り出して覗のぞき込こむと、確かにヒルトの少し上に、ごく細い筋すじ彫ぼりが夕ゆう陽ひを受けてオレンジ色に浮うき上あがっている。デザインは……折れ曲がる二本の線が重なって三つの菱ひし形がたを作っているのだが、意味するところはさっぱり解わからない。

「なんだろ、これ……」

　アスナの呟つぶやきに、キズメルが答えた。

「なんでも、氷と雷いかづちを表しているらしい」

「へえ……」

　人族二人が同時に声を上げる。

　黒エルフの紋もん章しようは曲きよく刀とうと角つの笛ぶえ、森エルフは盾たてと直剣、そしてフォールン・エルフは氷と雷いかづち。他のゲームならフォールンは氷魔ま法ほうと雷いかづち魔ま法ほうが得意なんだろうなあと思うところだが、残念ながら──いや幸いなことにＳＡＯに魔ま法ほうは存在しない。

　短剣をテーブルに戻もどすと、キズメルはほっそりした両りよう腕うでを胸の前で組んだ。

「これらは確かにフォールンの武器だ。三層や五層で戦ったフォールンどもの剣にも同じ紋もん章しようが刻まれていた。しかし……私が見た紋もん章しようは、ただの筋すじ彫ぼりではなく銀が鋳い込こまれていたように思う」

「うーん、言われてみればそうだったかも……」

　アスナも頷うなずくが、俺は正直そこまで憶おぼえていない。しかしＡＩであるキズメルが勘かん違ちがいするとは思えないので、話を先に進める。

「つまり……この短剣は、いままで戦ったフォールンたちの武器より安物ってことか？」

「そうだろうが、それだけではあるまい。恐おそらくは、異種族の協力者に与あたえられる武器なのだ……だから、お前たちを襲おそった人族の悪党は、フォールンを殺してこの短剣を奪うばったわけではなく、奴やつらに与くみする者なのだと考えるべきだろう」

「…………」

　俺とアスナは、今朝ディルク・オブ・アゴニーの説明テキストを読んだ時に、その可能性について話し合った。だがいま、キズメルの言葉によって、曖あい昧まいな推測が限りなく事実に近づいたと俺は感じた。

　モルテと二号は、フォールンと敵対するのではなく、協力するルートを発見したのだろう。ならば、危険極きわまる毒ピックの再入手も可能であると判断すべきだ。奴やつらと戦い続けるのなら、レベル２麻ま痺ひ毒どくへの対処方法をなるべく早く見つけねばならない。

　本題その二を口にするべく、俺は息を吸すい込こんだ。しかし、それより一いつ瞬しゆん早く。

「だが、心配するな。先ほども言ったが、私がそばにいる限り、お前たちに賊ぞくなど近づけさせはしない」

　キズメルがきっぱりと言い切り、隣となりに座すわるアスナの左ひだり膝ひざを軽く叩たたいてから立ち上がった。

「あ、き、キズメル、まだ話が……」

　俺は慌あわててそう言いかけたが、騎士はソファーに腰こしを戻もどす代わりに、俺たちにも立つように促うながした。

「続きは埃ほこりを落としてからにしないか？　二人とも、この城に着くまでにたっぷり砂を被かぶっただろう」

　それを聞いた途と端たん、アスナの両目にハートマーク、いや温泉マークが浮うかぶ。こうなったらもう、誰だれにも彼女を止めることはできない。

　急いで卓たく上じようの武器をストレージに放ほうり込こむと、俺は二人を追いかけた。




　ベータ時代にこのガレ城を訪おとずれた時、俺は建物の中を一通り見て回った。もちろん入浴はしなかったが、風ふ呂ろの場所もまだ憶おぼえている。

　しかしキズメルは、俺の記き憶おくにある東とう翼よくの二階には向かわず、西せい翼よくの中央にある階段を下り始めた。あれれと思いながらついていくと、一階を通り過ぎてもまだ下り続ける。風ふ呂ろに行くんじゃなかったのかな、そもそもベータ時代には地階なんてなかったような……と首を傾かしげるが、騎士の足取りに迷いはない。

　階段は地下一階で終わり、タイル張りの廊ろう下かに変わる。不思議な色のランプに照らされながら歩いていくと、ひんやりしていた空気が少しずつ暖かくなる。

　やがて前方右側の壁かべに、大きな扉とびらが出現した。「ゆ」と書かれた暖簾のれんはないが、開け放たれたままの扉とびらから白い湯気が流れ出てくるので、間ま違ちがいなく浴場のようだ。現実世界で地下に湯気など籠こもらせたらカビが生えまくって大変だろうが、仮想世界には微び生せい物ぶつもウイルスも存在しない──多分。

　キズメルとアスナが扉とびらをくぐったところで、立ち止まって声を掛かける。

「そんじゃ、俺はここで待ってるよ」

　すると素す早ばやく振り向いた騎士が、心外そうな顔で手招きする。

「何を言うキリト、お前も入ればいいじゃないか」

「いやぁ……まだヨフェル城の時みたく、二人に水着を着させるのは申し訳ないし……それに、万が一にも例の賊ぞくが襲おそってきたら大変だし……」

　するとアスナは、自分だけ入浴することの後ろめたさと、水着なしでフロりたい欲求の板いた挟ばさみになったらしく実に微び妙みような表情を浮うかべたが、キズメルのほうはまったく迷う様子もなく言い切った。

「賊ぞくの襲しゆう撃げきは心配しなくていい。この城には南の城門からしか入れないし、あの門が開く時は城のどこにいても鐘かねの音が聞こえるのだ。そして、もう一つの懸け念ねんも不要だぞ」

「え……？」

「ほら、よく見ろ」

　騎士は俺の左ひだり腕うでを摑つかみ、扉とびらの中へと引ひっ張ぱり込こんだ。

　そこは、観葉植物がふんだんに飾かざられた休きゆう憩けい所じよのような部屋で、左右の壁かべ際ぎわにラタンの編あみ椅い子すとテーブル、その上に水差しとグラスが用意されている。まだ時間が早いからか、他のダークエルフの姿はない。そして、奥おくの壁かべには、浴場に続いているらしきラタンの扉とびらが二つ。左の扉とびらには○マークが、右の扉とびらには□マークが浮うき出でている。

「この城の風ふ呂ろは広いからな、入り口が男女で分かれているのだ。だからキリトもアスナも、ここではミズギを用いるには及およばないぞ」

「な、なるほどね……」

　ほっと息を吐はく。そういうことなら、俺も別に嫌きらいなわけではないので、広い風ふ呂ろとやらを堪たん能のうするにやぶさかではない。

「では、またあとでな」

　と微ほほ笑えむキズメルと、無言でひらっと手を振るアスナが○の扉とびらに消えたので、俺も□の扉とびらを押おし開あけて先に進む。中は予想どおり脱だつ衣い所じよだったが、服を入れる籐とうかごの他に鎧よろい掛かけも用意してあるのがファンタジー世界らしい。しかし俺は幻げん書しよの術を使えるので、装備解除ボタンで衣類をストレージへ。もう一度周囲に人ひと影かげがないことを確かく認にんしてから、ラスト一枚も消去する。

　代わりに取り出した白タオルで最低限の防ぼう御ぎよを固めつつ、奥おくの扉とびらを抜ける。タイル張りの通路はすぐに左へ曲がり、その先には──。

「おー……」

　という声が出てしまうほど、幻げん想そう的てきな光景が広がっていた。

　半径十メートルはあろうかという、巨きよ大だいなドーム空間。緩ゆるやかに湾わん曲きよくする壁かべと天てん井じようは削けずり痕あとが残る岩がん盤ばんのままだが、それが天然温泉らしさを醸かもし出だしている。壁かべには等とう間かん隔かくに壁へき龕がんが設けられ、ランプの炎ほのおが柔やわらかく揺ゆれる。

　ドームの底は乳白色の濁にごり湯ゆで満たされ、天てん井じようの真ん中から垂れ下がる太いツルのようなものがお湯にまで届いている。恐おそらくこのドームは地上の広場の真下に位置していて、あのツルは霊れい樹じゆの根っこなのだ。

　タオルをストレージに戻もどし、階段状になっている縁ふちからお湯に足を沈しずめると、じんわりとした温かさが頭の天てつ辺ぺんまで伝わり、再び「ふひゃ～……」と声が出た。全身浸つかるにはまだ浅いので、湯気がたなびく水面をかき分けながら中央を目指す。

　根っこの近くでやっと腰こしほどの深さになったので、いよいよドボンといこうとした、その時だった。

　前方に漂ただよう真っ白い湯気の塊かたまりがふわりと左右に分かれ、ぎょっとするほどの近きん距きよ離りに新たな人ひと影かげが出現した。深い湯の中なので咄とつ嗟さに飛とび退のくこともできずに、俺は両目を限界まで見開いた。

　規律だの自己抑よく制せいだのマイルールだのといったものとはおよそ無む縁えんな人間ではあるが、そんな俺でもほんの幾いくつか自分に課している決まりはある。

　その一つが、「あの時ああしていれば、いなければ」とはなるべく考えない、ということだ。失敗を繰くり返かえさないよう原因を分ぶん析せきするのは大切だが、あんなこと言わなければとか、あれを思いついていればとか、もっと早く宿題に取りかかっていればとか、いつまでもくよくよ後こう悔かいし続けるのは時間的精神的リソースの浪ろう費ひ以外の何ものでもない。

　そんな俺ではあるが、しかしこの瞬しゆん間かんだけは、コンマ数秒のあいだに膨ぼう大だいな数の選えらび損そこねた選せん択たく肢しを列挙せずにはいられなかった。

　風ふ呂ろの端はしっこのほうで満足していれば。大浴場がドームになっている理由に気付いていれば。キズメルの、「入り口が男女で分かれている」という言葉の意味をもっと深く考察していれば。あるいはせめて──。

　せめてこの時、即そく座ざに目をつぶって後ろを向き、「何も見てな──い！」と主張することができていれば、もう少し違ちがった展開があったのかもしれない。

　しかし事実として俺は真ん丸く見開いた目で、ほんの七十センチ前に立つ女性プレイヤーの、装備全解除状態のアバターを三秒ほどもまじまじと凝ぎよう視ししてしまった。オートエイム状態で視線が動き、最初に目に入った鎖さ骨こつのあたりから、白いお湯に沈しずんでいる腰こし骨ぼねのあたりまで降下してから再び上じよう昇しよう、最後にようやく顔を見る。

　現在このガレ城に、俺以外のプレイヤーは一人しかいない。ゆえに当然、俺と同じく両目をいっぱいに見開いているのは、暫ざん定ていパートナー歴一ヶ月の細さい剣けん使つかいアスナ嬢じようであった。

　──そうか……なんだかんだ苦労しつつも、一ヶ月でフロアボスを五匹ひきも倒たおしたんだなあ。このペースなら、一月中に十層まで行けるかなあ。

　と逃とう避ひ的てきな思考を巡めぐらせる俺の眼前で、アスナの顔が首から顎あご、そして鼻へと見事なファイヤーレッドに染まっていく。その色が、アップにしている前まえ髪がみの生はえ際ぎわまで到とう達たつした瞬しゆん間かん、

「んぐう！」

　という押おし殺ころした唸うなり声ごえとともに、アスナは水みず飛沫しぶきを散らしながら右手を高々と振り上げた。がっちり握にぎられた拳げん骨こつを見上げながら、俺は「まあここは甘あまんじて受け止めるしかないよな」と……。

　──いやいやいや。

　甘あまんじるわけはいかない。なぜならこの城は犯罪防止コード圏けん外がいなのだ。レベル19のアスナが防具ゼロの俺をフルパワーでぶん殴なぐったら間ま違ちがいなくＨＰが減少し、カーソルが犯罪者色になってしまう。普ふ段だんは圏けん外がいで突っ込みを入れる時は器用にパワーの調整をしているが、いまはどう見てもリミッターが解除されている。

「ま、待った！」

　咄とつ嗟さにそう叫さけぶが、憤ふん怒ぬの鬼き神じんと化したアスナにもはや人の言葉は通じない。

「んんんんぐうう──！」

　咆ほう哮こうとともに拳こぶしが繰くり出だされる寸前、俺はパートナーのオレンジ化を回かい避ひし得うる唯ゆい一いつの選せん択たく肢しを実行した。

　後ろではなく前に倒たおれ込こみながら、アスナの体を両りよう腕うででホールド。そのままお湯に倒たおれ込こむ。どばっしゃーんと水柱、いやお湯柱が派手に立ち上り、俺たちは深さ九十センチほどの濁にごり湯ゆの中へ。

　水中にもかかわらず高周波の悲鳴を上げながら大暴れしようとするアスナを懸けん命めいに押さえ込み、オレンジになっちゃう！　と叫さけぼうとするが、俺の口から出るのは「ぼべんびびばっばうガボガボゴボ」という異音だけで自分でも何を言っているのか解わからない。

　当然ながら双そう方ほうのＨＰバーには溺おぼれアイコンが点灯し、しかも二人ともガボガボ言っているこの状態ではもうすぐＨＰが減り始めるはずだ。こんな情けない理由で死ぬわけにはいかないので、アスナを抱だきかかえたままなんとか二人の頭を水面から出す。ここが最後のチャンスとばかり、オレンジに……ともういちど叫さけぼうとした、その瞬しゆん間かん。

　頭上から、猛もう烈れつに冷たい水が滝たきのように降り注ぎ、文字通り俺とアスナの頭を冷やした。

　何が起きたのか解わからず、密着状態のままフリーズしていると、遅おくれて風ふ呂ろに入ってきたらしい──たぶん、鎧よろいを脱ぬぐのに時間がかかったのだ──キズメルが、お湯の中で抱だき合あう俺たちを見て言った。

「おやおや、仲のいいことだな」

　当然ながらダークエルフもまったくのノー装備状態だったが、そのことについてもはやどうこう思う気力も残されてはいなかった。




　後で聞かされたのだが、ガレ城の霊れい樹じゆは根っこから地下の温泉水を絶えず吸い上げていて、それを枝葉の隅すみ々ずみにまで行ゆき渡わたらせてから時々雨のように滴したたらせるので根元に泉ができるのだそうだ。そして泉の冷たい水は少しずつ岩がん盤ばんに染しみ込こみ、数十分に一回、滝たきとなって地下温泉に降り注ぐのだという。

　納なつ得とくできるようなできないような話ではあるが、ともかく今回ばかりはその仕組みが俺たちをあれやこれやの危機から救った。一時は鬼き神じんにクラスチェンジしたアスナだが、ここが圏けん外がいだということを思い出すと同時に俺の行動の理由を悟さとったようで、五、六回表情を変えてから「さっきのはわたしが悪かったわ」と言って人間に戻もどった。

　ひとまずお湯に肩かたまで浸つかり、さてどうしたものかと考える。温泉はほぼ不ふ透とう明めいなので、一メートル半ほど離はなれていれば互たがいの体はまったく見えないが、だからと言ってこのまま入浴を楽しめるほどの精神力は俺にはない。四層でアスナが作ってくれた水着を装備すれば多少は違ちがうのかもしれないが、ほけーっとした顔で首元までお湯に沈しずんでいるアスナがなぜかそうしようとしないので、俺からウインドウを開くのもなんとなく躊躇ためらわれる。

　やはり、このままじわじわ離り脱だつするのが最適解か……と判断し、お湯の中で横移動を開始しようとした時、アスナの向こうでお湯に浸つかるキズメルが口を開いた。

「そうだ、さっきの投げ針だがな……。あれから染しみ出だす毒への対処法に、心当たりがなくもないぞ」

「えっ……」

　それはまさしく俺がキズメルに訊きこうと思っていたことなので、十センチばかり体を近づけてしまう。途と端たんにアスナがじとっとした視線を向けてくるので、それ以上の接近は諦あきらめて言葉の続きを待つ。

「あの投げ針が本当に邪じや竜りゆうシュマルゴアの棘とげなら、人族の勇者セルムが竜と戦った物語が参考になるはずだ。確かセルムは、エルフの賢けん者じやの助けを得て、竜の毒を防ぐための道具を作ったのではなかったかな……」

「お、おお……その道具って、どうやって作るんだ？」

　思わず身を乗り出してしまったが、今度はアスナもキズメルのほうを見ていたので睨にらまれることはなかった。

「その賢けん者じやさんって、黒エルフ？　森エルフ？」

　立て続けの質問に、騎士は小さく肩かたをすくめる。

「幼い頃ころに祖母から聞かされた話だからな……済まんが、細部までは憶おぼえていない。だが、黒エルフの語かたり部べならば、シュマルゴアの物語を正しく記き憶おくしているはずだ」

「か……語かたり部べ？　その人にはどこに行けば会えるんだ？」

　頼たのむから開通済みフロアの、主街区からあんまり遠くない場所であってくれ！　という俺の祈いのりは、予想外の純度で叶かなえられた。

「この城にもいらっしゃるぞ。かなりのご高こう齢れいゆえに一日の大半を寝ておられるが、昼頃に図書室に行けばお目にかかれるだろう」

「おお！」

　ラッキー！　と続けそうになったがどうにか我が慢まんする。まだ解げ毒どく薬やくが作れると決まったわけではないが、可能性があるだけでも有あり難がたい。

　いっぽうアスナのほうは別のところに興味を持ったようで、水面を揺ゆらしてキズメルに向き直った。

「わたし、いままでエルフのお年寄りって会ったことないんだけど……その語かたり部べさんも、見た目はお若いの？」

「長老がたはあまり都の外にはお出にならないからな。見た目については……私からは何とも言いづらいところだ」

「そ、それもそうね。お会いできるのを楽しみにしておくわ」

「それがいい。──さて、私はそろそろ上がるが、お前たちはどうする？」

　騎士に問われ、思わず顔を見合わせてから、二人同時に「わたしも上がるわ」「俺も出るよ」と答える。しゃがんだまま振り向き、男性用脱だつ衣い所じよ──風ふ呂ろが共用で脱だつ衣い所じよだけ分かれている意味はさっぱり解わからないが──まで水中歩行しようとしてから、ふともう一つ訊ききたいことがあったのだと思い出し、再び体を回転させる。

「そうだ、キズメル──」

　途と端たん、立ち上がった騎士の上半身と、それを両手でガードしようとするアスナの姿が視界に飛とび込こみ、俺は慌あわてて目を逸そらした。

「ん、なんだ、キリト？」

「えっと……き、休きゆう憩けい所じよで訊きくよ！　じゃあ、また後で！」

　新たな攻こう撃げきが飛んでこないうちに撤てつ退たいするべく、俺は平泳ぎで階段を目指した。




　ＳＡＯではどんなに髪かみや体が濡ぬれても水から上がればすぐに乾かわくので、暗い通路をぺたぺた歩いて脱だつ衣い所じよに戻もどり、アンダーと黒シャツ黒パンツだけ装備して休きゆう憩けい所じよへ。女性陣じんはまだ来ていないし他の利用者もいないので、壁かべ際ぎわのラタンチェアに少々だらしない姿勢で腰こし掛かけ、深々と息を吐はく。

　風ふ呂ろそのものは決して嫌きらいではないのだが、アスナとコンビを組んでからはトラブルの原因になったことが一度や二度ではない。四層のヨフェル城ではクマ印の海パンを穿はかせられたり頭を水すい没ぼつさせられたりしたし、三層のダークエルフ野営地では入浴中のアスナをガードさせられたりキズメルに乱入されたり、二層では特に何もなかったが一層では……。

「……いや、そもそも風ふ呂ろがきっかけだったか……」

　小さく呟つぶやき、ローテーブルに用意されているグラスに水差しのお冷やを注いでひと息に飲み干す。

　思い返せば、出で遭あった頃ころは誰だれの前でも赤ずきんフードを取ろうとさえしなかったアスナとの距きよ離りがわずかながら縮まった気がしたのは、当時一層トールバーナの町で俺が借りていた部屋に彼女がやってきてからだ。そしてあの時、アスナは風ふ呂ろを借りにきたのだった。

　間の悪いことに、入浴中に情報屋のアルゴが訪ねてきて、装備を変へん更こうするためにバスルームに入ってアスナと鉢はち合あわせするという事故が起きたりもしたが、あの時俺が豪ごう華かな風ふ呂ろつきの部屋を借りていなければいまこうしてコンビを組んでいることもなかったかもしれない。

　だから、何度トラブルを招こうとも、アインクラッドの風ふ呂ろを憎にくむのはやめよう……でも次からはちゃんと男湯と女湯が分かれているか、しっかり確かめよう。

　そう決意を新たにしていると、○マークのスイングドアが開き、アスナとキズメルが戻もどってきた。細さい剣けん使つかいは初めて見る黄色いチュニック、騎士は艶つやのある紫むらさき色いろのガウン姿で、二人とも通常時と比べるとかなり薄うす着ぎなので反射的に目を泳がせてしまうが温泉での大事故を思い出せばそれもいまさらだ。

　幸いと言うべきか、アスナも惨さん劇げきの記き憶おくはアインクラッドで初めて出会った天然温泉の感動に上書きされたらしく、俺の右みぎ隣どなりのラタンチェアに勢いよく腰こし掛かけると満ち足りた表情で独りごちた。

「はぁ～……気持ちよかったぁ～……」

　すかさず俺が差し出した冷水を一気飲みし、再び「ぷひー」と息を吐はく。

　左の椅い子すに座すわったキズメルも、優美な仕草で長い脚あしを組み、言った。

「確かに、この城の風ふ呂ろは素す晴ばらしいな。六層での任務が終わったら移動しなくてはならないのが残念だよ」

「そっか、キズメルも大変だな……。──いままで集めた、えーと……翡ひ翠すいと瑠る璃りと琥こ珀はくの秘ひ鍵けんは、安全なとこに保管してあるんだよな？」

「無論だとも。主館四階の宝物庫にな」

「ほ、宝物庫っすか……」

　──覗のぞいてみたいなあ、でも入ったら怒おこられるやつかなあ。

　などと考えてしまう俺とは対たい称しよう的てきに、アスナが至し極ごく現実的な懸け念ねんを口にした。

「ねえ、キズメル……ヨフェル城の時みたいに、また秘鍵を狙ねらって森エルフが攻せめてくる心配はないの？」

　言われてみればそのとおりだ。分厚い岩がん壁ぺきと巨きよ大だいな城門に守られているとはいえ、四方を湖に囲まれているヨフェル城に比べれば、このガレ城のほうが幾いくらか攻せめやすいだろう。秘ひ鍵けん奪だつ取しゆにあれほどの執しゆう念ねんを燃やす森エルフたちが、一度の敗戦で諦あきらめるとは思えない。

　こうしている間にも、城門の外では敵兵がひたひたと忍しのび寄よっているのではないか。不ふ穏おんな想像を巡めぐらせた俺は、椅い子すから腰こしを浮うかせかけた。──しかし。

「……いや、その心配はしなくていい」

　キズメルがそう言い切るので、アスナと同時に横顔をまじまじと眺ながめてしまう。

　淡あわい翳かげりを帯びた表情を見た途と端たん、俺は断言の根こん拠きよを悟さとった。

「あ、そうか……エルフたちは、この城の外には……」

「そうだ。城を囲む荒あれ地ちは、余りにも乾かわき切きっているからな……。黒エルフも森エルフも、長時間の活動はできないのだ。城じよう壁へきの中は霊れい樹じゆの恩おん寵ちようによって守られているが、もしあの樹きが死ぬようなことがあれば、我らはこの城を放ほう棄きせざるを得ないだろう」

　ベータテスト時代にガレ城を訪おとずれた時も、俺はクエストをくれる黒エルフ──キズメルでもガレイオン伯はく爵しやくでもなく、固有名なしの司令官だった──から、同じ話を聞かされている。当時はそんなものかと思っただけだったが、いまは新たな疑問が浮うかんでくる。

「でも、そしたら、キズメルはどうやってこの層の秘鍵を取りに行くんだ？　五層と七層には城の霊樹でテレポ……じゃなくて転移できるだろうけど、秘鍵は城から遠く離はなれた場所にあるんだろ？」

「その通りだ」

　頷うなずく横顔にはなおもかすかな憂うれいが宿っているように感じられたが、こちらを向いたキズメルはいつもの綽しやく然ぜんとした笑えみを浮うかべていた。

「だが、案じるな。この城には、危急の折に城外へ出るための装備が用意されている。それを使えば、荒あれ地ちを越こえることもできよう」

　その言葉を聞いた途と端たん、俺は相棒と顔を見合わせてしまった。

　無言の意思疎そ通つうを経て、アスナが口を開く。

「キズメル。この層の秘鍵は、わたしとキリト君が回収してくるわ。キズメルに比べればまだまだだけど、わたしたちもずいぶん強くなったのよ」

「それを疑いはしないが……」

　ほんの一いつ瞬しゆん口ごもってから、騎士は毅き然ぜんとかぶりを振った。

「──いや、お前たちにそこまで甘あまえることはできない。森エルフやフォールンとの諍いさかいは、我ら黒エルフの問題だからな……。それに、考えてみろ。三層の迷まよい霧ぎりの森もりでキリトとアスナが助すけ太だ刀ちしてくれなければ、私は森エルフの騎士に殺されていたか、良くて相あい討うちだったのだぞ。そんな私が安全な城に留とどまり、お前たちだけに危険な任務を押しつけるなど、許されるはずがないだろう？」

　許されるよそんなの！

　と答えたくてたまらなかったが、誇ほこり高たかい騎士の表情がそれを許さなかった。なおも何かを言いい募つのろうとするアスナを手て振ぶりで押しとどめ、俺は頷うなずいた。

「解わかった……じゃあ、明日になったら一いつ緒しよに秘ひ鍵けんを取りに行こう。でも、無理はしないでくれよ。少しでも辛つらいと思ったらすぐ俺たちに言うこと、約束だからな」

　そう言って左手の小指を突き出すと、キズメルは不思議そうに瞬まばたきした。

「指がどうかしたのか？」

「あー、えっと……人族のおまじないで、約束をする時は小指を絡からめるんだ」

「ほう……。こうか？」

　キズメルが伸のばしてきた右手の小指としっかりフックし、上下に振り動うごかす。途と端たん、アスナが「私も！」と叫さけんで椅い子すから立ち上がり、キズメルの前まで移動して右手を差し出す。

　アスナとは左手で指切りしながら、キズメルは少しくすぐったそうに笑った。

「奇き妙みようなまじないだが、何やら楽しい気分になるな。私も無理はしないと約束するから、お前たちも我わが身みを大事にしてくれよ」

「「もちろん！」」

　俺とアスナが同時に答えると、騎士は愉ゆ快かいそうに笑った。




　地下浴場の次に案内されたのは、主館の二階にある大食堂だった。

　夕食時らしく、ここには多くのエルフたちの姿がある。しかも上手にある小ステージでは、派手な衣い装しようの男エルフ二人組がリュートと横笛を奏かなで、それに合わせて控ひかえめに歌う兵士たちまでいる。

　振ふる舞まわれた料理そのものは、ヨフェル城で出てきた立派なコースメニューと比べると幾いく分ぶん素そ朴ぼくだったが、むしろこのほうが俺の舌には合い、とくに根菜と骨付き肉を煮に込こんだやつはお代わりまでしてしまった。

　翌朝の集合時間を決めてから、キズメルとは西せい翼よく三階の廊ろう下かで別れ──と言っても、騎士の部屋はすぐ隣となりだったのが──与あたえられた客間に戻もどる。二人同時にはふーっと長く息を吐はき、何となく顔を見合わせてしまう。

　地下浴場での不ふ埒らちな行こう為いについて改めて謝罪すべきかと思ったが、アスナの顔の中に「もう何も言うな！」という意思が感じられたので口を閉じておく。ウインドウを開くとまだ八時前、元気が余っている日なら《夜の部》に出かけることもある時間だが、今日はダンジョン攻こう略りやくと荒こう野や踏とう破はで少々疲つかれたので、早めに寝る方向で同意する。

　しかし──。

　俺とアスナは、この日最大の危機が目前に迫せまっていることに、まったく気付いていなかった。

　俺たちに与あたえられた客間は、リビングに寝しん室しつが隣りん接せつしているスイートルーム。しかし、昨日泊とまった部屋と違ちがって、寝室のドアが一つしかない。

　再び顔を見合わせてから、リビングを横切り、そのドアを開ける。寝室も豪ごう華かな作りだが、ベッドはクイーンサイズのものが真ん中に一つだけ。

　昨夜、俺はベッドではなくソファーで寝たのだから今日もそうすればいいだけの話とも思えるが、それはあくまで先にアスナが熟じゆく睡すいしたからできたことだ。理由なき特とく別べつ扱あつかいを嫌いやがるパートナーの性格からして、恐おそらく──。

「えっと……俺、ソファで寝るから……」

「それじゃしっかり眠ねむれないでしょ」

　そんなことないよ、と反論したいが実際はそんなことあるし、アスナもそれを知っている。

　ＳＡＯの中でプレイヤーが眠ねむる時、現実世界のどこかに横たわる生身の体も寝ているわけだが、その間もナーヴギアは律りち儀ぎに仮想の身体感覚を発生させ続ける。上等なベッドで寝ている時は背中がふかふかするし、地面で野宿をすればじゃりじゃりごつごつする。当然後者のほうが眠りは浅く、熟睡できずに目が醒さめてしまうこともままある。

　リビングルームのソファーは、大きさは充じゆう分ぶんだしマットレスも肉厚だが、残念ながら座面が山型に分ぶん割かつされているので横になって寝るのには向いていない。一層でソロっている頃ころは野宿ばかりだった──と言っても毛布ぐらいは使っていたが──ので、寝付けないというほどではないが、アスナが納なつ得とくするかどうかは別の問題だ。

「いやまあ、俺はどんなとこでも寝られるからさ。アスナは気にしないでベッドを……」

「わたしとあなたは攻こう略りやくパートナーよね」

　突とつ然ぜん、俺の言葉を遮さえぎってアスナがそう言った。そのとおりなので頷うなずくしかない。

「う、うん」

「なら、一人だけに負担を押しつけるのは間ま違ちがってるよね」

　それもまた完全なる正論なので、再び頷うなずく。

「……う、うん」

「じゃあ、こうするしかないわね」

　俺のシャツの右みぎ袖そでを引っ張りながら寝しん室しつに足を踏ふみ入いれ、大きなベッドの上うわ掛がけを半分だけめくる。真っ白で皺しわひとつないシーツの真ん中に、人差し指で縦のラインを五十センチばかり刻きざみ込こむ。

「ここ、国境線ね」

　三層のダークエルフ野営地で、キズメルの天幕に泊とめてもらった時以来の単語が飛び出してきて、俺はつい軽く噴ふき出だしてしまった。すかさずジロリと睨にらまれるので、慌あわてて頷うなずく。

「わ……解わかった、了りよう解かい、アンダストゥッド」

　その返事を聞くと、アスナはしかつめらしい顔で頷うなずき、上うわ掛がけを戻もどした。

　寝ね床どこを巡めぐる折せつ衝しようは妥だ結けつを見たものの、野営地の時とは少々、いやかなり状じよう況きようが異なる。天幕、つまりテントの中の雑ざ魚こ寝ねならアウトドア感が色々な問題を包つつみ隠かくしてくれる部分があるが、ちゃんとした建物のちゃんとした寝しん室しつのちゃんとしたベッドではほとんどの言い訳は効力を失い、シーツに引かれた国境線もカシミール管理ラインの如ごとく儚はかない。

　しかし、突とつ発ぱつ的てき事象には弱いくせにこういう状じよう況きようでは意外な胆たん力りよくを発揮する細さい剣けん使つかいは、

「……じゃ、わたし、こっちで寝るから」

　と窓の反対側に移動し、掛かけ布ぶ団とんの下に潜もぐり込こんだ。俺に背中を向けた格好でウインドウを出し、手早く操作して消す。布団の中でしゅわんという音が聞こえたのは、部屋着を寝ね巻まきに着き替がえたからだろう。

　そのままもぞもぞと布団に潜もぐり込こんでいき、すぐに頭頂部しか見えなくなる。どうやらすみやかに寝てしまう作戦らしいので、確かにそれが正解だと俺も考え、壁かべをタップして寝室とリビングの明かりを消す。

　寝室にも西側の壁かべに窓があり、レースのカーテン越ごしに朧おぼろな月明かりが入はいり込こんでくる。今日の朝は曇くもり空ぞらだったが昼過ぎから晴れたし、明日もいい天気だといいな……などと思考を迂う回かいさせつつ、アスナの逆サイドからベッドに入る。

　横よこ幅はばが一メートル八十センチほどもあるので、極力国境から離はなれて左ひだり端はしに横たわれば、パートナーの存在を、少なくとも物理的には意識させられることはない。材質は不明だがマットレスは適度な柔やわらかさと弾だん力りよくを備えていて、上うわ掛がけは羽う毛もう布ぶ団とんのように軽くて温かい。悔くやしいがアスナの言うとおり、居間のソファーと手持ちのヘビーデューティーさだけが取とり柄えの野宿用毛布では、この環かん境きように遠く及およばなかっただろう。

　巨きよ大だいな枕まくらに頭を沈しずめ、瞼まぶたを閉じると、このような状じよう況きようにもかかわらず眠ねむりの妖よう精せいさんが忍しのび寄よってくる気配を感じた。よーし寝ちゃえ寝ちゃえ、そして明日の夜はもう一部屋用意してもらうんだ…………

「キリト君、まだ起きてる？」

「…………あい」

　妖よう精せいさんがダッシュで逃げてしまったので、やむなく答える。これで「訊きいてみただけ」などと言われたらどう反応すればいいのか……と瞬しゆん間かん的てきに苦く慮りよしたが、国境線の向こうから届いたのは予想もしない単語だった。

「あのさ、《ハラスメント防止コード》ってあるでしょ？　四層のロモロさんの工こう房ぼうで、君がわたしを起こそうとした時に出たやつ」

「あ……ありますね」

　不ふ穏おんな話題に眠ねむ気けがたちまち消え去り、いったいこの話はどこに向かうのかと思いながら答える。

「いま、ちょっと思ったんだけど……さっきお風ふ呂ろで、君がわたしを押おし倒たおしたでしょ」

「ち……違ちがいます、オレンジ化を防いだんです」

「でも押おし倒たおしたでしょ」

「…………あい」

「あの時、ハラスメント防止コードが発動しなかったのはどうしてなの？」

　────どうしてだろう。

　即そく座ざには答えられず、俺は懸けん命めいに思考を回転させた。

「えーっと……パーティーを組んでると出ない……？　いや、四層の時も組んでたよな……。接せつ触しよくしてる時間による……わけでもないよな、四層の時もそんなに長いこと触さわってた記き憶おくないし……」

「触さわり方かたが問題ってことでもないよね。わたしを起こそうとした時は肩かたに触さわってるだけで出たのに、さっきは裸はだかで押おし倒たおしても出なかったんだから」

「その言い方、勘かん弁べんしてください……」

　懇こん願がんしつつ、なおも考える。

　確かに、肩に触ふれているだけで発動したコードが、装備ゼロ状態で密着しても発動しなかったのは理り屈くつに合わない。パーティー状態や接せつ触しよく時間以外にも、工こう房ぼうと地下温泉で異なっている条件は何かなかっただろうか。

「ん～、んんんん～～…………」

　隙すきを見つけて頭に忍しのび込こもうとする眠ねむりの妖よう精せいを追おい払はらいながら、俺は考え続けた。しかし、ふかふかのベッドはこのうえなくふかふかしていて、これ以上ふかふかされたらもうふかふか…………

「…………あ」

　眠ねむりの淵ふちに転げ落ちかけた瞬しゆん間かん、まさにそれがヒントになり、俺は小さく声を上げた。

「あの時……アスナ、寝てたよな」

　どうやらパートナーもうとうとしていたらしく、少し遅おくれて反応が返る。

「……ええ？　わたしが寝てたからコードが発動したっていうの？　それ、起きてる時は発動しないってこと……？」

「……いや、そういうわけじゃないんだけど……でも、それくらいしか思いつかないな……」

「うーん…………」

　再び数秒間の沈ちん黙もくを続けてから、暫ざん定ていパートナーはまたしても予想外の言葉を口にした。

「小指……」

「へ？」

「右手の小指、貸して」

　布ふ団とんの中で小指をぴくぴくさせてから、見えないラインの存在を思い出す。

「でも、国境が」

「指一本なら侵しん犯ぱんを許すわ。ほら、早く」

「はい……」

　恐おそる恐おそる右みぎ腕うでを動かし、ベッドの中央線あたりで小指を突き出す。

　しばらくすると、アスナの左手の小指らしきものが俺の指に触ふれ、きゅっと挟はさんだ。反射的に俺も指を絡からめてしまう。
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「えっと……何、これ？」

「ちょっと静かにしてて」

「…………」

「……やっぱり、コードの窓は出ないわね。じゃあ、この状態で寝て、起きた時に窓が出てたらあなたの仮説がある程度正しかったってことになるわ」

「…………なるほどね……」

　いちおう納なつ得とくし、体の力を抜く。アスナも少しだけ小指を緩ゆるめると、囁ささやき声ごえを出す。

「じゃあ、お休み……」

「もし窓が出てても、寝ぼけてボタンを押さないでくれよ」

「解わかってる……わよ……」

「お休み」

　それきり布ふ団とんの国は完全な静せい寂じやくに包まれ、国境線越ごしにかすかな寝ね息いきが聞こえてきた。

　俺ももう一度瞼まぶたを閉じたが、触ふれ合あう小指の仄ほのかな熱が、なかなか意識の拡散を許してくれない。

　ハラスメント防止コードの仕組みも確かに気になるが、俺とアスナはこの層でまだまだやらなければならないことがある。《スタキオンの呪のろい》クエストも中断したままだし、フロア攻こう略りやくも進めなくてはならないし、ギルドフラッグの扱あつかいも宙に浮ういたままだし、明日からはキズメルと一いつ緒しよに《瑪め瑙のうの秘ひ鍵けん》回収クエストに挑いどまなければならない。そして何より大きな問題は、ＰＫたちの存在だ。

　彼らの異質な思考をトレースしようとしても無意味だ。これまで何度も自分にそう言い聞かせてきたのに、やはり考えずにいられない。

　モルテは、ダガー使いは、そして黒ポンチョの男は、なぜＤＫＢとＡＬＳを争わせようとするのか？　その行こう為いがデスゲームのクリアを……電子の牢ろう獄ごくからの解放を妨さまたげることは明白なのに。

　どんな動機があるにせよ、そのためにアスナを殺そうとしたという一点だけで、俺は奴やつらを絶対に許さない。もう二度と、決して、奴やつらの凶きよう刃じんをアスナに近づけさせはしない。

　一いつ瞬しゆん、自分でも驚おどろくほど強い衝しよう動どうに襲おそわれる。

　小指だけではなくしっかりと手を握にぎり、引き寄せ、両りよう腕うでで抱だき締しめたい。そうすることで、必ず守るという意思を伝えたい。

　しかし、そんなことをするわけにはいかない。俺とアスナのパートナーシップは、恐おそらく永続するものではないし、そうであってはならないのだ。いつか彼女が攻こう略りやく集団の先頭に立ち、リーダーとして全プレイヤーに希望を与あたえる存在になるその時まで、元ベータテスターとして分わけ与あたえられるものを与あたえ続つづける。それが俺の役割だ。

　ゆっくりと全身の力を抜き、息を吐はいて、繫つながる小指の感覚を確かめる。

　……おやすみ。

　もう一度心の中で囁ささやいて、俺はようやく訪おとずれた眠ねむりに身を委ゆだねた。





（続く）









　あとがき




　ソードアート・オンライン・プログレッシブ５、『黄金律のカノン（上）』をお読みくださりありがとうございました。

　前巻の刊行が二〇一五年十二月ですので、実に二年以上もお待たせしてしまいました。本当に申し訳ありません。そしてシリーズ初の上下巻になってしまったこともごめんなさい！

　このＳＡＯＰシリーズは、基本的に一巻一層ペースで進んできたのですが、それでも毎巻どこか（クエストとかフロア攻こう略りやくとかボス戦とか）をダイジェスト展開にせざるを得ず、それが心残りだったんですよね……。なのでこの巻はできるだけ全部書こうと思っていたんですが、蓋ふたを開けてみれば一冊で終わらせるためには色々と、とくにキズメル関係を相当はしょらなければならないことが解わかり、それが無念すぎたので今回は上下巻にしてたっぷり書くということにさせて頂きました。そのせいでこの上巻はいろいろやりかけ状態で終わっていますが、下巻は連続刊行になる予定ですので、七層到とう達たつまで少しだけお待ち頂ければ！　と思います！

　内容についても少しだけ……。六層のテーマを《パズル》にしたのは、いつかパズルフロアをやりたいと思っていたからなんですが、私自身はＲＰＧのパズル系ギミックってあんまり得意じゃないんですよね（笑）。とくにＭＭＯの、複数人で協力して突とつ破ぱするようなギミックは、私だけ失敗して怒おこられるんじゃないかといつもお腹なかが痛くなったものです。下巻ではキリト君にもそんな試練が降りかかる予定ですので、一発で成功するよう応おう援えんしてあげてください！

　あと、キリト君とアスナさんの距きよ離り感かんが毎巻縮まりまくってて大だい丈じよう夫ぶなの？　と心配しておられる方もいらっしゃるかと思いますが、私も心配です！　いちおうプログレッシブ編は本編に接続する前提なので序じよ盤ばんであんまり仲良くなってしまうと時空が軋きしみまくって大変なのですが、まあ最終的にはなんとかなるんじゃないかな？　という無責任なスタイルで今後も彼らに任せていきたいです。

　そしてお知らせも幾いくつか……。この本とほぼ同時に、ゲーム『フェイタル・バレット』も発売されている予定です。ＧＧＯが舞ぶ台たいのこのゲームは、コンシューマ向けシリーズでは初めてのオリジナル主人公なので、ぜひキリトやアスナと一いつ緒しよに冒ぼう険けんして頂ければと思います。また、アプリゲーム最新作『インテグラル・ファクター』は、アインクラッドを一層から攻こう略りやくしていくＭＭＯＲＰＧというまさしくプログレッシブなタイトルなのでこちらもどうぞ体験してみてくださいませ！

　最後になりましたが、またしてもＧＩＲＩＧＩＲＩスケジュールでご迷めい惑わくおかけしてしまったイラストのａｂｅｃさん、担当の三み木きさんと安あ達だちさん、本当にすみませんでした＆ありがとうございました！　皆みな々みな様さまにおかれましては、下巻も何なに卒とぞよろしくお願いします！





二〇一七年十二月某ぼう日じつ　　　川かわ原はら 礫れき
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川かわ原はら 礫れき

２０１８年最初の一冊です。私、小学校の頃に友達と「俺たち21世紀になる時は2X歳だぜー」「うぇー」なんて話をしてた記憶があるんですがその21世紀ももう18年目ですよ。あと４年でＳＡＯに追いついちゃいますよ。
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イラスト／abec

あべし？







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）
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